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言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項 

 
 
 
１．「国語科」及び「外国語科・外国語活動」を通じて育成すべき言語能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
 ・他教科における言語能力の育成との関係について 
 
２．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」におけ

る指導内容の系統性について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 
３．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」相互の

連携について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 ・ローマ字学習の取扱いについて 
 
４．効果的な指導の在り方について 
 ・教科担任制の中・高等学校における連携の在り方 
 ・短時間学習の活用 
 ・ＩＣＴ等の活用 
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言語能力の向上に関する特別チームにおける 

これまでの議論の取りまとめ（案） 
 

 

１．言語能力の重要性について 

（１）「言語」と「言語能力」について 

○ 言語は、文化審議会答申（平成 16 年 2 月 3 日）1が国語力について指摘す

るように、知的活動、感性・情緒、コミュニケーション能力の基盤として、

生涯を通じて個人の自己形成に関わるとともに、文化の継承や創造に寄与す

る役割を果たすものである。 

 

○ 中央教育審議会答申（平成 20 年 1 月 17 日）2では、児童生徒の思考力・判

断力・表現力等を育むために、記録、要約、説明、論述といった言語活動の

充実が提唱された。これを踏まえ、平成 20 年 3 月に告示された小学校・中学

校学習指導要領及び平成 21 年 3 月に告示された高等学校学習指導要領では、

各教科等において、言葉による記録、要約、説明、論述、討論のほか、歌、

絵、身体による表現など、言語及び非言語による学習活動を「言語活動」と

して重視し、その充実を図っている。 

 

○ このように、広義の「言語」には、日本語や英語などの個別言語における

話し言葉や書き言葉（文字）のほかに、数字や音符なども含まれ、また、「言

語能力」は、話し言葉や書き言葉以外の言語や非言語をも含めた広範な能力

として捉えられる場合もあるが、本取りまとめにおいては、「言語」は、日本

語及び英語などの個別言語における話し言葉や書き言葉のことを指すことと

し、それ以外の数字や音符などを指し示すときは、その都度、それらを明記

することとする。3 

 

（２）教育課程全体を通じて育成すべき資質・能力と言語能力について 

○ 育成すべき資質・能力の中でも、言語能力を構成する資質・能力は、子供

たちの学習や生涯にわたる生活の中で極めて重要な役割を果たすものである。 

 

                                            
1 文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成１６年２月３日） 
2 中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善について」（平成２０年１月１７日） 
3 「言語」と「言葉」は、同じ意味で用いられる場合が多いが、本取りまとめにおいては、日
本語や英語等個別の言語体系に関して表現する際や、「言語能力」「言語活動」のように熟語と
して用いる場合、「言語と言語能力」のように熟語と並べて用いる場合には「言語」と記載し、
個別の言語体系に依らず、共通のものとして表現する際や、言葉遣いや語気なども含めた表現
の総体として用いる場合には「言葉」と記載する。 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ２ 日 
教 育 課 程 部 会 
言語能力の向上に関する特別チーム 

資料１ 
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○ 子供は、乳幼児期から身近な人との関わりや生活の中で言葉を獲得してい

き、発達段階に応じた適切な環境の中で、言葉を通じて新たな情報を得たり、

思考・判断・表現したり、他者と関わったりする力を獲得していく。教科書

や教員の説明等から新たな知識を得たり、事象を観察して必要な情報を取り

出したり、自分の考えをまとめたり、友達の思いを受け止めながら自分の思

いを伝えたり、クラスで目的を共有して協働したりすることができるのも、

言葉の役割に負うところが大きい。 

 

○ このように、言語能力は、国語科や外国語活動・外国語科のみならず、全

ての教科等における学習の基盤となるものである。例えば、「論点整理」が提

示した資質・能力の三つの柱に照らせば、以下のように考えることができる。 

 

ⅰ）知識・技能 

学習内容は、その多くが言葉によって表現されており、新たな知識の習得

は基本的に言葉を通じてなされている。また、言葉を使って、知識と知識の

間のつながりを捉えて構造化することが、生涯にわたって活用できる概念の

理解につながる。 

具体的な体験が必要となる技能についても、その習熟・熟達のために必要

な要点等は、言葉を通じて伝えられ理解されることも多い。 

 

ⅱ）思考力・判断力・表現力等 

教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方を働かせながら、思考・判断・

表現するプロセスにおいては、情報を読み取って吟味したり、既存の知識と

関連付けながら自分の考えを構築したり、目的に応じて表現したりすること

になるが、いずれにおいても言葉が重要な役割を果たしている。 

 

ⅲ）学びに向かう力、人間性等 

子供自身が、自分の心理や感情を意識し統制していく力や、自らの思考の

プロセスを客観的に捉える力（いわゆる「メタ認知」）の獲得は、他者からの

言語による働き掛けや思考のプロセスの言語化を通じて行われる。また、言

葉を通じて他者とコミュニケーションを取り、互いの存在について理解を深

めていくことにより、思いやりや協調性などを育むことができる。 

 

○ このように、言葉は、学校という場において子供が行う学習活動を支える

重要な役割を果たすものであり、全ての教科等における資質・能力の育成や

学習の基盤となるものである。したがって、言語能力を構成する資質・能力

の向上は、学校における学びの質や、教育課程全体における資質・能力の育

成の在り方に関わる重要な課題として受け止める必要がある。 
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（３）言語能力に関する課題について 

○ 本特別チームにおいては、子供たちを取り巻く言葉に関する課題について、

以下のような指摘がなされたところである。 

・言語能力は、それぞれの発達段階に応じた差異はあるものの、論理的に組

み立てて物事を考える論理的思考の前提となるものであり、全ての子供た

ちに身に付けさせる必要がある能力である。 

・情操、情感が発達していく中での中心的要素が言葉であり、言葉によって

自分の思いや感情を意識化することで、自分の感情をコントロールするこ

とができる。このため、言語能力を支える心をいかに育むかが重要である。 

・子供たちの人間関係の問題に、言葉によるコミュニケーションが深く関わ

っている。例えば、言葉をネガティブに使って人を傷つけたり、自分が話

したり書いたりしたことが誤解なく相手に伝わるという思い込みによって

人間関係の摩擦が生じたりすることがある。また、インターネット上で一

方的に情報等を大量に発信するという現代社会においては、子供たちには、

他者の存在を意識しながら発信する力や他者に共感する力も身に付けさせ

る必要がある。 

・言語の背景にある文化的規範を理解していないと、その言語を適切に使う

ことは難しい。言語を学ぶことは、その言語を創造し継承してきた文化や、

その言語を母語とする人々のものの見方や考え方を学ぶことでもある。 

・日本人の母語である日本語はほぼ無意識に習得できているため、外国語も

日本語と同じように習得できるという思い込みが生じている一方、日本語

と外国語の文の構造や語彙、表現などの表面的な違いから、日本語と外国

語は全く異なっているもの、学習者が理解しづらいものであるという思い

込みも生じており、この両面が外国語の習得の妨げになっている。 

 

２．言語能力を構成する資質・能力について 

（１）言葉の働きと仕組みについて 

○ 日本語も外国語も、言語として同じ働き（機能）を持っている。例えば、

事物の内容や自分の考え・意図を伝える機能や、相手に行動を促す機能など

のほか、言語そのものを語るメタ言語的機能などがある。また、音声や文字

を伴い他者に伝達する道具としての機能と、内面化された思考のための道具

としての機能4の二つに分けることもある。 

このような言葉の働きにより、私たちは、時間や空間の制約を超えたコミ

ュニケーションや思考を行うことができる。 

 

○ また、日本語をはじめとする様々な言語は、言語としての共通の基盤と、

それぞれの固有の特徴（仕組み）を持っている。 

                                            
4 内面化された思考のための道具としての機能を「内言語機能」と言い、音声や文字を伴わず、

心の内で言葉を使って現れる場合もあれば、言語以前の思考や概念として現れる場合もある。 
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○ 特に、言葉には、世界を切り分ける力（分節する力5）があり、私たちは、

言葉の習得とともに、言葉が持つ概念によって分節化しながら世界を認識し

ている。このため、使用する言語が異なれば、世界の認識の仕方も異なるこ

とが知られている。このことは、言語の習得に当該言語を生み出した言語文

化の理解が欠かせないことを示している。 

 

（２）言語能力を構成する資質・能力の三つの柱について 

○ 本特別チームにおいては、言語能力を構成する資質・能力の三つの柱につ

いて、別紙１のとおり整理したところであり、その骨子については以下のと

おりである。 

 

 ⅰ）知識・技能 

   言葉の働きや役割に関する理解、言葉の特徴やきまりに関する理解と使

い分け、言葉の使い方に関する理解と使い分け、言語文化に関する理解、

既有知識（教科に関する知識、一般常識、社会的規範等）に関する理解が

挙げられる。 

   特に、「言葉の働き、役割に関する理解」は、言葉そのものに対するメタ

認知のことであり、言語能力を向上する上で重要な要素である。 

 

 ⅱ）思考力・判断力・表現力等 

   テクスト（情報）6を理解したり、文章や発話により表現したりするため

の力として、情報を多角的・多面的に精査し構造化する力、言葉によって

感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にする力、言葉を通じて伝

え合う力、構成・表現形式を評価する力、考えを形成、深化する力が挙げ

られる。 

 

 ⅲ）学びに向かう力、人間性等 

   言葉を通じて、社会や文化を創造しようとする態度、自分のものの見方

や考え方を深めようとする態度、集団の考えを発展させようとする態度、

心を豊かにしようとする態度、自己や他者を尊重しようとする態度、自分

の感情をコントロールして学びに向かう態度、言語文化の担い手としての

自覚が挙げられる。 

                                            
5 言葉は、モノやコトを同じ種類の集まりであるカテゴリーに分けている。例えば、日本語で

は「水」と「湯」を区別して用いるが、英語では温度に関係なく“water”を用いる。つまり、

日本語話者は、「水」と「湯」を区別して世界を見ているが、英語話者はどちらも“water”と

して見ている。このことは、動作を表す動詞などにおいても同様である。このような言語の違

いと、それぞれの言語を使う話者たちの世界観や文化の違いについては、多くの研究者によっ

て考察されてきたところである。 
6 本取りまとめにおいては、文章になっていない断片的な言葉、言葉が含まれる図表などの文

章以外の情報も含めて「テクスト（情報）」と記載する。 
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○ 特に、「思考力・判断力・表現力等」や「学びに向かう力、人間性等」を整

理するに当たっては、これまでの各種会議等の議論の成果を踏まえ、以下の

三つの側面から言語能力を構成する資質・能力を捉えている。 

 

① 創造的思考とそれを支える論理的思考の側面 

情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力が重要であり、主にこの

側面を高めることにより、言葉を通じて、自分のものの見方や考え方を深

めようとする態度につながると考えられる。 

 

② 感性・情緒の側面 

言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にする力が

重要であり、主にこの側面を高めることにより、様々な事象に触れたり体

験したりして感じたことを言葉にして自覚することを通じて、心を豊かに

しようとする態度につながると考えられる。 

 

③ 他者とのコミュニケーションの側面 

   言葉を通じて伝え合う力が重要であり、主にこの側面を高めることによ

り、言葉を通じて積極的に人や社会と関わり、自己を表現し、他者の心と

共感するなど互いの存在についての理解を深め、尊重しようとする態度に

つながると考えられる。 

 

○ これらの①～③の側面は、言葉を使う場面において、個別に働くものでは

なく、それぞれが互いに関係しながら働くものである。このため、言語能力

の向上のためには、①～③の三つの側面をバランス良く育成することが重要

である。 

 

○ 以上のような言語能力を構成する資質・能力を踏まえれば、言語能力につ

いては、言葉に関わる知識・技能や態度等を基盤に、「創造的思考とそれを支

える論理的思考」、「感性・情緒」、「他者とのコミュニケーション」の三つの

側面の力を働かせて、テクスト（情報）を理解したり文章や発話により表現

したりする能力として整理できるものと考える。 

 

○ なお、コミュニケーション能力7については、上記の三つの側面のうち、③

他者とのコミュニケーションの側面を軸としつつ、他の側面（①創造的思考

                                            
7 コミュニケーション能力については様々な考え方があるが、文部科学省の有識者会議におい
ては「いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団において、相互関係を深め、共感しなが
ら、人間関係やチームワークを形成し、正解のない課題や経験したことのない問題について、
対話をして情報を共有し、自ら深く考え、相互に考えを伝え、深め合いつつ、合意形成・課題
解決する能力」と定義しており、教育課程企画特別部会における議論においても当該定義が援
用されていたところである。 
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とそれを支える論理的思考の側面、②感性・情緒の側面）にも支えられた能

力として育成されるものである。 

また、人間のコミュニケーションや創造的思考などの諸活動は、言葉によ

ってのみ支えられているものではなく、言葉以外にも、形や色、イメージや、

身体の動き、音色やリズムなどの多様な手段が関係している。こうした非言

語的な手段に関する資質・能力を、言語能力と相互に関連させながら高めて

いくことは、感性や情緒等を豊かなものにしていくことにもつながるため、

学校教育を通じて、音楽や図画工作、美術、体育等の教育の充実を図ること

も必要不可欠である。 

 

（３）言語能力を構成する資質・能力が働く過程について 

○ 別紙１で整理された言語能力を構成する資質・能力は、別紙２のように、

①テクスト（情報）を理解するための力が、「認識から思考へ」という過程の

中で働き、②文章や発話により表現するための力が、「思考から表現へ」とい

う過程の中で働いている。 

 

①テクスト（情報）を理解するための力 

・テクスト（情報）の構造と内容を把握し、精査・解釈し、自分なりの整合

性のとれた考えを形成する力である。 

・「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「自分なりの整合のとれた考えの形成」

のそれぞれの段階において、別紙１のような、「知識・技能」や「思考力・

判断力・表現力等」の資質・能力が働いている。 

特に、既有知識・経験によってテクストにない内容を補足・精緻化するな

どして推論することや、共通－相違、原因－結果、具体－抽象等の情報と

情報の関係性（論理）を吟味・構築すること、妥当性、信頼性等を吟味す

ることなど、情報を多角的・多面的に精査し構造化する力は、テクストの

意味を、字句通りというだけでなく理解するために重要な能力である。 

・なお、「認識から思考へ」という流れではあるが、この流れは常に一方向の

ものではない。考えを形成しながら、精査・解釈し直したり、構造と内容

を把握し直したりするなど行きつ戻りつするものである。 

・また、テクストの深い理解という点においては、発達段階にもよるが、単

に、テクストに表現されている意味を理解するだけでなく、テクストによ

って得た新しい情報を編集・操作して、自分が既に持っている知識や経験・

感情と統合し構造化することや、それをよりどころに、新しい問いや仮説

を立てるなど、自分が既に持っている考えの構造を転換することなど、自

分なりの整合の取れた考えを形成することが重要である。 

 

②文章や発話により表現するための力 

・表現するテーマ・内容、構成・表現形式を検討しながら、考えを形成・深

化させ、文章や発話によって表現する力である。 
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・「テーマ・内容の検討」、「構成・表現形式の検討」、「考えの形成・深化」、

「表現」のそれぞれの段階において、別紙１のような、「知識・技能」や「思

考力・判断力・表現力等」の資質・能力が働いている。 

 ・なお、「思考から表現へ」という流れであるが、「テーマ・内容」、「構成・

表現形式」、「自分の考え」は、表現する上で密接に関わり合っている。例

えば、「考え」が深化すれば、表現する「テーマ・内容」が変わり、「テー

マ・内容」が変われば、より良く表現するために「構成・表現形式」が変

わることとなる。 

   このため、表現した後、または、表現しながら、考えを形成したり深化 

させたりして、より良い表現にするために、文章を推敲
こう

したり、発話を調 

整したりする力が重要である。 

 

○ この「認識から思考へ」、「思考から表現へ」の過程を学習の中で行う上で、

別紙１の資質・能力の三つの柱のうち、「学びに向かう力、人間性等」が大き

な原動力となる。「学びに向かう力、人間性等」で挙げられている態度等が基

盤となって、自ら「認識から思考へ」、「思考から表現へ」の過程を繰り返し

行うようになり、テクスト（情報）を理解したり、文章や発話により表現し

たりするための力が育成されることとなる。また、これらの過程を意識的に

行うことを通じて、より一層「学びに向かう力、人間性等」が育まれ、さら

に「認識から思考へ」、「思考から表現へ」の過程に向かうなどの正の循環が

見込まれる。 

 

（４）言語能力の育成について 

○ 言語能力は、別紙１の資質・能力を、別紙２の過程の中で働かせることに

よって育成されるものである。その際、資質・能力の三つの柱は、それぞれ

が独立して育まれるものではなく、それらが働く「認識から思考へ」、「思考

から表現へ」という過程の中で、相互に関係し合いながら育成されるもので

ある。 

 

○ 例えば、別紙１の「知識や技能」に挙げられている語句や文の成分などの

知識や、読み方、書き方などの技能は、言語能力を構成する重要な要素であ

り、基礎的・基本的な学力として確実に習得させる必要があるが、その習得

に当たり、これらの知識や技能を辞書的に蓄積するだけでは、テクストを的

確に理解したり、文章や発話により効果的に表現したりすることはできない。 

 語句や文の成分などの知識は、「認識から思考へ」、「思考から表現へ」とい

う過程の中で、思考・判断・表現しながら、既有の知識や経験と結び付けた

りすることなどによって、様々な場面で活用できる構造化された概念的知識

として習得されるようにすることが重要である。 

 また、読み方、書き方などの技能も、「認識から思考へ」、「思考から表現へ」

という過程の中で、思考・判断・表現しながら、変化する状況に応じて主体
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的に活用できる技能の習熟・熟達に向かうことが重要である。 

 

○ なお、これは、言語の体系（システム）が、固定的なものではないためで

もある。例えば、語と意味は、一対一で対応するものではなく、幅をもった

面のようなものとして対応しているものである。また、あらゆる表現は、表

現する目的、場面、文脈、状況等によって変化するものである。さらに、言

語の体系そのものが、地域や時代によって変化するものでもある。 

 

○ このため、それぞれの要素を学習しながら、同時に、その要素全体が有機

的に結び付いているシステムの仕組みを学習し、その両者が連動しながら常

に更新され続けることが重要である。 

 

○ したがって、別紙２のような、「認識から思考へ」、「思考から表現へ」、そ

してまた表現されたものに対する「認識から思考へ」という、資質・能力が

働く過程をスパイラルに繰り返すことが、言語能力の向上を図る手立てであ

る。 

 

○ こうした過程の繰り返しは、話したり聞いたり書いたり読んだりする言語

活動を通じて行われる。したがって、言葉の学びは、実際に言葉が生きて働

く言語活動を通して行われることになる。その時、同時に、言葉そのものに

ついての学びも行われている。 

 言葉そのものについて学ぶことは、言葉がどのように成り立っているか、

自分がどのように言葉を使っているかという足場を意識させることである。

このメタ言語的な感覚や気付きを促したり教えたりすることは、子供たちの

言語能力を向上させる上で極めて重要である。 

 

３．言語能力の向上のための言語活動の充実、及び、「国語科」「外国語活動・

外国語科」の改善・充実について 

（１）全ての教科等における言語活動の充実について 

○ 言語能力は、別紙１の言語能力を構成する資質・能力を、別紙２の「認識

から思考へ」、「思考から表現へ」という過程の中で働かせることによって育

成される。この過程の繰り返しは言語活動を通じて行われるため、言語能力

の向上を図るためには、発達段階に応じて、言語能力を構成する資質・能力

を適切な言語活動を通して育成することが必要である。 

 

○ 言語活動には、音声・文字の軸と、表現・理解の軸で４種の活動形態－話

す、聞く、書く、読む－がある。また、これらの活動が行われている時には、

自己の内部だけで展開される「考える」という活動が必ず伴って行われてい

る。 
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○ 言語活動については、現行の学習指導要領において、全ての教科等におい

て重視し、その充実を図ってきたところであるが、今後、以下の「アクティ

ブ・ラーニング」の三つ視点からの指導改善を実現していくためには、より

一層、言語活動の充実を図り、全ての学習の基盤である言語能力を向上させ

ることが必要不可欠である。なお、体験活動についても、同様のことが言え

る。 

 

【「アクティブ・ラーニング」の三つの視点からの学習過程の質的改善】 

 ⅰ）習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に応じた見方・考え方

を働かせて思考・判断・表現し、学習内容の深い理解につなげる「深い学

び」を実現できているか。 

 ⅱ）子供同士の協働、教師や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに

考えること等を通じ、自らの考えを広げ深める「対話的な学び」が実現で

きているか。 

 ⅲ）学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付け

ながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って

次につながる「主体的な学び」が実現できているか。 

 

○ また、音や色、イメージ、身体表現などの非言語により対象や事象を捉え

ることを主とする教科（音楽や図画工作、美術、体育等）においては、非言

語をどのように言語化するかというところに言語活動の特徴がある。非言語

で捉えたことを言葉にするという言語活動を行うことにより、当該教科にお

ける自分の学びをメタ認知し、思考・判断・表現してより深い理解につなげ

る「深い学び」としたり、学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学

び」としたり、自分の感じたことを言葉にすることで他者に伝え、自らの考

えを広げ深める「対話的な学び」としたりして、学習過程の質的改善を図る

ことができる。 

  また、非言語で捉えたことを、例えたり、見立てたり、置き換えたりしな

がら言葉にする力を育むことは、自己表現の観点や語彙力向上の観点などか

ら、言語能力の向上に大きく寄与するものである。 

 

○ このため、次期学習指導要領においては、言語能力の向上のため、全ての

教科等において、より一層、言語活動の充実を図る必要がある。 

 

（２）「国語科」、「外国語活動・外国語科」における改善・充実について 

○ 国語科においては、小・中・高等学校教育を通じて育成すべき資質・能力

を、言語能力を構成する資質・能力の整理を踏まえ、三つの柱に沿って明確

化するとともに、言語能力を構成する資質・能力とそれらが働く過程との関

係を踏まえ、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」のそれぞれの

領域における学習過程と指導事項を整理することを通じて、国語教育を更に
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改善・充実することが必要である。 

 

○ 「知識や技能」においては、言葉の働きや役割に関する理解を、「思考力・

判断力・表現力等」においては、創造的思考とそれを支える論理的思考の側

面、感性・情緒の側面、他者とのコミュニケーションの側面から、バランス

良く、テクスト（情報）を理解したり文章や発話により表現したりするため

の力を身に付けること、単に表現された内容を理解したり表現したいことを

表現したりするだけにとどまらず、考えを形成・深化する力を身に付けるこ

とを重視する必要がある。 

 

○ 特に、小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙8の量と質の違いがあると

の指摘がなされている。また、考えを形成・深化する力を身に付ける上で、

思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙を豊かにすることが必要

である。小学校低学年で表れた学力差が、その後の学力差の拡大に大きく影

響していることを踏まえると、語彙量を増やしたり語彙力を伸ばしたりする

指導の改善・充実が重要である。 

 

○ また、たくさんの語彙や多様な表現に触れたり、知らないことを知ったり、

経験のないことを体験したり、新しい考えに出合ったりして、言語能力を向

上させる重要な活動の一つが読書である。このため、小・中・高等学校を通

じて、読書活動の充実を図っていく必要がある。 

 

○ 外国語活動・外国語科においては、言語能力の向上の観点から、小・中・

高等学校教育を通じて育成すべき資質・能力を整理することを通じて、外国

語教育を更に改善・充実することが必要である。その際、言語能力を構成す

る資質・能力の整理を踏まえ、他者とのコミュニケーション（対話や議論等）

の基盤を形成する側面を資質・能力全体を貫く軸として重視しつつ、他の側

面（創造的思考、感性・情緒等）からも育成すべき資質・能力が明確となる

よう整理することを通じて、外国語教育を更に改善・充実することが必要で

ある。 

 

○ このため、外国語教育においては、小・中・高等学校を通じて、外国語で

他者とコミュニケーションを図る基盤を形成するため、「聞くこと」、「読むこ

と」、「話すこと」、「書くこと」の４技能のバランスの取れた育成を踏まえつ

つ、外国語を通じて、言語や文化の多様性を尊重するとともに、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮しながら、自律的・主体的に外国語でコミュニ

                                            
8 「語彙」の「彙」は集まりの意味。「語彙」とは、言語の基本となる単位の一つである語を、

一つ一つの語としてではなく、個々の語が有機的な関係を持って集合する一つの体系として捉

えたもの。 
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ケーションを図ろうとする態度を育成する。あわせて、様々な話題について、

外国語で聞いたり読んだりして情報や考えなどを的確に理解したり、それら

を活用して外国語を話したり書いたりして情報や考えなどを適切に伝え合っ

たりすることができるコミュニケーション能力を養うため、小・中・高等学

校を通じて一貫した目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価

等の在り方について一体的に検討する必要がある。 

 

○ 小学校中学年においては、これまでの高学年における外国語活動の成果を

踏まえ、「聞くこと」「話すこと」を中心とした活動を通じて、発達段階に適

した形で言語や文化について体験的に理解したり、外国語の音声等への慣れ

親しみ、コミュニケーションへの積極性を育んだりすることを中心とした外

国語活動を導入することが示されている。また、小学校高学年においては、

これまでの成果・課題9を踏まえ、「聞くこと」「話すこと」に加え、「読むこ

と」「書くこと」の４技能を扱うことを通じて、より系統性を持たせた教科指

導を行う外国語科を導入することが示されている。 

 

（３）言語能力の向上のための、「国語科」と「外国語活動・外国語科」の連携

について 

○ 本特別チームにおいては、「国語科」と「外国語活動・外国語科」の連携の

効果について、以下のような指摘がなされたところである。 

・日本語と外国語を相対的に捉えることによって、その構造や語彙などの仕

組み、それらが有機的に結び付いているシステム、その背景となる文化な

ど、日本語と外国語の違いに気付き、それぞれの理解を深めることができ

る。 

・日本語と外国語を相対的に捉えることによって、言語、文化、習慣、時代

が違っていても、表面的な違いを超えた深いところでの共通性や普遍性－

言葉の働き、人間の心や思考の基本は同じだということが理解できる。 

・論理的思考力や批判的思考力などの汎用的な能力や、発表（スピーチ、プ

レゼンテーション等）、討論（ディベート、ディスカッション等）、論述な

どに必要なスキルなど、日本語や外国語の運用に共通して必要な資質・能

力を、母語である日本語の学習を中心に育成することで、これらの能力を

生かして外国語の学習を行うことができる。 

・母語である日本語を使って生活している中では、意識的に育成する機会が

少ない資質・能力や、外国語における特徴のある資質・能力の育成を、外

国語の学習を通して行うことにより、日本語の能力の向上に資する。 

                                            
9 平成 23 年度から実施された外国語活動の成果・課題として、児童の高い学習意欲、活動を

経験した中学生の成果や変容、指導に当たる教員の肯定的な捉え方、中学校との連携などの成

果とともに、「聞く」「話す」だけでなく「読む」「書く」も含めた更なる言語活動への知的欲

求の高まり、音声中心で学んだことが中学校での段階で音声から文字の学習に円滑に接続され

ていないこと、国語と外国語の音声の違いや発音と綴りの関係、文構造の学習において課題が

あることなどが指摘されている。 

12



- 12 - 
 

・単一の言語からは、単一の言語体系の知識、単一の言語体系に依った思考

方法、単一の言語で担保されたコミュニケーションの仕方や相手への理解

しか学べないが、複数言語を学習することにより、知識や思考、表現に幅

ができ、様々な状況に適した思考や表現ができるようになる。 

・個別言語によらない、上位処理能力に関する側面（推論能力、談話的能力、

一般的な世界に関する知識、メタ認知能力など）については、母語の能力

と外国語の能力の間で相関が見られる。 

・それぞれの言語の特徴を相対的に捉えることによって、言葉とは何か、言

葉が人々の生活の中でどのように働いているかなど、言葉そのものへの意

識（メタ言語意識）が呼び起こされる機会が増える。 

・メタ言語意識の高まりは、無意識に運用できている日本語への意識の高ま

りにつながり、言語の学習に対する意欲が育まれ、外国語や言語一般への

関心が高まることも期待できる。 

 

○ また、言語能力の向上の観点から、国語教育と外国語教育をそれぞれ改善・

充実しつつ、相互の連携を図ることで、国語で学んだことが外国語の表現活

動に生かされたり、国語と外国語の特徴や違いに気付き、国語を学ぶことに

対する関心が高まったりするなど、子供の学習に相乗的な効果が見られると

の例が報告10されているところである。 

 

○ 中央教育審議会の教育課程企画特別部会「論点整理」及びこれを踏まえた

小学校部会等の議論においては、小学校中学年における外国語活動や小学校

高学年における外国語科の導入に当たっては、言語能力向上の観点から、語

順の違いなど文構造などの言葉の規則性に関する気付きを意図的に促す指導

や、文字の認識、単語への慣れ親しみ、国語と外国語の音声の違いやそれぞ

れの特徴への気付き等を促す指導を新たに行う必要があると指摘されている。 

 

○ また、国語科をはじめ他教科等と関連付けた学習内容や言語活動を設定す

ることにより、思考力・判断力・表現力や、主体的に学習する態度を育成す

ることを重視するとともに、外国語を読んだり書いたりすることを通じて、

言葉の働きや仕組みの面白さに気付きながら外国語を活用しようとする態度

を適切に評価することが重要であると指摘されている。 

 

○ このような指摘や取組を踏まえ、言語能力の向上につながる効果的な連携

を進めていくためには、小・中・高等学校を通じて、発達段階に応じ、国語

科と外国語活動・外国語科の指導内容のつながりを可視化することが重要で

ある。 

                                            
10 小学校を対象とした英語教育強化地域拠点事業の中では、（1）アルファベットの文字や単

語などの認識、（2）国語と英語の音声の違いやそれぞれの特徴への気付き、（3）語順の違いな

ど文構造への気付きなどの取組が行われているところである。また、教育課程特例校における

実践についても報告されているところである。 
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その際、各学校において、言語能力の向上に向けたカリキュラム・マネジ

メントが実施されやすくなるよう、例えば、指導の連携や順序性、言語活動

で扱う題材や種類の連携など、具体的な連携の在り方についてわかりやすく

整理していくことが求められる。 

 

○ 具体的には、 

・指導の連携に関しては、例えば、小学校第３学年の国語科において、ロー

マ字による表記を指導するとともに、小学校第３・４学年の外国語活動に

おいて、ローマ字とアルファベットの比較を通して、アルファベットの認

識や文字と読み方の対応について指導することにより、日本語のローマ字

表記と英語のアルファベット表記の違いへの気付きを促すことなど 

・指導の順序性に関しては、例えば、小学校第１・２学年の国語科において

主語と述語との関係について、小学校第３・４学年の国語科において修飾

と被修飾との関係や初歩的な文の構成について指導した後、小学校第５・

６学年の外国語科において、外国語における主語と述語との関係や語順に

ついて指導することにより、日本語と英語の文の構成の違いへの気付きを

促すことなど 

・言語活動で扱う題材の連携に関しては、例えば、国語科と外国語活動・外

国語科において、「自己紹介」や「道案内」などの同じテーマの言語活動を

設定し、相手の求める情報や言語の特徴が異なることを意識した指導を行

うことや、国語科・外国語科において、同じ環境問題をテーマにした文章

を教材とし、環境問題に関する知識を、教材を読み進めるに当たって必要

な既有知識として共通に活用することなど 

・言語活動の種類の連携に関しては、例えば、文章表現（短文作り、小論文

等）、発表（スピーチ、プレゼンテーション等）、話合い・討論（ディベー

ト、ディスカッション等）などについて、国語科において行い、その方法

を学んでから、外国語活動・外国語科において行うことや、パラグラフ・

ライティングなどについて、外国語科において行い、その方法を学んでか

ら、国語科において行うことなど 

である。 

 

○ 中学校、高等学校においては、教科担任制であることを踏まえると、教員

同士の連携が必要不可欠である。特に、言葉を学習する教科である国語科や

外国語科においては、言葉で表された内容を学習する教科との連携や、言語

活動を行う全ての教科等との連携が求められている。 

全ての教科等における言語活動を充実するためには、生徒が話したり書い

たりできるという状態が前提として必要であり、生徒が話したり書いたりす

ることのうち、表現された内容の質は当該教科の指導によるが、表現するこ

と自体の質は、言葉を学習する教科における指導と関わるものであるため、

特に、国語教育の充実が求められるところである。 
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（４）言語能力の向上に向けて、「国語科」と「外国語活動・外国語科」の連携

を強化するための方策について 

○ 言語能力は、「国語科」及び「外国語活動・外国語科」が中核となり、学校

の教育活動全体を通じて、その向上を図っていくことが必要不可欠である。

このため、以下のような事項について必要な方策を講じていくことが重要で

ある。 

 

○ 学校全体としての指導体制 

 ・育成すべき資質・能力についての共通理解 

 ・学校の教育活動全体を通じたカリキュラム・マネジメント 

例えば、言語能力の向上に関する協議の計画的実施や、言語能力の向上

を意識した年間指導計画の作成等 

 ・「国語科」及び「外国語活動・外国語科」担当教員を中心とする連携体制 

など 

 

○ 教員の指導力の向上（教員養成、教員研修等） 

 ・言語能力の向上のための教科等を横断した研修の実施 

 ・教員養成カリキュラムにおける教科指導法に関する科目において、言語能

力のメカニズムの理解やその向上のための指導法についての学習の推進 

など 

 

○ 指導内容の連携、教材の在り方、ＩＣＴ（情報通信技術）等の活用 

・「国語科」と「外国語活動・外国語科」における学習の連携を意識した言語

活動で扱う題材や種類等における連携 

   例えば、国語科の言語活動で扱われている題材や種類等(日常生活におけ

る話題について討論すること、行事等の案内をする文書を書くことなど)

を参考に、外国語科においても、同様の言語活動を実施することなど 

 ・「国語科」と「外国語活動・外国語科」における学習と、他の教科における

学習との連携を意識した指導 

   例えば、社会科や理科等で習得した知識や考え方を用いて課題を捉え、

議論したりまとめたりする等の教科横断的な発想からの授業展開など 

・「国語科」と「外国語活動・外国語科」における学習の連携を意識した教材

の工夫 

  例えば、外国語に翻訳された日本の古典、短歌・俳句、現代文等や日本

語に翻訳された海外の作品を教材として扱うことなど 

 ・「国語科」と「外国語活動・外国語科」における指導の連携や順序性、言語

活動で扱う題材や種類の連携など、具体的かつ効果的な連携の在り方が示

されている事例の収集・紹介 

・協働的な学習や、補習指導等における一人一人の進度に応じた学習のため

のＩＣＴ等の活用 

など 
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国語ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．国語科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・国語科を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について（言語能力の向上に関

する特別チームにおける議論を踏まえて） 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた国語科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

・国語科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 ・特に高等学校における科目構成について 

 ・漢字指導の在り方について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき国語科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき国語科の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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国語ワーキンググループにおける取りまとめ（案） 

 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ 国語科においては、実生活で生きて働き、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力

を身に付けることや、我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てること等

に重点を置いて、その改善・充実を図ってきたところである。また、国語科で培った能

力を基本として各教科等における言語活動の充実を推進してきたところである。 

○ これらの改善・充実を受けて、OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）（2012 年）にお

いて、「読解力」の平均得点が比較可能な調査回以降、最も高くなっているなどの成果

が見られる。また、全国学力・学習状況調査において、各教科等の指導のねらいを明確

にした上で言語活動を適切に位置付けた学校の割合は、小学校、中学校ともに 90％程度

となっており、言語活動の充実を踏まえた授業改善が図られている。 

○ 一方、全国学力・学習状況調査等の結果からは、小学校では、文の中における主語を

捉えることや文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文章

を要約したり複数の情報を関連付けて理解を深めたりすることなどに課題があることが

明らかになっている。 

○ 中学校では、伝えたい内容や自分の考えについて根拠を明確にして書いたり話したり

することや、複数の資料から適切な情報を得てそれらを比較したり関連付けたりするこ

と、文章を読んで根拠の明確さや論理の展開、表現の仕方等について評価することなど

に課題があることが明らかになっている。 

○ 高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講

義調の伝達型授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文

章の内容や表現の仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから

読み取ったことを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の語

彙の構造や特徴を理解すること、古典に対する学習意欲などが課題となっている。 

○ 児童生徒の読書状況については、小学生の平均読書冊数は１０年前に比べて大きく増

加したが、中学生、高校生に大きな変化はない。また、１か月間に読んだ本が０冊の児

童生徒の割合は、小学生、中学生は１０年間で減少傾向にあるが、高校生に大きな変化

はなく、小学生、中学生に比べて高校生の読書活動に改善が見られない状況にある。 

○ 今回の学習指導要領の改訂においては、これまでの成果を踏まえるとともに、これら

の課題に適切に対応できるよう改善を図ることが必要である。その際、思考力・判断力・

表現力等の育成を効果的に図るため、引き続き、記録、要約、説明、論述、討論等の言

語活動の充実を図ることが必要である。 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ３ １ 日 
教 育 課 程 部 会 
国語ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 

資料３ 
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２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

○ 各教科等を学ぶ意義を明確化するため、今回の改訂では、各教科等において身に付け

る資質・能力の三つの柱を整理することとしている。これらの資質・能力の育成のため

に中核的な役割を果たすのが、各教科等の本質に根ざした見方・考え方である。総則・

評価特別部会において、「見方・考え方」とは「様々な事象を捉える教科等ならではの

視点」と「教科等ならではの思考の枠組み」であると議論されている。 

○ 国語科は、様々な事象や対象の内容を自然科学や社会科学等の視点から理解すること

を直接の学習目的とするのではなく、様々な事象をどのように言葉で捉えて理解し、ど

のように言葉で表現するか、という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉

そのものを学習対象とするという特質を有している。したがって、言葉に着目して言葉

の働きを捉えるという国語科固有の視点を踏まえ、理解したり表現したりしながら自分

の思いや考えを深めることが、「国語科ならではの思考の枠組み」であると考えられる。 

○ 本ワーキンググループでは、①創造的思考とそれを支える論理的思考の側面、②感性・

情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面1から言葉の働きを捉え、理解したり

表現したりしながら自分の思いや考えを深めることが、国語科において育むべき「言葉

に対する見方・考え方」であると整理した。 

○ この「言葉に対する見方・考え方」を働かせることによって、言葉で表現された対象

に対する理解や表現、自分の思いや考えなどを広げ深めることが国語科の学びであり、

そこでは、言葉と言葉、言葉と対象をつなぐことと、そのつないだ関係性を言葉を通し

て問い直し、吟味して意味付けることが行われていると考えられる。 

○ なお、国語科においては、現行の学習指導要領において、「古典について解説した文

章を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ること。」（小学校第５学年及び第６学年）、

「文章に表れているものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くす

ること。」（中学校第１学年）、「幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、もの

の見方、感じ方、考え方を豊かにしたりすること。」（高等学校「国語総合」）などの

ように「ものの見方や考え方」等の表現を用いてきた。 
  この「ものの見方や考え方」等の表現は、個人または集団の事象を捉える視点と思考

の枠組みであり、国語科の本質に根ざした「見方・考え方」とは異なるものと整理する。

ただし、個人または集団の事象を捉える視点と思考の枠組みには、言葉が介在している

                                            
1 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会言語能力の向上に関する特別チームにおいて、これまで

の各種会議等（文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成１６年２月３日）等）

の議論の成果を踏まえ、言語能力を構成する資質・能力について、①創造的思考とそれを支える論理的思考

の側面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面の三つの側面から整理されたことを受

け、本ワーキングループにおいても、同様の整理をしている。 
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ため、当該個人や集団がどのように言葉の働きを捉えるかということと関わりがあり、

個人または集団の「ものの見方や考え方」等を通じて、国語科の本質に根ざした「見方・

考え方」を成長させることも考えられる。 

 

（２）小学校、中学校、高等学校を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標

の在り方 

○ 本ワーキンググループにおいては、学校段階ごとに育成すべき資質・能力について以

下のとおり整理した（別紙１）。学校段階ごとの国語科の教科目標についても、このよ

うな資質・能力の整理に基づき検討していくことが求められる。 

（小学校） 

◎国語で理解し表現することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

日常生活における人との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考

え方を働かせ、言語感覚を養い、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を育成

する。 

①日常生活に必要な国語の特質について理解し使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、日常生活におけ

る人との関わりの中で、国語で正確に理解したり適切に表現したりするとともに、新

たな考えを創造する力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合うよさを味わうとともに、言葉の大切さを自覚し、国語を尊重す

るようにする。 

 

（中学校） 

◎国語で理解し表現することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

社会生活における人との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考

え方を働かせ、言語感覚を豊かにし、自分の思いや考えを形成し深める資質・能力を

育成する。 

①社会生活に必要な国語の特質について理解し適切に使うことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を養い、社会生活におけ

る人との関わりの中で、国語で正確に理解したり適切に表現したりするとともに、新

たな考えを創造する力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う価値を認識するとともに、言語文化に関わり、国語を尊重する

ようにする。 
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（高等学校） 

◎国語で理解し表現することを通じて、創造的・論理的思考の側面や感性・情緒の側面、

他者や社会との関わりの側面から言葉の働きを捉える言葉に対する見方・考え方を働

かせ、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、自分の思いや考えを形成し深める資質・能

力を育成する。 

①生涯にわたる社会生活や専門的な学習に必要な国語の特質について理解し適切に使う

ことができるようにする。 

②創造的・論理的思考や感性・情緒を働かせて思考力や想像力を伸ばし、他者や社会と

の関わりの中で、国語で的確に理解したり効果的に表現したりするとともに、実社会

の視点から、新たな考えを創造する力を高めるようにする。 

③言葉を通じて伝え合う意義を認識するとともに、言語文化の担い手としての自覚を持

ち、生涯にわたり国語を尊重してその向上を図るようにする。 

 

○ なお、小・中学校においては、文字の由来や文字文化に対する理解を深めること2につ

いて、高等学校においては、実社会・実生活に生かすことや多様な文字文化に対する理

解を深めることについて、高等学校芸術科（書道）との円滑な接続を意識してその位置

付けを検討する必要がある。 

○ また、幼児教育で育まれる「生活や遊びの中で、数量などに親しむ体験を重ねたり、

標識や文字の役割に気付いたりし、必要感に応じてこれらを活用するようになる。」「言

葉を通して先生や友達と心を通わせ、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表

現を身に付けるとともに、言葉による表現を楽しむようになる。」などといった資質・

能力との関連について十分に意識するとともに、これらの基礎の上に立って、小学校、

中学校、高等学校それぞれの学校段階において、国語科でどのように資質・能力を身に

付けさせるのかを明確にしていくことが必要である。 

○ 国語科において育成すべき資質・能力については、言語能力の向上に関する特別チー

ムにおける言語能力を構成する資質・能力の整理を踏まえ、「知識・技能」、「思考力・

判断力・表現力等」、「学びに向かう力や人間性等」の三つの柱に沿った整理を行い、

別紙２のとおり本ワーキンググループとして取りまとめたところである。  

                                            
2 高等学校芸術科（書道）との円滑な接続を意識する際、高等学校芸術科（書道）において育まれる書の特

質に即した見方・考え方（感性を働かせて、書を構成する要素やその関連から生み出される働きの視点で芸

術としての書を深く捉え、文字と書の伝統と文化、歴史的背景、生活や社会、諸文化などとの多様な関わり

の中で、書の特質に即して考えること※）への接続も含め、小・中学校において、文字の由来や文字文化に

対する理解を深めることが重要である。（※「芸術ワーキンググループにおける取りまとめ（案）」参照） 
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○ 「知識・技能」には、「言葉の働きや役割に関する理解」、「言葉の特徴やきまりに

関する理解と使い分け」、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」、「書写に関する

知識・技能」、「伝統的な言語文化に関する理解」、「文章の種類に関する理解」、「情

報活用に関する知識・技能」などの項目が挙げられる。 
  特に、「言葉の働き、役割に関する理解」は、言葉そのものに対するメタ認知のこと

であり、言語能力を向上させる上で重要な要素である。このことは、これまでの学習指

導要領においても扱われてきたが、実際の指導の場面において十分なされてこなかった

ことが指摘されている。また、「言葉の使い方に関する理解と使い分け」には、これま

で「知識・技能」としては明確に位置付けられてこなかった、話したり聞いたり書いた

り読んだりする技能を含むものとしている。 

○ 「思考力・判断力・表現力等」には、言語の働きを捉える三つの側面（①創造的思考

とそれを支える論理的思考の側面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーショ

ンの側面）に着目しながら、国語で理解したり表現したりするための力として、「情報

を多角的・多面的に精査し、構造化する力」、「言葉によって感じたり想像したりする

力、感情や想像を言葉にする力」、「言葉を通じて伝え合う力」、「構成・表現形式を

評価する力」、「考えを形成し深める力」が挙げられる。 

○ 特に、これからの子供たちには、創造的・論理的思考を高めるために「情報を多角的・

多面的に精査し構造化する力」がこれまで以上に必要とされるとともに、自分の感情を

コントロールすることにつながる「感情や想像を言葉にする力」や、他者との協働につ

ながる「言葉を通じて伝え合う力」など、三つの側面の力がバランスよく育成されるこ

とが必要である。 
また、より深く、理解したり表現したりするためには、「情報を編集・操作する力」、

「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統合し構造化する力」、「新しい

問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換する力」などの「考えを形

成し深める力」を育成することが重要である。 

○ これらの力はそれぞれ別々に働くこともあるが、理解したり表現したりする上では、

通常、複数の力が結び付いて働いている。例えば、中学校段階では、「情報を多角的・

多面的に精査し、構造化する力」のうち「論理（情報と情報の関係性：共通－相違、原

因－結果、具体－抽象等）の吟味・構築」や「情報を編集・操作する力」を働かせて、

文章に表現されている内容や展開を根拠に基づいて解釈し、情報を整理・構成して自分

の思いや考えを表現すること、あるいは、「情報を多角的・多面的に精査し、構造化す

る力」のうち「推論及び既有知識・経験による内容の補足、精緻化」や「新しい情報を、

既に持っている知識や経験、感情に統合し構造化する力」を働かせて、社会生活におけ

る様々な情報を、既有の知識・経験に基づいて解釈、整理・構成し、新しい発想や主張

を形成することなどが考えられる。 

○ 「学びに向かう力、人間性等」には、言葉を通して社会や文化を創造しようとする態

度を育成するために、自分のものの見方や考え方を深めようとする態度、集団の考えを

発展させようとする態度、心を豊かにしようとする態度、自己や他者を尊重しようとす
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る態度、我が国の言語文化を享受し、継承・発展させようとする態度、自ら進んで読書

をすることで人生を豊かにしようとする態度が求められる。 

○ なお、別紙２に整理された資質・能力の三つの柱は相互に関連し合ったものであるた

め、その育成に当たっては、必ずしも、それぞれを別々に育成したり、知識・技能を習

得してから思考力・判断力・表現力等を身に付けるといった順序性を持って育成したり

するものではないことに留意する必要がある。「知識・技能」の資質・能力を育成する

ためには、同時に「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」の資

質・能力の育成が必要であり、「思考力・判断力・表現力等」と「学びに向かう力、人

間性等」の資質・能力が高まることによって「知識・技能」の資質・能力が高まること

にもつながる。「思考力・判断力・表現力等」や「学びに向かう力、人間性等」の育成

においても、その他の二つの柱との関係は同様である。 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

○ 上記（２）に掲げた資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極

めて重要である。国語科においては、ただ活動するだけの学習にならないよう、活動を

通じてどのような資質・能力を育成するのかを示すため、別紙３のとおり、現行の学習

指導要領に示されている学習過程を改めて整理し、「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」の３領域における学習活動の中で、三つの柱で整理した資質・能力がどの

ように働いているかを含めて図示した。 
  その際、言語能力の向上に関する特別チームにおいて整理された、「認識から思考へ」

という過程の中で働く理解するための力や、「思考から表現へ」という過程の中で働く

表現するための力が、各領域の中でどのように働いているのかを踏まえて検討した。 

○ 例えば、「読むこと」の領域においては、「学習目的の理解（見通し）」、「選書（本

以外も含む）」、「構造と内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成」、「他者の

読むことへの評価、他者からの評価」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」、「次

の学習活動への活用」といった学習活動を明示している。 
あわせて、「構造と内容の把握」においては「知識・技能」の各項目を、「精査・解

釈」においては「思考力・判断力・表現力等」のうち「情報を多角的・多面的に精査し、

構造化する力」、「言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像を言葉にする

力」、「言葉を通じて伝え合う力」を、「考えの形成」においては「思考力・判断力・

表現力等」のうち「考えを形成し深める力」といった資質・能力を働かせることも明示

している。 

○ 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」のいずれの学習過程において

も、「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情

に統合し構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構

造を転換する力」を働かせ、考えを形成し深めることが特に重要である。 
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○ また、これらの一連の学習過程を実施する上では、別紙２に整理された資質・能力の

三つの柱のうち「学びに向かう力、人間性等」が大きな原動力となる。「学びに向かう

力、人間性等」で挙げられている態度等が基盤となって、子供が自ら次の学習活動に向

かおうとする意識が生まれ、「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力等」の育成が

図られる。また、これらの過程を意識的に行うことを通じて、より一層「学びに向かう

力、人間性等」が育まれ、更に次の学習活動に向かうなどの正の循環が見込まれる。 

○ 国語科においては、こうした学習活動は、必ず言葉による記録、要約、説明、論述、

討論等の言語活動を通じて行われる必要がある。したがって、国語科で育成すべき資質・

能力の向上を図るためには、資質・能力が働く一連の学習過程をスパイラルに繰り返す

とともに、一つ一つの学習活動において資質・能力の育成に応じた言語活動を充実する

ことが重要である。 

○ なお、一連の学習過程は、必ずしも一方向の流れではなく、指導のねらいに応じて、

戻ったり繰り返したりする場合があること、単元全体を通して「身に付けさせたい力」

を育成するのであって、一単位時間の中で必ずしも単元で育成すべき全ての学習内容を

実施する必要はなく、その一部のみを取り扱う場合があること、単元によってそれぞれ

の学習活動に軽重を付けて扱うものであることなどに留意する必要がある。 

○ 特に、「学習目的の理解（見通し）」、「自分の学習に対する考察（振り返り）」な

どについては、一連の学習過程が始まる前と終わった後にそれぞれ行うことに限定され

るものではなく、終始一貫して意識しておくべき要素であることに留意する必要がある。 

○ また、小学校及び中学校においては、それぞれの発達段階に応じて学習過程の一部を

統合的に取り扱うことはあり得るものの、基本的には別紙３と同様の流れで学習過程を

捉えることが必要である。 

 

（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

○ 「目標に準拠した評価」の実質化を図るとともに、教科・校種を越えた共通理解に基

づく組織的な取組を促す観点から、観点別評価の観点については資質・能力の三つの柱

を踏まえたものとすることが求められている。 

○ 現行の国語科においては、「（国語への）関心・意欲・態度」、「話す・聞く能力」、

「書く能力」、「読む能力」、「（言語についての）知識・理解（・技能）」の観点で

評価しているが、本ワーキンググループにおいては、上記（２）に掲げた資質・能力を

踏まえつつ、別紙４のとおり観点及び趣旨についての考え方を整理したところである。 

○ 「知識・技能」については、事実的な知識のみならず、構造化された概念的な知識の

習得に向かうものであることや、一定の手順に沿った技能のみならず、変化する状況に

応じて主体的に活用できる技能の習熟・熟達に向かうものであることまでも含めた広範

な意味で用いられていることに留意することが必要である。 
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○ また、資質・能力のうち「学びに向かう力、人間性等」の部分については、「主体的

に学習に取り組む態度」として観点別評価を通じて見取ることができる部分と、観点別

評価や評定にはなじまず、個人内評価を通じて見取る部分があり、ここでは観点別評価

として見取るべきものを掲げていることに留意する必要がある。 

○ 特に、「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、子供自身が自分の学びや

変容を見取ることができ、説明することができるということが、主体的に学習に取り組

む態度が育まれている状態であるとの指摘がなされた。 

○ 資質・能力の三つの柱を踏まえて整理した今回の観点別評価の観点については、現行

の「言語についての知識・理解・技能」がそのまま「知識・技能」に関する観点に、現

行の「話す・聞く能力」、「書く能力」、「読む能力」がそのまま「思考力・判断力・

表現力等」に関する観点に移行するものではないため、具体的な学習評価の方法や学習

評価を子供たちの学びや指導の改善につなげる方策等について、引き続き検討が求めら

れる。 

 

３．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）科目構成の見直し 

○ 高等学校の国語教育においては、教材の読み取りが指導の中心になることが多く、国

語による主体的な表現等が重視された授業が十分行われていないこと、話合いや論述な

どの「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の領域の学習が十分に行われていないこと、

古典の学習について、日本人として大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や

自分との関わりの中でそれらを生かしていくという観点が弱く、学習意欲が高まらない

ことなどが課題として指摘されているところである。こうした長年にわたり指摘されて

いる課題の解決を図るため、科目構成の見直しを含めた検討が求められており、本ワー

キンググループにおいては、別紙２に示された資質・能力の整理を踏まえ、以下のよう

な科目構成（別紙５）にすることが適当としたところである。 
  なお、以下の科目構成の説明において、「学びに向かう力、人間性等」については特

に言及していないが、全ての科目において育成されるものである。 

 

≪高等学校国語科の科目構成≫ 

○ 国語は、我が国の歴史の中で創造され、上代から近現代まで継承されてきたものであ

り、そして現代において実社会・実生活の中で使われているものである。これを踏まえ、

後者の実社会・実生活における言語による諸活動に必要な能力を育成する科目「現代の

国語（仮称）」と、前者の我が国の伝統や文化が育んできた言語文化を理解し、これを

継承していく一員として、自身の言語による諸活動に生かす能力を育成する科目「言語
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文化（仮称）」の二つの科目を、全ての高校生が履修する必履修科目として設定するこ

とが考えられる。 

○ 必履修科目「現代の国語（仮称）」は、実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育

成する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち、「知識・技能」では「伝統

的な言語文化に関する理解」以外の各事項を、「思考力・判断力・表現力等」では全て

の力を総合的に育成することが考えられる。 
具体的には、実社会・実生活における言語による諸活動に必要な国語の能力を育成す

るために、例えば、目的に応じて多様な資料を収集・解釈し根拠に基づいて論述する活

動や、文学作品（小説、随想、詩歌等）等を読んで、構成や展開、優れた表現などの効

果について、言葉の意味や働きに着目して批評する活動、根拠をもって議論し互いの立

場や意見を認めながら集団としての結論をまとめる活動等を重視することが考えられる。 

○ 必履修科目「言語文化（仮称）」は、上代（万葉集の歌が詠まれた時代）から近現代

につながる我が国の言語文化への理解を深める科目として、別紙２に整理された資質・

能力のうち、「知識・技能」では「伝統的な言語文化に関する理解」を中心としながら、

それ以外の各事項も含み、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を総合的に育成

することが考えられる。 
特に、古典（古文や漢文）だけでなく、古典に関わる近現代の文章を通じて、言語文

化を言葉の働きや役割に着目しながら社会や自分との関わりの中で生かすことのできる

能力を育成する指導がなされるよう、示し方に留意する必要がある。更に、古典や近現

代の文章において、言葉を対象化することを通じて我が国の文化と外国の文化との関わ

りを理解することなどについても、言語文化の一つの側面として扱うことが考えられる。

また、指導においては、文語文法の指導を中心とするのではないことに留意する必要が

ある。 

○ 選択科目においては、必履修科目「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」

において育成された能力を基盤として、別紙２に整理された資質・能力のうち「思考力・

判断力・表現力等」の言葉の働きを捉える三つの側面のそれぞれを主として育成する科

目として、「論理国語（仮称）」、「文学国語（仮称）」、「国語表現（仮称）」を設

定することが考えられる。 
  また、「言語文化（仮称）」で育成された資質・能力のうち「伝統的な言語文化に関

する理解」をより深めるため、ジャンルとしての古典を学習対象とする「古典探究（仮

称）」を設定することが考えられる。 

○ なお、必履修科目である「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」において

育成された能力は、特定の選択科目ではなく全ての選択科目につながる能力として育成

されることに留意する必要がある。 

○ 選択科目「論理国語（仮称）」は、多様な文章等を多角的・多面的な視点から理解し、

創造的に思考して自分の考えを形成し、論理的に表現する能力を育成する科目として、
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別紙２に整理された資質・能力のうち「思考力・判断力・表現力等」の創造的思考とそ

れを支える論理的思考の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「文学国語（仮称）」は、小説、随筆、詩歌、脚本等に描かれた人物の心情

や情景、表現の仕方等を読み味わい評価するとともに、それらの創作に関わる能力を育

成する科目として、別紙２に整理された資質・能力のうち「思考力・判断力・表現力等」

の感性・情緒の側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「国語表現（仮称）」は、表現の特徴や効果を理解した上で、自分の思いや

考えをまとめ、適切かつ効果的に表現して他者と伝え合う能力を育成する科目として、

別紙２に整理された資質・能力のうち「思考力・判断力・表現力等」の他者とのコミュ

ニケーションの側面の力を主として育成することが考えられる。 

○ 選択科目「古典探究（仮称）」は、古文・漢文を主体的に読み深めることを通して、

自分と自分を取り巻く社会にとっての古典の意義や価値について探究する科目として、

主に古典を教材に、別紙２に整理された資質・能力のうち「伝統的な言語文化に関する

理解」を深めるとともに、「思考力・判断力・表現力等」を育成することが考えられる。 

○ また、「古典探究（仮称）」以外の選択科目においても、高等学校で学ぶ国語の科目

として、探究的な学びの要素を含むものとなることが考えられる。 

○ なお、高校生の読書活動が低調であることなどから、各科目において、高校生がそれ

ぞれの読書の意義や価値について実感を持って認識することにつながるような指導の充

実、読書活動の展開が必要である。 

○ 科目の名称については、当該科目で育成される資質・能力が明確になるよう、今後、

更に検討することが求められる。 

 

（２）資質・能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

○ 上記２．（２）に掲げた学校段階ごとに育成すべき資質・能力、これらを「知識・技

能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱に沿

って整理したもの、及び、上記２．（３）に掲げた学習過程の例を、学習指導要領の構

造に適切に反映させることが求められる。 

○ 学校段階ごとに育成すべき「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学び

に向かう力、人間性等」について教科の「目標」に反映させるとともに、子供たちを社

会に送り出すまでに国語科においてどのような力を身に付けさせるのかという出口のイ

メージを明確にした上で、小・中・高等学校の教科内容の系統性を検討することが求め

られる。 

○ 「内容」に関しては、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の３領

域において育成される資質・能力としての「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現
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力等」を明示するとともに、どのような学習過程を通じてどのような「思考力・判断力・

表現力等」を身に付けさせるのかを示すため、現行の学習指導要領において指導事項の

項目として明確化されている学習過程を本ワーキンググループにおける整理（別紙３）

を踏まえて見直すことが求められる。 

 

（３）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

（読書活動の充実） 

○ 多くの語彙や多様な表現に触れたり、知らないことを知ったり、経験のないことを体

験したり、新しい考えに出合ったりして、国語科で育成すべき資質・能力をより高める

重要な活動の一つが読書である。自ら進んで読書をし、読書を通して人生を豊かにしよ

うとする態度を養うために、国語科の学習が読書活動に結び付くよう小・中・高等学校

を通じて読書指導を充実するとともに、教育課程外の時間においても、全校一斉の読書

活動など子供たちに読書をする習慣が身に付くような取組を推進する必要がある。 

○ 特に、小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがあるとの指摘がな

されている。また、考えを形成し深める力を身に付ける上で、思考を深めたり活性化さ

せたりしていくための語彙を豊かにすることが必要である。小学校低学年で表れた学力

差が、その後の学力差の拡大に大きく影響していることを踏まえると、語彙量を増やし

たり語彙力を伸ばしたりする指導の改善・充実が重要であるが、そのためにも読書活動

の充実を図る必要がある。 

 

（学年別漢字配当表の見直し） 

○ 漢字指導の改善・充実の観点から、児童の学習負担を考慮するとともに、常用漢字表

の改定（平成 22 年）、児童の日常生活及び将来の社会生活、国語科以外の各教科等の学

習における必要性を踏まえ、都道府県名に用いる漢字を「学年別漢字配当表」に加える

ことが適当である。なお、追加する字種の学年配当に当たっては、当該学年における児

童の学習負担を考慮することが必要である。 

○ 漢字指導に当たっては、漢字を何度も機械的に書かせたり、家庭学習に偏ったりする

のではなく、漢字が身に付き生活や学習の中で楽しく使えるようになるよう、その在り

方を改善・充実する必要がある。 
特に、都道府県名に用いる漢字など他教科等において必要な学習用語を表記する漢字

については、児童が当該教科等の学習と関連のあるものとして漢字を学び、その定着が

図られるよう、当該教科等と連携して指導することが求められる。 
加えて、例えば、常用漢字表の前書きや「常用漢字表の字体・字形に関する指針（報

告）」（平成 28 年 2 月 29 日文化審議会国語分科会）等を踏まえた指導と評価の充実、
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象形だけでなく、形声等も含めた漢字の成り立ちの指導の充実、漢字として意味が分か

るようにするための、和語としての訓読みの指導の充実などが求められる。 

 

（伝統文化に関する学習の改善） 

○ 現行の学習指導要領では、国語科においても我が国や郷土が育んできた伝統文化に関

する教育を充実したところであるが、引き続き、我が国の言語文化に親しみ、愛情を持

って享受し、その担い手として言語文化を継承・発展させる態度を小学校、中学校、高

等学校を通じて育成するため、伝統文化に関する学習を重視することが必要である。 

○ このため、伝統文化に関する学習については、小学校、中学校、高等学校を通じて、

古典に親しんだり、楽しんだり、古典の表現を味わったりする観点、古典についての理

解を深める観点、古典を自分の生活や生き方に生かす観点、文字文化（書写を含む）に

ついての理解を深める観点から整理を行い、改善を図ることが求められる。 

○ 発達段階によっては、文法的な理解を図る前に、古典の表現に対する言語感覚を育て

ていくことが古典学習のみならず実社会・実生活において生きて働く国語の能力の基盤

となる。そのためには、小学校低学年から音読や暗唱を中心に、古典に親しんだり、楽

しんだり、表現を味わったりする学習が重要である。 

○ また、例えば、小中学校において、古典の現代語訳や古典について解説した文章など

を読み、現代にもつながる日本人のものの見方や考え方に触れ、高等学校の言語文化（仮

称）において、更に深く考察するなど古典についての理解を発達段階に応じて深めてい

くことが考えられる。 

○ 高等学校の課題としては、古典の学習について、日本人として大切にしてきた言語文

化を積極的に享受して社会や自分との関わりの中でそれらを生かしていくという観点が

弱く、学習意欲が高まらないことが挙げられている。このため、小中学校の段階から、

古典に親しんだり楽しんだりするだけでなく、ことわざや故事成語の成り立ちや意味を

知って使ったり、代表的な古典作品の一節を引用して文章を書いたりするなど、昔話や

神話、伝承、古典を自分の生活や生き方に生かす学習を充実することが重要である。ま

た、高等学校の段階においても、古典に現れた思想や感情などが現代の生活や文化とど

のような関係性を持っているかについて考察したり、自分と自分を取り巻く社会にとっ

ての古典の意義や価値を探究したりするなど、古典を自分の生活や生き方に生かす観点

から、学習を充実することが求められる。 

○ なお、書写については、手本を模倣するだけの学習のみではなく、小学校段階であれ

ば、平仮名、片仮名、漢字の由来や特質を理解して書くこと、中学校段階であれば、文

字文化の多様性や表現の豊かさを理解して効果的に書くことなど、高等学校段階の国語

科及び芸術科（書道）の学習につながる、文字文化についての理解を深める指導を充実

することが求められる。 
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（言葉を取り巻く環境の変化を踏まえた学習の充実） 

○ 情報化の進展に伴い、パソコンや携帯電話・スマートフォンなどの情報機器の広範な

普及は子供たちの言語生活に大きな影響を与えている。一方で、平成 26 年度の「国語に

関する世論調査」においては、「文字を手書きする習慣をこれからの時代も大切にすべ

きであると思うか」との質問に対して 91.5％の人が「大切にすべきであると思う」と回

答するなど、文字を手書きすることの重要性が認識されている。また、「改定常用漢字

表」（平成 22 年 6 月 7 日文化審議会答申）においても、「漢字を手書きすることは極め

て重要であり、漢字を習得し、その運用能力を形成していく上で不可欠なものと位置付

けられる」、「手で書くということは日本の文化としても極めて大切なものである」と

言及されている。 

このことを踏まえ、国語科書写においては、将来の社会生活に向けて文字を正しく整

えて速く書く力を身に付けるとともに、文字を手書きして、視覚、触覚、運動感覚など

様々な感覚が複合する形で言葉を学習することで、その言葉の表す意味や概念も含めて

習得することや、読み手に分かりやすくどのように書くかという他者意識を持つことな

どを学ぶことが求められる。 

○ また、人は書くことにより自分の思いや考えを明確にすることができ、書きながらそ

の思いや考えを掘り下げたり改めたりして深めることができる。現代社会においては、

情報機器を用いて、思ったり考えたりしたことを即座に書き表すことができる利便性も 

必要であるが、学校教育においては、推敲
こう

するなど時間を掛けて深く考えて書くことの 

重要性を学ぶことが求められる。 

○ また、インターネットの普及により、誰もが不特定多数の他者へ大量に情報を発信で

きる時代を迎えている。このような環境の中で、相手を想像しながらその媒体の特徴な

どを考慮して書くことが重要になっている。特に、インターネット等により発信する場

合には、これまで出会ったことのない文化的・社会的背景を持つ他者の目に触れる可能

性があることや自分の書いたものが後々まで残る可能性があることなどを考えて書くこ

とに留意する必要がある。 

○ インターネット上の情報に限らないが、情報を収集する際にも、情報の妥当性、信頼

性を吟味するなど情報の扱いに注意する必要がある。また、日々大量の情報に接してい

る影響から、情報収集のために情報だけをピックアップするような読み方をする傾向に

ついての懸念が指摘されている。国語科の学習の中で、「読む」ことは、単に情報だけ

を読み取ることではなく、書き手の表現の仕方や考え方などを学ぶことでもあることを

教えていくことが求められている。 

 

（他教科等との連携） 

31



 

14 

 

○ 現行の学習指導要領においては、全ての教科等において言語活動を重視し充実を図っ

てきたところであるが、今後、「アクティブ・ラーニング」の三つの視点からの指導の

改善・充実を実現していくためには、より一層、言語活動の充実を図り、全ての学習の

基盤である言語能力を向上させることが必要不可欠である。 

○ このため、国語科が言語能力を育成する中心的役割を担いながら他教科等と連携し、

子供たちの言語能力の向上とともに、各教科等において育成する資質・能力の育成にも

資することがカリキュラム・マネジメントの観点からも重要である。 

○ なお、日本語と外国語に共通する言葉の普遍性という点で、言葉がどのように働くの

か、どのような役割を果たしているのかということを、特に小学校で重点的に学ぶこと

が言語能力の向上に資するが、これについては、日本人の母語である国語の能力を育成

する国語科において育成することが求められる。 

 

（その他） 

○ 一般社会では、国語科において育成する必要があるとされる能力として、物事を多角

的・多面的に吟味し見定めていく力（いわゆる「クリティカル・シンキング」）や、情

報活用能力、質問する力、メモを取る力、要約する力などが言及されることがある。こ

れらの能力と別紙２に整理された資質・能力の関係については、例えば、「クリティカ

ル・シンキング」や情報活用能力の育成は、特に「思考力・判断力・表現力等」の「情

報を多角的・多面的に精査し、構造化する力（論理の吟味・構築、妥当性、信頼性等の

吟味）」や「考えを形成し深める力」などの育成と、また、質問する力の育成は、特に

「知識・技能」の「聞き方」や「思考力・判断力・表現力等」の「言葉を通じて伝え合

う力（相手との関係や目的、場面、文脈、状況等の把握）」などの育成と、それぞれ深

く関わっていると言える。このため、これらの能力は別紙２に整理された資質・能力を

育成する中で総合的に育まれることになると考えられる。 

 

４．学習･指導の改善・充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

○ 資質・能力の育成と国語科の目標の実現を目指し児童生徒の十分な学びが実現できる

よう、国語科の学習過程や言語に対する見方・考え方を踏まえ、具体的な学習の場面で

考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意図」と「手立て」の例について、以下

のような形で明示していくことが適当である。 

（小学校国語科における配慮の例） 

・文章を目で追いながら音読することが難しい場合には、自分がどこを読むのかが分か

るよう、教科書の文を指等で押さえながら読むよう促したり、教科書の必要な箇所を拡
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大コピーして行間を空けたり、語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをした

り、読む部分だけが見える自助具（スリット等）を活用したりするなどの配慮をする。 

・考えをまとめたり、文章の内容と自分の経験とを結び付けたりすることが難しい場合

には、児童がどのように考えればよいのか分かるように、考える項目や手順を示した学

習計画表やプリントを準備したり、一度音声で表現し、実際にその場面を演じる活動を

行った上で書かせたりするなどの配慮をする。 

・自分の立場以外の視点で考えたり他者の感情を理解したりするのが難しい場合には、

児童が身近に考えられる教材（例えば、同年代の主人公の物語など）を活用し、行動の

描写や会話文に含まれている気持ちがよく伝わってくる語句等に気付かせたり、気持ち

の移り変わりが分かる文章のキーワードを示したり、気持ちの変化を図や矢印などで視

覚的に分かるようにしてから言葉で表現させたりするなどの配慮をする。 

・自分が書いたものを読むことが難しい場合には、紙やホワイトボードに書いたものを

提示したりＩＣＴ機器を活用したりして発表するなど、児童の表現を支援するための多

様な手立てを工夫し、自分の考えを持つことや表すことに対する自信を持つことができ

るような配慮をする。 

○ また、小・中学校においては、全国学力・学習状況調査により個々の児童生徒の学力

の状況を把握し指導の改善につなげている。例えば、小学校においては、調べて分かっ

た事実に対する自分の考え方を理由や根拠を明確にして書くことに課題が見られた児童

に対して、指導のねらいに応じ、考え方と理由や根拠を明確に表現するワークシートを

用いるなどの工夫が行われている。中学校においては、ことわざや慣用句等の語彙が不

足しているという調査結果を受けて、身の回りで使用される語句を集めて言葉ノートや

語彙カードを作成して定期的に生徒間で交流させたり教師が確認したりすることで、個

に応じた語彙の拡充のための支援を継続的に行っている実践などがある。 
このような工夫を参考に、他学年や高等学校においても個に応じた指導を一層充実さ

せていくことが重要である。 

 

（２）「深い学び」、「対話的な学び」、「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善・

充実 

○ 言語能力を育成する国語科においては、言語活動を通して資質・能力を育成する。つ

まり、資質・能力の育成を図るための活動の全てが言語活動と言える。質の高い言語活

動を行い国語教育の改善・充実を図るためには、「アクティブ・ラーニング」の三つの

視点から以下のような学びが実現できているか、その学習過程の質的改善を不断に見直

し続けることが重要である。 

 ⅰ）習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に応じた見方や考え方を働かせて

思考・判断・表現し、学習内容の深い理解につなげる「深い学び」を実現できている

か。 
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国語科においては、この学びの実現に向けて、例えば「言葉に対する見方・考え方」

を働かせ、対象に対する理解や表現、自分の思いや考えなどを広げ深める学習活動を

設けることなどが考えられる。その際、子供自身が自分の思考の過程をたどり、自分

が話したり聞いたり書いたり読んだりした言葉を①創造的思考とそれを支える論理的

思考の側面、②感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面からどのよ

うに捉えたのか問い直し、理解したり表現したりしながら思いや考えを深めることが

重要であり、特に、思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙を豊かにする

ことなどが重要である。 

 ⅱ）子供同士の協働、教師や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること

等を通じ、自らの考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

   国語科においては、この学びの実現に向けて、例えば子供同士の対話に加え、子供

と教師、子供と地域の人、本を通して本の作者や多様な資料などとの対話を図り、考

えを伝え合うことで自分や集団の考えを発展させたり、思いを伝え合うことで互いの

心を豊かにしたり、自己を表現し他者を理解することで互いの存在について尊重した

りすることなどにつながる言語活動を行う学習場面を計画的に設けることなどが考え

られる。 

 ⅲ）学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見

通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的

な学び」が実現できているか。 

国語科においては、この学びの実現に向けて、子供自身が目的や必要性を意識して

取り組める学習となるよう、学習の見通しを立てたり振り返ったりする学習場面を計

画的に設けること、子供たちの学ぶ意欲が高まるよう、実社会や実生活との関わりを

重視した学習課題として、子供たちに身近な話題や現代の社会問題を取り上げたり自

己の在り方生き方に関わる話題を設定したりすることなどが考えられる。特に、学習

を振り返る際、子供自身が自分の学びや変容を見取り自分の学びを自覚することがで

き、説明したり評価したりすることができるようになることが重要である。 

○ 具体的には、これら一連の学習過程の中で、 

 ・例えば、互いの立場や考えの違いを踏まえて話し合う力を身に付けるために、話し合

う際に“話題に沿って、筋道立てて発言し合っているか”、“自分の思いを適切に表

す言葉や表現になっているか”、“相手の立場や気持ちを捉えて聞いたり、それらを

踏まえて話したりしているか”などの観点を教師が適宜提示し、話し合った後、話合

いを進める上で効果的だったこと、更に改善すべきだったことを書かせることで自分

たちの学びを振り返り、次に生かす学習が考えられる。 

・例えば、課題に対して複数の資料から情報を得て、自分の意見を具体的に書く力を身

に付けるために、“必要な情報が正確に書かれているか”、“根拠や事例、論理の展

開などは適切か”、“自分の意図や主張が明確に表現できているか”、“読み手が納
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得するような表現や展開で書かれているか”などについて、これまでの学習を振り返

って確認させ、十分に推敲して文章を完成させる学習が考えられる。 

 ・例えば、文学的な文章を読んで自分の考えを形成する力を身に付けるために、“そこ

からどのような思いやメッセージが伝わったか”を自分の経験と結び付けて考えさせ、

文章の構成や表現に着目した話合いを通して、それぞれの考えを広げ深めながら、“文

章が自分の生き方にどのように影響するのか”、“それはどのような構成や表現の効

果によるものなのか”などについて考察させる学習が考えられる。 

○ なお、「アクティブ・ラーニング」は、本来、資質・能力を育成するための視点であ

り授業の「型」ではないにもかかわらず、その趣旨が学校等に十分伝わっていないよう

に感じられること、活動に注目が行き過ぎているが、活動そのものではなく、活動が学

びにどのようにつながるかが重要であることなどの懸念が指摘されたところである。 

○ また、「深い学び」、「対話的な学び」、「主体的な学び」に向けた学習・指導の改

善・充実のために、ＩＣＴを活用することも効果的であると考えられる。例えば、話す

様子を撮影して自身の様子を振り返らせる活動、インターネット等を用いて情報を収集

する活動、調べたり考えたりしたことを大型ディスプレイ等を用いて発表したり互いの

情報を交流したりする活動などが考えられる。 

 

（３）教材の在り方  

○ ３．に記載された資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実のためには、教材

の在り方を見直すことが必要である。 

○ 学習指導要領には、「読むこと」以外にも「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の

領域があるにもかかわらず、依然として授業が「読むこと」の指導に偏っている傾向が

ある。国語科の授業が言語活動を通じて資質・能力を育成する授業となるよう、教材の

改善・充実を図ることが求められる。 

○ 次期学習指導要領の趣旨を実現するため、主たる教材である教科書において、授業の

中で言語活動が一層充実するような教材提示の在り方や、同じ題材においても、育成す

べき資質・能力や様々な言語活動を、教師が指導に応じて選べるような教材の在り様な

どが求められる。 

○ 子供たちが実際の社会生活で経験する言葉は、文字、音声、映像と情報量の異なる多

様なもので成り立っている。子供たちを取り巻く環境の現状を踏まえると、国語科の学

習においても、発達段階に応じて、適宜、多様なメディア表現を扱い、情報を正確に読

み取ったり豊かに想像したりする力を育成することが重要である。 

○ 高等学校の科目構成の見直しに応じて、それぞれの科目の趣旨が実現されるよう、教

材の在り方を検討することが求められる。本ワーキンググループにおいては、特に「言

語文化（仮称）」は、古典と近現代の文章の両方を教材として活用しながら我が国の言
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語文化への理解を図る科目とすることや、絵巻物のような絵画的資料が「言語文化（仮

称）」や「古典探究（仮称）」において読む対象となり得ることについて指摘がなされ

ている。 

○ 国語科の教材として取り上げるジャンルに関しては、小・中・高等学校の各学校段階

において、様々な文章（文学的文章や説明的文章など）を資質・能力の育成を踏まえて

位置付けることが求められる。 

 

５．必要な条件整備等について 

○ 国語科において、２．に整理された資質・能力の育成を図るためには、教員養成、教

員研修による教員の資質・能力の向上、学校図書館や ICT 環境の整備・充実などの条件

整備が求められる。 

○ 本ワーキンググループにおいて整理された次期学習指導要領の方向性を実現するため

には、小・中・高等学校の各段階で、国、教育委員会、教育センター等において、国語

科の目標や三つの柱で整理された育成すべき資質・能力、資質・能力を育む学習過程、

「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点等を周知するとともに、それを実現するた

めの授業の在り方等についての研修を充実することが求められる。また、教員養成課程

においても同様に、趣旨を十分踏まえたカリキュラムが図られることが求められる。 

○ 高等学校の科目構成の見直しに関しても、その趣旨が実行されるよう、国、教育委員

会、教育センター等において、国語科の必履修科目及び選択科目で育成すべき資質・能

力や各教科・科目の目標と内容を周知するとともに、それを実現するための授業の在り

方等についての研修を充実することが求められる。また、教員養成課程においても同様

に、趣旨を十分踏まえたカリキュラムが図られることが求められる。 

○ 大学入学者選抜は、実態として高等学校教育等に大きな影響を与える存在となってい

る。高等学校教育において次期学習指導要領の趣旨が実現されるようにするためにも、

大学入学希望者が培ってきた資質・能力を多面的・総合的に評価するものに転換するこ

とが望まれる。このため、高大接続システム改革会議での検討を踏まえ、その改革の着

実な実施が求められる。 

○ 読書活動の充実に必要な学校図書館については、読書活動の拠点となる「読書センタ

ー」、授業に役立つ資料を備え学習支援を行う「学習センター」、情報活用能力を育む

「情報センター」としての役割を踏まえ、学校における読書活動や言語活動、探究活動

の場としての役割も期待されていることから、以下のとおり一層の条件整備が求められ

る。 
 ・多様な形態の図書館資料（視聴覚資料等を含む）の計画的・組織的な整備を推進する

こと。 
 ・学校図書館の運営を支える専門的人材である司書教諭や学校司書の資質・能力の向上

や配置の拡充を図ること。 
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19 

 

 ・校長をリーダーとする学校運営全体の中で学校図書館を適切に位置付けるとともに、

その運営を地域の視点も入れたＰＤＣＡサイクルの中で改善すること。 
 ・図書館資料の提供や学級文庫の設置、読書推進活動の企画・実施などにより、図書館

を活用した読書活動の活性化を図ること。その際、必要に応じて地域の公共図書館や

他の学校図書館との連携を図ること。 
など 
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【小
学
校
】

国
語
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト

（ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

【高
等
学
校
】

◎
国
語
で
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
や
感
性
・
情
緒
の
側
面
、
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
側
面
か
ら
言
葉
の
働
き

を
捉
え
る
言
葉
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
心
情
を
豊
か
に
し
、
言
語
感
覚
を
磨
き
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し
深
め
る
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
。

①
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
や
専
門
的
な
学
習
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
伸
ば
し
、
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
効
果

的
に
表
現
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
実
社
会
の
視
点
か
ら
、
新
た
な
考
え
を
創
造
す
る
力
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
意
義
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
る

よ
う
に
す
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

◎
国
語
で
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
や
感
性
・
情
緒
の
側
面
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
側
面
か
ら
言

葉
の
働
き
を
捉
え
る
言
葉
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し
深
め
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
社
会
生
活
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し

た
り
適
切
に
表
現
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
考
え
を
創
造
す
る
力
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
文
化
に
関
わ
り
、
国
語
を
尊
重
す
る
よ
う
に
す
る
。

◎
国
語
で
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
や
感
性
・
情
緒
の
側
面
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
側
面
か
ら
言

葉
の
働
き
を
捉
え
る
言
葉
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
感
覚
を
養
い
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
形
成
し
深
め
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
日
常
生
活
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
た

り
適
切
に
表
現
し
た
り
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
考
え
を
創
造
す
る
力
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
よ
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
言
葉
の
大
切
さ
を
自
覚
し
、
国
語
を
尊
重
す
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
近
な
事
象
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
持
っ
て
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
に
気
付
い
た
り
、
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
し
て
多
様

な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
と
考
え
を
思
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
生
活
や
遊
び
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
に
応
じ
て
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
言
葉
を
通
し
て
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
、
絵
本
や
物
語
な
ど
を
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か
な
言
葉
や
表
現
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

平
成
２
８
年
５
月

3
1
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
（
別
紙
１
）
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知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と
使
い

分
け

・
言
葉
の
位
相
、
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、

敬
語
、
方
言

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
、
文
の
構
成

・
文
章
の
構
造
（
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、
段
落

と
文
章
の
関
係
）

な
ど

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
話
し
方
、
書
き
方
、
表
現
の
工
夫

・
聞
き
方
、
読
み
方
、
音
読
・
朗
読
の
仕
方

・
話
合
い
の
仕
方

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

国
語
で
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
力

【
創
造
的
思
考
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

・
推
論
及
び
既
有
知
識
・
経
験
に
よ
る
内
容
の
補
足
、
精
緻
化

・
論
理
（
情
報
と
情
報
の
関
係
性
：
共
通
－
相
違
、
原
因
－
結
果
、

具
体
－
抽
象
等
）
の
吟
味
・
構
築

・
妥
当
性
、
信
頼
性
等
の
吟
味

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像
を

言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

・
相
手
と
の
関
係
や
目
的
、
場
面
、
文
脈
、
状
況
等
の
理
解

・
自
分
の
意
思
や
主
張
の
伝
達

・
相
手
の
心
の
想
像
、
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

≪
考
え
の
形
成
・
深
化
≫

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力
（
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
）

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力

・
言
葉
が
も
つ
曖
昧
性
や
、
表
現
に
よ
る
受
け
取
り

方
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が
持
つ
力
を

信
頼
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
言
葉
を

通
し
て
社
会
や
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方

を
深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う

こ
と
で
、
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ
た

こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
言
葉
を
互
い
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通

し
て
、
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
の
心
と
共
感
す
る
な
ど
互

い
の
存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ

う
と
す
る
態
度

・
我
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
、
生
活
や
社
会
の

中
で
活
用
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
進
ん
で
読
書
を
し
、
本
の
世
界
を
想
像
し
た
り

味
わ
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
読
書
を
通
し
て
、
知
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
た
り
、
経
験
の
な
い
こ
と
を
体
験

し
た
り
、
新
し
い
考
え
に
出
会
っ
た
り
す
る
な
ど
し

て
人
生
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

国
語
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
案
）

平
成
２
８
年
５
月
３
１
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
（
別
紙
２
）
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学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

話 す こ と ・ 聞 く こ と

話
題

選
択

精
査
・
解
釈

話 す こ と 聞 く こ と 話 し 合 う こ と

集
団
と
し
て
の

考
え
の
形
成

内
容
の
検
討

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ

の
設
定

国
語
科
に
お
け
る
学
習
活
動
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

平
成
２
８
年
５
月
１
７
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
（
別
紙
３
）

他
者
の
聞

く
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

進
行
の
計
画

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

内
容
の
整
理

（
必
要
に
応
じ
た
質
問
）

構
造
と
内
容
の
把
握

記
録
、
記
録
の
整
理

話
題

選
択

関
連
す
る
情
報
の
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で

育
成
し
た
力
を
活
用

※
必
ず
し
も
一
方
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
往
還

表
現

（
発
話
の
調
整
）

他
者
の
話
す
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

【
創
造
的
思
考
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

考
え
の
形
成

考
え
の
形
成
・
深
化

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る

な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力
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記
述

書 く こ と
推
敲

学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

読 む こ と

テ
ー
マ

の
設
定

考
え
の
形
成

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

※
必
ず
し
も
一
方
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

選
書

（
本
以
外
も
含
む
）

精
査
・
解
釈

構
造
と
内
容
の
把
握

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

他
者
の
読

む
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

他
者
の
書
く
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

内
容
の
検
討

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

考
え
の
形
成
・
深
化

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

【
創
造
的
思
考
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
、
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る

な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力
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国
語

科
に

お
け
る
評

価
の
観

点
の
イ
メ

ー
ジ

（
例

）
 

 
観
点
（
例
）
 

※
実
際
に
設
定
す
る
各
教
科
の
 

 
観
点
は
、
教
科
の
特
性
に
対
応
 

し
て
検
討
 

 

知
識

・
技
能
 

思
考

・
判
断

・
表
現
 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
 

   
小

学
校

 

（
例

）
 

日
常

生
活

に
必

要
な

国
語

の
特

質
に

つ
い

て
理

解
し

使
っ

て
い

る
。

 

（
例

）
 

創
造

的
・

論
理

的
思

考
や

感
性

・
情

緒
を

働
か

せ
て

思
考

力
や

想
像

力
を

養
い

、
日

常
生

活
に

お
け

る
人

と
の

関
わ

り
の

中
で

、
国

語
で

正
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
表

現
し

た
り

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

考
え

を
創

造
す

る
力

を
高

め
て

い
る

。
 

（
例

）
 

言
葉

を
通

じ
て

積
極

的
に

人
と

関
わ

っ
た

り
、

思
い

や
考

え
を

形
成

し
た

り
し

よ
う

と
す

る
と

と
も

に
、

言
葉

の
よ

さ
に

気
付

き
、

読
書

に
親

し
ん

で
言

葉
を

よ
り

良
く

使
お

う
と

し
て

い
る

。
 

   
中

学
校

 

（
例

）
 

社
会

生
活

に
必

要
な

国
語

の
特

質
に

つ
い

て
理

解
し

適
切

に
使

っ
て

い
る

。
 

 

（
例

）
 

創
造

的
・

論
理

的
思

考
や

感
性

・
情

緒
を

働
か

せ
て

思
考

力
や

想
像

力
を

養
い

、
社

会
生

活
に

お
け

る
人

と
の

関
わ

り
の

中
で

、
 国

語
で

正
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
表

現
し

た
り

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

考
え

を
創

造
す

る
力

を
高

め
て

い
る

。
 

（
例

）
 

言
葉

を
通

じ
て

積
極

的
に

人
と

関
わ

っ
た

り
、

思
い

や
考

え
を

豊
か

に
し

た
り

し
よ

う
と

す
る

と
と

も
に

、
言

葉
の

価
値

に
気

付
き

、
進

ん
で

読
書

に
親

し
ん

で
言

葉
を

適
切

に
使

お
う

と
し

て
い

る
。

 

   
高

等
学

校
 

（
例

）
 

生
涯

に
わ

た
る

社
会

生
活

や
専

門
的

な
学

習
に

必
要

な
国

語
の

特
質

に
つ

い
て

理
解

し
適

切
に

使
っ

て
い

る
。

 
 

（
例

）
 

創
造

的
・

論
理

的
思

考
や

感
性

・
情

緒
を

働
か

せ
て

思
考

力
や

想
像

力
を

伸
ば

し
、

他
者

や
社

会
と

の
関

わ
り

の
中

で
、

国
語

で
的

確
に

理
解

し
た

り
効

果
的

に
表

現
し

た
り

す
る

と
と

も
に

、
実

社
会

の
視

点
か

ら
、

新
た

な
考

え
を

創
造

す
る

力
を

高
め

て
い

る
。

 

（
例

）
 

言
葉

を
通

じ
て

積
極

的
に

他
者

や
社

会
と

関
わ

っ
た

り
、

思
い

や
考

え
を

深
め

た
り

し
よ

う
と

す
る

と
と

も
に

、
言

葉
の

価
値

を
認

識
し

、
自

覚
的

に
読

書
に

親
し

ん
で

言
葉

を
効

果
的

に
使

お
う

と
し

て
い

る
。

 

 

平
成

２
８

年
５

月
３

１
日

 
教

育
課

程
部

会
 

国
語

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
 

資
料

３
（
別

紙
４

）
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高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

国
語
総
合

【
共
通
必
履
修
科
目
】

国
語
表
現

現
代
文
Ａ

現
代
文
Ｂ

古
典
Ａ

古
典
Ｂ

≪
現
行
科
目
≫

≪
改
訂
の
方
向
性
（
案
）
≫

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

上
代
（
万
葉
集
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
）
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

○
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
が
育
ん
で
き
た
言
語
文
化
を
理
解
し
、
こ
れ
を
継
承

し
て
い
く
一
員
と
し
て
、
自
身
の
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
生
か
す
能
力
の
育
成

○
古
典
（
古
文
・
漢
文
）
だ
け
で
な
く
、
古
典
に
関
わ
る
近
現
代
の
文
章
を
通
じ
て
、

言
語
文
化
を
、
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
着
目
し
な
が
ら
社
会
や
自
分
と
の
関

わ
り
の
中
で
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
の
育
成

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目

○
実
社
会
・実
生
活
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
国
語
の
能
力
の
育
成

○
例
え
ば
、

・
目
的
に
応
じ
て
多
様
な
資
料
を
収
集
・解
釈
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
す
る
活
動

・
文
学
作
品
等
を
読
ん
で
、
構
成
や
展
開
、
優
れ
た
表
現
な
ど
の
効
果
に
つ
い
て

言
葉
の
意
味
や
働
き
に
着
目
し
て
批
評
す
る
活
動

・
根
拠
を
持
っ
て
議
論
し
互
い
の
立
場
や
意
見
を
認
め
な
が
ら
集
団
と
し
て
の
結
論
を

ま
と
め
る
活
動

等
の
重
視

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に
描
か

れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景
、
表
現
の

仕
方
等
を
読
み
味
わ
い
評
価
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
創
作
に
関
わ
る
能
力

を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
感
性
・
情
緒
の
側
面
か
ら

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
を

育
成
）

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
文
・
漢
文
を
主
体
的
に
読
み
深
め

る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
と
自
分
を
取
り

巻
く
社
会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や

価
値
に
つ
い
て
探
究
す
る
科
目

（
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
古
典
を
学
習
対
象

と
し
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
」
を
総
合
的
に
育
成
）

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
多
角
的
・
多
面
的
な

視
点
か
ら
理
解
し
、
創
造
的
に
思
考
し

て
自
分
の
考
え
を
形
成
し
、
論
理
的
に

表
現
す
る
能
力
を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
創
造
的
思
考
と
そ
れ
を
支

え
る
論
理
的
思
考
の
側
面
か
ら
「
思

考
力
・判
断
力
・表
現
力
等
」を
育
成
）

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

表
現
の
特
徴
や
効
果
を
理
解
し
た
上

で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め
、

適
切
か
つ
効
果
的
に
表
現
し
て
他
者
と
伝

え
合
う
能
力
を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
側
面
か
ら
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
」
を
育
成
）

選 択 科 目 （ 案 ）必 履 修 科 目 （ 案 ）

平
成
２
８
年
５
月
３
１
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
（
別
紙
５
）
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1 
 

外国語ワーキンググループにおける検討事項について 

 

中教審・教育課程企画特別部会「論点整理」(平成 27 年８月 26 日)、「英語教育の在り方に

関する有識者会議」(平成 26 年９月 26 日)等を踏まえて、主に次のような事項について検討い

ただく。 

 

１．小・中・高等学校を通じて育成すべき外国語教育における資質・能力について 

 

 ①育成すべき資質・能力の可視化 

  ⅰ)何を知っているか、何ができるか(個別の知識・技能) 

  ⅱ)知っていること・できることをどう使うか(思考力・判断力・表現力) 

  ⅲ)どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか(学びに向かう力、人間性等) 

 ②小・中・高等学校を通じて①児童生徒の学びを円滑に接続させるため、小・中・高等学校を

通した一貫した目標・内容、学習過程の在り方について、発達段階に応じてどのように充

実を図るか 

 ③外国語教育として、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視点も踏まえ、

どのように充実を図るか 

 

 

２．外国語教育の改善について 

 

     言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配

慮しながら、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るととも

に、身近な話題から幅広い話題についての理解や表現、情報・意見交換等ができるコミ

ュニケーション能力を養うため、目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価

等の在り方について、主に次のような事項について検討。 

    

○ 小学校・中学校・高等学校を通じて一貫した教育目標(指標形式の目標を含む)・指導内

容、学習過程等の在り方 

・学校が設定する目標等との整理 

・指導する語彙数、文法事項 

・ＣＥＦＲとの関係整理   等 

 

○ 言語能力を向上させるための国語教育と外国語教育との連携 

・目標・指導内容等全体に関して 

・言語の仕組み(音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等) 

・言語活動等 

    ＊言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項を参照 
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2 
 

○ 小学校の活動型、教科型 

・論点整理で示された指摘（目標・内容とともに、短時間学習の活用など）  

 

○ 小中連携 

    ・小学校高学年から中学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 中学校、高等学校の改善の方向性 

・中学校：・互いの考えや気持ちを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業 

・授業は英語で行うことを基本とする 

・高等学校：科目の見直し(４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、

討論・議論、交渉」などの統合型言語活動が中心)の科目の在り方) 

 

○ 中・高連携 

 ・中学校から高等学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 高等学校の科目等の見直し 

・４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、討論・議論、交渉」などの 

統合型言語活動が中心)の科目の在り方（再掲） 

・専門教科「英語」の在り方 

 

○ 小・中・高等学校の学習評価の在り方 

   ・評価の三つの観点 

・各学校が設定する学習到達目標（ＣＡＮ－ＤＯ形式）との関係 

・多様な評価方法 

（パフォーマンス評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評価等） 等 

・小学校高学年の教科としての評価 

○ 英語以外の外国語の扱い 

 

３．学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について 

 

 ① 外国語教育を充実するための「カリキュラム・マネジメント」の確立 

 ② 教員の英語力・指導力の向上や外国語指導助手等の外部人材の活用などの条件整備 

   ・中教審・教員養成部会等の議論 

   ・教員養成・研修 

・教科書・教材  等  

 

45



 

1 

 

 

外国語 WG におけるとりまとめ（案）たたき台 

１．現行学習指導要領の成果と課題 

○ グローバル化が急速に進展する中で、外国語によるコミュニケーション能力は、これ

までのように一部の業種や職種だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要とされるこ

とが想定され、その能力の向上が課題となっている。 

○ 我が国では、外国語を日常的に使用する機会は限られているが、現在、学校で学ぶ児

童生徒が卒業し活躍する社会や世界の舞台は、多文化・多言語の中で、国際的な協調と

競争の環境の中にあることが予想され、そうした中で、国民一人一人が、様々な社会的・

職業的な場面において、外国語を用いて「話すこと」「書くこと」ことを通じて互いの

考えを伝え合い理解し合うことが一層重要になることが想定される。 

○ これまでの外国語活動及び外国語科においては、小・中・高等学校を通じて、発達段

階に応じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度や、情報や考えなどを理解したり伝えたりする力の育成が目標として掲げられ、

「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４技能（以下「４技能」という。）

などを総合的に育成することをねらいとして、現行の学習指導要領に改訂され、様々な

取組を通じて充実が図られてきた。 

○ 一方で、各学校段階での指導改善による成果が認められるものの、児童生徒の学習意

欲に関する課題があるとともに、学校種間の接続が十分とは言えず、進学後に、それま

での学習内容を発展的に生かすことができていない状況が見られる。 

○ また、中・高等学校において、文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点

に重点が置かれた授業が行われ、コミュニケーション能力の育成を意識した取組、特に

「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が十分に行われていないことや、習得し

た知識や経験を生かし、伝える相手、目的・場面・状況等に応じて適切に表現すること

などに課題がある。 

〇 今回の学習指導要領の改訂においては、これまでの成果とともに、これらの課題の改

善を図る必要がある。 

２．育成すべき資質･能力を踏まえた教科等目標と評価の在り方について 

（１）教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

〇 各教科等を学ぶ意義として、それぞれにおいて育成すべき資質・能力の三つの柱を整

理し、その中核となる各教科等の本質に根差した「見方・考え方」を整理することとな

っている。「見方・考え方」とは、様々な事象等を捉える各教科等ならではの視点や、

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ３ ０ 日 
教 育 課 程 部 会 
外国語ワーキンググループ 

資料３  

46



 

2 

 

各教科等ならではの思考の枠組みであるとされており、こうした「見方・考え方」と育

成すべき資質・能力の関係について、外国語教育において、以下のような整理を行う。  

〇 外国語教育においては、特に、他者とコミュニケーションを行う力を育成する観点か

ら、社会や世界と関わりの中で、外国語を通じて様々な事象等を捉え、言語やその背景

にある文化を理解し、情報や自分の考えなどを話したり書いたりして表現することが、

「外国語教育における思考の枠組み」であると考えられる。 

〇 このことを踏まえ、外国語教育において育まれる「見方・考え方」は、「外国語やそ

の背景にある文化を尊重し、社会や他者との関わりの側面から言語を捉え、目的・場

面・状況等に応じて、外国語で情報や考えなどを形成・整理・再構築し、それらを活

用して、外国語を話したり書いたりして適切に表現し伝え合うために考えること」こ

ととする。 

○ 外国語教育では、このような「見方・考え方」を働かせながら、知識・技能を習得し

たり、知識・技能を活用して実際のコミュニケーションに関連付けて定着させたり、コ

ミュニケーションの技能を習熟・熟達させたりすることが行われとが求められる。 外

国語教育では、このような一連の学習過程を経て思考を深め、自分の思いや考えを表現

することなどを通じて、子供たちの発達段階に応じた「見方・考え方」が成長すること

が重要である。 

 

（２）小学校･中学校･高等学校を通じて育成すべき資質･能力の整理と、教科等目標の在り方 

○ 本ワーキンググループにおいては、外国語教育について小・中・高等学校を通じて

育成すべき資質・能力を、「論点整理」に指摘された三つの側面とともに、言語能力

向上の観点から改善・充実を図ることとする。言語能力向上の観点として、特に、他

者とのコミュニケーション（対話や議論等）の基盤を形成する側面から、資質・能力

全体を貫く軸として重視しつつ、他の側面（創造的思考、感性・情緒等）からも育成

すべき資質・能力が明確となるよう整理することを通じて、更に外国語教育の改善・

充実を図る。 

〇 このため、外国語教育の目標においては、小・中・高等学校を通じて、外国語で他

者とコミュニケーションを図る基盤を形成するため、４技能のバランスの取れた育成

を踏まえつつ、言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・読み手・話

し手・書き手に配慮しながら、外国語でコミュニケーションを図ろうとする態度の育

成を図る。あわせて、身近な話題から幅広い話題まで取り上げ、理解したり、情報や

考えなどを適切に伝え合ったりすることができるコミュニケーション能力を養うため、

目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価等の在り方について一体的に

検討する。 

 

47



 

3 

 

〇 学校段階ごとに育成すべき資質・能力は、次のように整理した(別添７参照)。 

(小学校外国語活動) 

◎ 言語や文化の多様性を知り、外国語の見方・考え方を働かせ、それらの大切さに気付

くとともに、 相手意識を持って聞いたり話したりするコミュニケーション能力の素

地となる資質・能力を次のとおり育成する。 

①  外国語を用いた体験的なコミュニケーション活動を通じて、言語や文化について

体験的に理解を深め、日本語と外国語との音声等の違い等に気付く。 

②  外国語の音声等に慣れ親しませながら、コミュニケーションを行う力を養う。 

③ 相手意識を持ってコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 

(小学校高学年) 

◎ 言語や文化の多様性を知り、外国語の見方・考え方を働かせ、それらの大切さに気付

いて、相手意識をもって聞いたり話したりすることに、読んだり書いたりすることへ

の慣れ親しみを加えたコミュニケーション能力の基礎となる資質・能力を次のとおり

育成する。 

① 外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、言語の仕組み（音、

単語、語順など）や、その背景にある文化を尊重するようにする。 

③  身近で簡単なことについて外国語の基本的な表現に関わって聞くことや話すこ

となどのコミュニケーションを行う力を養う。 

③ 相手意識を持ってコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 

 (中学校) 

◎ 外国語やその背景にある文化を尊重し、外国語の見方・考え方を働かせ、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮しながら、簡単な情報や意見などの交換などのコミュニ

ケーションを行う資質・能力を次のとおり育成する。 

① 外国語を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、

文法を、４技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）において実際のコミ

ュニケーションの場面で運用できる技能を身に付ける。 

② 具体的で身近な話題についての理解や表現、簡単な情報や意見などの交換などが

できるコミュニケーションを行う力を養う。 

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 
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(高等学校) 

◎ 外国語やその背景にある文化を尊重し、外国語の見方・考え方を働かせ、聞き手・読

み手・話し手・書き手に配慮しながら、情報や考えなどを外国語で的確に理解したり、

表現し、伝え合ったりするコミュニケーションを行うことができる資質・能力を次の

とおり育成する。 

① 外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表

現、文法を、４技能（聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと）において実際の

コミュニケーションの場面で運用できる技能を身に付ける。 

①  コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて、幅広い話題について、

情報や考えなどの概要・詳細・意図を的確に理解したり適切に表現し伝え合ったり

するコミュニケーションを行う力を養う。 

③ 外国語を通じて、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、自律的・主体

的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 

 

〇 併せて、前述１．のような課題を踏まえ、児童生徒の ①各学校段階の学びを接続さ

せること、② 習得した知識・技能を活用し、思考・判断・表現する力を育成するため

「外国語を使って何ができるようになるか」という観点からの教育目標になるよう改

善・充実を図る。 

○ 次期学習指導要領の改訂においては、語彙や文法等の知識がどれだけ身に付いたか

ということだけでなく、習得した知識・技能が実際の言語活動において活用され、思

考したり表現したりすることを通じて育成すべき力を明確にする。このため、それら

の育成すべき力について、国際的な基準1などを参考に、外国語学習の特性を踏まえて

小・中・高等学校一貫して教科目標を実現するため、そこに至る段階を示すものとし

て段階的に実現する指標形式の目標(ＣＡＮ-ＤＯ形式の目標)を設定する。   

○ 「主体的に学習に取り組む態度」は，生徒が言語活動に主体的に取り組むことがコ

ミュニケーション能力を身に付ける上で不可欠であるため、極めて重要な観点である。

習得した知識・技能を活用し、思考・判断・表現する力を身に付けコミュニケーショ

ンを行うことで生徒に自信が生まれ、「主体的に学習に取り組む態度」が一層向上し

ていくため、両者は不可分に結び付いている。生徒が興味をもって取り組める言語活

動を易しいものから段階的に取り入れたり、自己表現活動の工夫をしたりするなど、様々

                                            
1 CEFR （Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment 外国語の学習・

教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠） は，語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導

教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、分かりやすい、包括的な基盤を提供するも

のとして、20 年以上にわたる研究を経て、2001 年に欧州評議会が発表した。国により，CEFR の「共通参

照レベル」が，初等教育，中等教育を通じた目標として適用されたり，欧州域内の言語能力に関する調査

を実施するに当たって用いられたりするなどしている。CEFR の精神としては、学習者、教授する者、評価

者が共有することによって、外国語の熟達度を同一の基準で判断しながら「学び、教え、評価できるよう」

開発されたもの。 
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な手立てを通じて生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の高まりを目指した指導を

することが大切である。 

○ 各学校においては、指標形式の目標を踏まえた学習到達目標を設定し、それらに関

する深い理解や資質・能力の育成が図られるよう、学習内容、単元の構成や学習の場

面等の設定を組み立て、子供たちに関わっていくことが求められる。  

〇 これらに基づき、外国語を「どのように使うか」、例えば、国際共通語としての英

語を通して「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」という観点か

ら、卒業後、どのような職業等に就くとしても生かすことができるような資質・能力

を、児童生徒が将来の進路や職業などと結び付け「主体的に学習に取り組む態度」等

を含めて育まれるようにする必要がある。併せて、学習・指導方法、評価方法の改善・

充実を一体的に図っていく必要がある。 

○ 指標の形式の目標は、外国語教育の目標に沿って、高等学校卒業時において共通に

求められる資質・能力を発達段階に応じた形で明確にした上で、小学校中学年段階か

ら他者とのコミュニケーションを想定した「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと

（やりとり、発表）」、「書くこと」の領域ごとに示すとともに、複数の技能を組み

合わせて効果的に活用する「技能統合型」の言語活動をより重視した目標を段階的に

設定する。これらを踏まえ、外国語教育において育成すべき資質・能力を育む学習過

程の改善・充実を図ることとする2。 

○ その際、高等学校卒業時の生徒の英語力として、国の教育振興基本計画に掲げられ

ている目標（中学校卒業段階で英検３級（CEFRA1レベル程度）程度以上、高等学校卒

業段階で英検準２級程度～２級（CEFRA2～B1レベル程度）程度以上を達成した中高生

の割合を50％）3の実現に向けた目標・内容等を想定した改善・充実を行う。 

 

（３）資質･能力を育む学習過程の在り方 

○ 外国語教育では、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４技能を

バランスよく指導することによって総合的なコミュニケーション能力を養うこと

が目標の中核を成している。併せて、言語は通常、人との関わりの中で用いられ

                                            
2 補足資料参照 

3 国の第２期教育振興基本計画（２５年度～２９年度）（閣議決定）においては、成果指標として、中学

校卒業段階で英検、中学校卒業段階で英検３級程度以上、高等学校卒業段階で英検準２級程度～２級程度

以上を達成した中高生の割合を 50％とすることとされている。また、文科省「英語教育の在り方に関する

有識者会議」報告（平成２６年９月）においては、これまで設定されている英語力の目標から、高校生の

特性・進路等に応じて、高等学校卒業段階で、例えば英検２級から準１級、TOEFLiBT60 点前後以上等（CEFRB1

～B2 レベル程度）を設定し、生徒の多様な英語力の把握・分析・改善を行うことが必要であると指摘され

ている。さらに、27 年度の国の行政事業レビューでは、第 2期期末時のレビューを経た上で、将来的な目

標設定を行うことを提示している。 

50



 

6 

 

るため、他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながらコミュ

ニケーションを図ることが求められる。例えば、聞き手の理解の状況を確認しな

がら話しているか、相手の発話に反応し聞き続けようとする態度を示しているか

ということが考えられる。 

○ 外国語教育においては、このようなコミュニケーションを行う目的・場面・状

況等に応じて、外国語を話したり書いたりして情報や考えなどを適切に表現し伝

え合う力を育成するため、三つの柱に沿った資質・能力を踏まえた一連の学習過

程の改善・充実を図る必要がある。 

○ このような学習過程では、児童生徒が①設定されたコミュニケーションの目

的・場面・状況等を理解し、②目的に応じて話したり書いたりすることで情報や

意見を発信するまでの方向性の決定を決定し、コミュニケーションの見通しをた

てる、③目的達成のための対話的な学びとなる、具体的なコミュニケーション（技

能統合型）を行い、④言語面・内容面での自らの学習のまとめと振り返りを行う

ことで、学んだことの意味づけを行ったり、既得の知識や経験と、新たに得られ

た知識を言語活動へつなげ、思考力・判断力・表現力等を高めていくことが大切

になる。これらのことを踏まえた上で、外国語教育におけるアクティブ・ラーニ

ングの視点に立った学びを推進する学習過程へ改善する必要がある。 

○ これらを踏まえ、本ワーキンググループでは、一貫した目標(指標形式の目標を

含む)の下で、発達段階に応じた学習過程とのイメージについて整理した（別添 10

参照）。 

○ このような発達段階に応じた学習過程を経ることによる思考力、判断力の高まり、

外国語による表現力の向上、自律的・主体的に学習する態度の育成などを通じ、

情報を的確に理解し適切に伝え合うコミュニケーション能力を育成することが重

要である。 

○ 外国語教育において育成すべき資質・能力の向上を図るためには、こうした学習活

動を繰り返し行うことが重要である。なお、これらの学習過程は、必ずしも一方向の

流れではなく、指導のねらいに応じて、戻ったり繰り返したりする場合があること、

単元全体を通して「身に付けさせたい力」を育成するのであって、一単位時間の中で

育成すべき全ての学習内容を実施する必要はなく、その一部のみを取り扱う場合があ

ること、単元によってそれぞれの学習活動に軽重を付けて扱うものであることなどに

留意する必要がある。 
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（４）「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点の在り方 

 〇 現行の外国語教育においては、「関心・意欲・態度」、「知識・理解」、「技能」、「思

考・判断・表現」を基に評価の観点を整理し、各教科等の特性に応じた観点を示し、

評価規準の設定の方法や評価方法等の工夫改善例が示されている4。 

〇 「論点整理」において示された「目標に準拠した評価」に向けた評価の観点につ

いて、教科を超えた共通理解に基づく組織的な取組を促す観点から、外国語教育の

観点別評価の観点については、資質・能力の３つの柱を踏まえ、外国語教育の目標

と一体的に検討する必要がある。本ワーキンググループにおいては、これまでの取

組も踏まえつつ、「論点整理」に沿って、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、

「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点を整理した（別添１５参照）。 

〇 「知識・技能」については、語彙や文法などの知識の習得にとどまらず、それら

を活用して実際のコミュニケーションが図られるような概念的な知識として習得

されるとともに、コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて、主体的

に活用できる技能が習熟・熟達に向かうものとして評価することについて留意する。

また、「学びに向かう力、人間性等」については、「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別評価を通じて見取ることと、観点別評価や評定になじまず、個人内評

価があり、ここでは観点別評価について整理している。 

 ○ 現行の観点別学習状況の評価における「関心・意欲・態度」は、独立してある

ものではなく、「他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素で

もある」とされ、対象となる学習の単元における４つの観点は、単元における学習

と一体的に評価が行われる必要があるものとされている。 

○ このことを踏まえ、「主体的に学習に取り組む態度」以外の２つの観点のうち、その

単元の最も重視したい観点に示されている評価内容として、例えば、「外国語の思考

力・判断力・表現力」として「○○できる」とする観点から評価を行う事項を、「主体

的に学習に取り組む態度」の項目として「外国語を用いて○○をしようとしている」

としても捉え、その単元、または複数の単元において「外国語の思考力・判断力・表

現力」及び「主体的に学習に取り組む態度」の両面からの評価を行うこととする。こ

のような評価を行うことによって、児童生徒がコミュニケーションへの関心を持ち、

自ら課題に取り組んで表現しようとする意欲や態度を身に付けているかどうかを評価

することが重要である。 

                                            
4
 小学校の外国語活動の学習評価については、「①コミュニケーションへの関心・意欲・態度、②外国語への慣れ親しみ、③言語

や文化に関する気付き」の３つの評価の観点例を示し、設置者がこれを参考に学習指導要領の目標に沿って評価の観点を設

定することとし、文章の記述による評価を行う。中・高等学校の外国語科では、①コミュニケーションへの関心・意欲・態度、②外

国語表現の能力、③外国語理解の能力、④言語や文化についての知識・理解の４観点から評価が行われる。そのうち、②③

については技能のみではなく、思考力・判断力・表現力等が含まれる。国立教育政策研究所でまとめた「評価規準の作成、評

価方法等の工夫改善のための参考資料」においては、学習指導要領の内容の言語活動における「聞くこと」、「話すこと」、「読

むこと」及び「書くこと」をまとまりとして、それぞれの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例を挙げている。 
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○ 各学校における具体的な評価方法としては、学習到達目標の設定により、「外国語を

用いて何ができるか」という観点から、筆記テストのみならず、面接、エッセー、スピ

ーチ等のパフォーマンス評価、活動の観察等の効果的な評価方法から、その場面におけ

る生徒の学習状況を的確に評価できる方法を選択することが重要である。 

    

３．資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実 

（１）小学校の外国語教育における改善・充実 

○ 小学校段階においては、高学年の「外国語活動」の充実により、児童の高い学習意欲、

中学生の変容などの成果が認められる一方で、①音声中心で学んだことが、中学校の段

階で音声から文字への学習に円滑に接続されていない、②国語と英語の音声の違いや英

語の発音と綴
つづ

りの関係、文構造の学習において課題がある、③高学年は、児童の抽象的

な思考力が高まる段階であり体系的な学習が求められることなどが課題5として指摘さ

れている。 

○ これらの成果と課題を踏まえて、中学年から「聞く」「話す」を中心とした外国語活動

を通じて外国語に慣れ親しみ外国語学習への動機付けを高めた上で、高学年から発達段階

に応じて段階的に文字を「読むこと」及び「書くこと」を加えた、４技能を総合的・系統

的に扱う教科学習を行うことが求められる。その際、これまでの課題に対応した教科化に

向けて、新たに①アルファベットの文字や単語などの認識、②国語と英語の音声の違いや

それぞれの特徴への気付き、③語順の違いなど文構造への気付きなど、言語能力向上の観

点から「言葉の仕組みの理解」などを促す指導を行うために必要な時間を確保することが

必要である6。 

○ 小学校高学年においては、 

・教科としての外国語教育のうち基礎的なものとして、中学年からの高学年及び中学校

への学びの連続性を持たせながら、これまでの体験的な「聞くこと」「話すこと」に

加え、「読むこと」「書くこと」の４技能を扱う言語活動を通じて、より系統性を持

たせた指導(教科型)を行う。その際、外国語の基本的な表現に関わって聞くことや話

                                            
5 補足資料参照 

6 英語教育の改善・充実については、文部科学省に設置された「英語教育の在り方に関する有識者会議」

等において議論が重ねられ、報告等もまとめられているところ。諮問においても、同報告の提言を踏

まえつつ検討を行うことが求められており、こうした状況を踏まえ、小学校外国語を中心とした課題、

方向性について、別資料において補足する。 
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すことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う体系的な指導を行う教科として位

置付ける。 

・教科として位置付ける際、単に中学校で学ぶ内容を小学校高学年に前倒しするのでは

なく、身近なことに関する基本的な表現による４技能の豊かな言語活動を行うため、

発達段階に応じた「読むこと」、「書くこと」に慣れ親しみ、積極的に英語を読もう

としたり書こうとしたりする態度の育成を含めた初歩的な運用能力を養うことが考え

られる。 

     例）馴染
な じ

みのある定型表現を使って、自分の好きなものや家族、一日の生活などについて、 

友達に質問したり、質問に答えたりすることができる。 

○ あわせて、小学校で学んだ語彙、表現などは中学校において、小学校とは異なる場面

で使ったり別の意味で活用したりするなど、言語活動において繰り返し活用し定着を図

る。さらに、中学校で学習した語彙・表現・文法事項等は高等学校においても意味のあ

る文脈の中で コミュニケーションを通して繰り返し触れることが重要である。その際、

ＩＣＴ等を活用した効果的な言語活動を行うよう工夫が求められるとともに、児童生徒

が自らの学習活動を振り返って次につながる主体的な学びができるようにすることが必

要である。 

○ このような方向性を目指し、小学校高学年において「聞くこと」「話すこと」の活動

に加え、「読むこと」「書くこと」を含めた４技能を扱う言語活動を展開し定着を図り、

教科として系統的な指導を行うためには、年間７０単位時間程度の時数が必要である7。

また、中学年における外国語活動については、従来の外国語活動と同様に年間３５単位

時間程度の時数が必要である。 

 

(２)短時間学習等の活用など、柔軟なカリキュラム設定に関する考え方 

○ これまでの成果・課題を踏まえつつ、教育課程全体の枠組みの状況8を考慮すると、小

学校高学年において年間３５単位時間増となる時数を確保するためには、ＩＣＴ等も活用

しながら１０～１５分程度の短い時間を単位として繰り返し教科指導を行う短時間学習

                                            
7 中央教育審議会 教育課程企画特別部会「論点整理」(平成２７年８月)においては、「さらに、仮に

１０５時間（週３コマ程度）実施することについては、指導体制などの条件整備や小学生の生活への

負担等を考えると、教育課程の特例としてではなく全国一律に実施することは極めて困難。また、現

段階で教科ごとの指導の専門性が中学校以降ほど確立されていない小学校段階でこれを強いること

は、英語嫌いを生み出すことにつながりかねない。今後、児童への指導に当たっては、教科化に対応

できる指導力を備えるとともに、児童理解、学級経営を基盤とした授業の実施等に対応できる指導者

が求められる。」との指摘がなされた。 

8「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」

（平成２０年１月中央教育審議会）６（１）小・中学校の教育課程の枠組みにおいては、「学習指

導要領上の標準授業時数を増加する場合、週２８コマが限度と考えられる」と指摘された。 
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（帯学習、モジュール学習。以下「短時間学習」という。）9を含めた柔軟なカリキュラ

ム設定の在り方と必要な「カリキュラム・マネジメント」を、教育課程全体を見通しなが

ら実現していく必要がある。 

○ 弾力的な授業時間の設定に関する研究開発学校等の先行的な取組状況や「教育課程の編

成・実施状況調査」の結果などを踏まえた、これまでの成果・課題等を踏まえ、短時間学

習では、今後、外国語の特性を踏まえた指導内容のまとまりや教育効果を高める観点から、

短時間学習を行う場合には、学習指導要領上の標準授業時数内で、その時間を年間授業時

数に含め、その目標を明確にし、まとまりのある授業時間との関連性を確保した上で実施

することが必要である。 

〇 前述の調査結果や小学校現場の取組の現状を踏まえると、短時間学習については、授業

時数内外で様々な教科も含めた取組が行われており、全ての小学校において、外国語に特

化した短時間学習を一律に行うこととすることは困難な状況にある。このため、年間７０

単位時間における一定の短時間学習の在り方を横並びで求めるのでなく、ある場合には４

５分授業を６０分授業の扱いにして、その中の１５分を短時間学習として位置付けること

や、また別の場合には外国語の短時間学習を２週間に３回程度実施する、さらに別の場合

には夏季、冬季の長期休業期間において言語活動を行うなど、地域や各校の実情に応じた

幅のある柔軟なカリキュラムの設定が必要であると考えられる。 

○ 中学年においては、年間３５単位時間、週あたり１コマ相当の外国語活動を、短時間

学習で実施することは困難であり、小学校の教育課程全体を見通した「カリキュラム・

マネジメント」が必要であると考えられる。 

○ 以上を踏まえた検討とともに、担当する教員が、その指導内容の決定や指導の成果の

把握と活用等を責任を持って行う体制整備が必要であるといった観点から、教員養成、

教員研修及び教材開発に関する条件整備が不可欠である。 

 

(３)高等学校における科目構成の見直し 

 ○ 高等学校の外国語教育においては、一部改善が見られるものの、依然として４技能

すべてに課題がある。 特に、「話すこと」及び「書くこと」における発信力について

課題が大きい。併せて、中学校からの学びを高校に円滑につなげるとともに、高校生

の多様化に対応した改善・充実の方向性に沿って見直しを行う必要がある。 

 

                                            
9 小学校学習指導要領においては、短時間学習を含む単位時間の設定の工夫について、総則の解説に

記載されている。なお、中学校学習指導要領においては、総則本文に「10分間程度の短い時間を単位

として特定の教科の指導を行う場合において、当該教科を担当する教師がその指導内容の決定や指導

の成果の把握と活用等を責任をもって行う体制が整備されているときは、その時間を当該教科の年間

授業時数に含めることができる」との規定がある。 

55



 

11 

 

 〇 このため、本ワーキンググループにおいては、外国語教育における資質・能力の整

理を踏まえ、次のような改善の方向性に沿って科目構成にすることとしている。 

 (高等学校における改善・充実の方向性) 

 〇 高等学校卒業段階で求められるレベルは、必履修科目で「外国語を通じて、情報や

考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりすることができる力」(CEFR の A2 レベル

から選択科目で B1 レベル相当を想定)や、留学や進学などの目的に応じて高い英語力

を目指す高校生もいるといった多様性を踏まえ、B2 レベルを目指す生徒へも配慮し、

専門科目の在り方（科目構成や内容等）、学校設定科目などで対応する。 

○ 中・高等学校について、指標形式の目標設定が教科書の改善につながるような整理

が必要である。例えば、外国語科の授業において言語活動の比重が低い現状から、学

習指導要領の内容の実現のために言語活動が改善・充実されるような視点が必要であ

る。このため、４技能総合型(必履修科目を含む)の科目、発信能力育成型(「発表、討

論・議論、交渉」などにおいて、聞いたり読んだりしたことを活用して話したり書い

たりするといった，技能統合型の言語活動の一層重視した技能統合型の言語活動が中

心)の科目の在り方を提示する。 

〇 中学校段階での学習が十分には定着していないといった課題のある生徒も含めた高

校生の多様性や，英語で行うことを基本とする授業を行うことが可能な科目の見直し

とする。このため、必履修科目（特に学習の初期段階において）共通で学びなおしの

要素を入れることとする。 

(高等学校「外国語」の科目等の見直し) 

〇 本ワーキンググループにおいては、外国語教育における資質・能力の整理を踏まえ、

次のような科目構成にすることとした。 

 〇 「コミュニケーション英語」Ⅰ～Ⅲ等の課題を踏まえた科目見直しの方向性として、 

① 中学校との接続が不十分であるため、中・高等学校の学びの接続を改善する観点 

から、現行の「コミュニケーション英語基礎」の要素を「英語コミュニケーション 

Ⅰ」（仮称：必履修）に組み込んで、中学校における学びの確実な定着を図るための 

内容を含めて見直しを検討する。 

② 現行の教科書において，言語活動の割合が低く、文法や語彙の習得にとどまって 

いる等の課題を踏まえ、教科書に基づく学習を改善する観点から、例えば，目標と 

課題（タスク）の明確な提示するとともに、「聞くこと」や「読むこと」による英文 

からの情報や表現の取り込み、課題解決のための言語活動という流れで学習するも 

のとする。 

③ 生徒が興味関心を持てるような，日常的な話題から時事問題・社会問題にいたる

まで広い話題を提供するものとする。 

  ○「英語表現」Ⅰ～Ⅱの課題を踏まえた科目見直しの方向性として、現行の教科書の 

多くが文法シラバス中心で、科目の趣旨を生かし切れていないことを踏まえ、４技 

能を活用しつつ，「話すこと」及び「書くこと」の技能を中心として，幅広い話題に 

ついて発表（スピーチやプレゼンテーション等），討論・議論（ディベートやディス 
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カッション等）、交渉などの言語活動を行うことができる内容へ見直すこととする。  

（４）国語教育と外国語教育の効果的な連携の意義 

○ 言語能力の向上の観点からは、国語教育と外国語教育をそれぞれ改善・充実しつ

つ、相互の連携を図ることで、国語で学んだことが外国語の表現活動に生かされた

り、国語と外国語の特徴や違いに気付き、国語を学ぶことに対する関心が高まった

りするなど、子供の学習に相乗的な効果が見られるとの例10が報告されているところ

である。 

○ このような取組を踏まえ、言語能力の向上につながる効果的な連携につなげるた

めには、国語科と外国語科の指導内容について、そのつながりが可視化されること

が必要であり、各学校において、言語能力の向上に向けた「カリキュラム・マネジ

メント」が実施されやすくなるよう、例えば、言葉の働きと仕組みの理解や言語活

動を通じて育成される資質・能力といった観点から、指導の順序性や、言語活動で

扱う内容や方法などの具体的な連携の在り方についてわかりやすく整理していくこ

とが求められる。 

(今後、特別チームの議論を踏まえ、記載予定) 

 

 

（５）資質･能力の整理と学習過程の在り方を踏まえた教育内容の構造化 

〇 外国語教育については、３つの柱に沿った資質・能力と学習過程の在り方を踏まえ、そ

れらの趣旨を実現するため、次の観点から改めて教育内容の構造化を整理する必要が

ある。 

 〇 外国語に対する見方・考え方を育成する観点から、３つの資質・能力の育成を踏まえた

小・中・高等学校を通じた目標、内容等の体系的に整理するとともに、それらについて、

前述のような一連の学習過程を経ることが効果的であることを明確にするなどの改善を図

ることが重要である。 

(5 月 30 日に議論いただく予定) 

 

 

 

                                            
10 英語教育強化地域拠点事業の中では、①アルファベットの文字や単語などの認識、②国語と英語の音声の

違いやそれぞれの特徴への気付き、③語順の違いなど文構造への気付きなどの取組が行われているところ

である。また、教育課程特例校における実践についても報告されているところである。 
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（６）現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

○ グローバル化が進展する国際社会を主体的に生きるための資質・能力の観点から、外国

語を通じて、世界の言語、生活・文化の多様性や、地球規模の諸課題、持続可能な社会

の構築、情報化などにおける課題を把握し、その解決に向けて情報を選択、整理し、自

分の考えを形成・表現する力を育成することが重要である。併せて、児童生徒が外国語を

通じて社会や世界に関わろうとする態度を育成するためには、世界的なテーマを幅広く

取り上げ、それらとの関わりへの生徒の関心を高めるよう教育内容を改善・充実する。 

   (5 月 30 日に議論いただく予定)   

 

４．学習･指導の改善充実や教材の充実 

（１）特別支援教育の充実、個に応じた学習の充実 

 (特別支援教育の充実) 

〇 現行の学習指導要領においては、総則において、「個々の児童の障害の状態等に応

じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。」（小学校学習指導要

領の例。中学校、高等学校も同様）と記載されており、外国語教育における指導の場

面における適切な配慮が一層充実されるよう工夫を講じる必要がある。 

○ 外国語教育において、児童生徒の資質・能力の育成を目指し、目標を達成するため、

具体的な学習の場面で考えられる「困難さの状態」に対する「配慮の意図」と「手立

て」を示していくことが適当である。       

(小学校外国語活動の例) 

〇 音声を聴取することが難しい児童の場合、外国語の音声(音韻)やリズムと日本語と

の違いに気付くことができるよう、音声を文字で書いてみせる、リズムやイントネー

ションを記号や色線で示す、指導者が手拍子を打つ、音の高低を手を上下に動かして

表すなどの配慮をする。また、活動の流れがわかるように、本時の活動の流れを黒板

に記載しておく。 

（小学校外国語科） 

 

（中・高等学校における外国語科） 

 

 (個に応じた学習の充実) 
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  (外国語において必要な個に応じた学習の充実について 5 月 30 日に議論いただく予定) 

（２）「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」に向けた学習・指導の改善充実 

〇 外国語教育においては、質の高い学びに向けて、外国語によるコミュニケーション

を通じて、対象に対する認識や、自分の思いや考えが深まったり更新されたりするこ

とについて、子供自身が認識できるような学習活動を設けることなどが考えられる。

その際、子供自身が、自分の思考の過程をたどり、それを話したり書いたりすること

で表現して、自分の学びを自覚することが重要である。特に、自分の学びを説明した

り評価したりするための語彙や、思考を深めたり活性化させたりしていくための表現

などを豊かにすることが重要である。 

○ 「論点整理」において掲げられたアクティブ・ラーニングの方向性を踏まえ、質の高い学

びを目指し、外国語教育においては、「深い学び」、「対話的な学び」、「主体的な学び」

が実現できているか、前述２．（３）の資質・能力を育む学習過程の質的改善を不断に見

直し続けるこが重要であり、以下、それぞれの学びの過程について整理した。 

ⅰ） 「深い学び」の過程については、言葉の働き、役割に関する理解、外国語の特徴やきまり

としての音声、語彙・表現、文法の知識や、外国語の音声、語彙・表現、文法の知識、及び

それらの知識を４技能において実際のコミュニケーションで運用する技能を習得し、実際に

活用して、情報や自分の意見等を書いたり話したりする中で、資質・能力の三つの柱に示す

力が総合的に活用・発揮されるようにする。このため、コミュニケーションを行う目的・場面・状

況等に応じた言語活動を効果的に設計し、授業づくりに生かすことが重要である。 

各学校段階における活動を設定するに当たり、アクティブ・ラーニングの視点から、下記の

ような視点に立って学びを改善し、子供の学びへの積極的関与と深い理解を促すような指

導や学習環境を設定する。 

・ 小学校外国語活動では、その目標を達成するために、児童が外国語を用いてコミュニケ

ーションを体験することが求められる。そのためには、児童が興味関心のある題材につい

て自分の思いや考えを伝え合う活動の設定が重要である。 

・ 中学校では、具体的で身近な話題についての理解や表現、簡単な情報交換ができる能

力の育成が求められる。そのためには、互いの考えや気持ちなどを外国語で適切に伝え

合う対話的な言語活動を重視し、単に自分の考えや気持ち、事実などを聞き手に正しく

伝えたり、出来事や体験したことなどについて書いたりするだけでなく、聞いたり読んだり

したことをもとに、問答したり意見を述べ合ったりすることや、感想、賛否やその理由を書

いたりすることなど、複数の技能を統合した言語活動を豊富に経験することが重要にな

る。 

・ 高等学校では、日常的な話題や社会問題など幅広い話題について、情報や考えなどを

外国語を通して的確に理解したり適切に伝え合ったりする能力の育成が重要になる。そ

のためには、聞いたり読んだりしたことを活用して話したり書いたりする複数の技能統合型

のスピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディスカッションなどに主体的・協働的に取
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り組むことが大切である。これらの活動では中学校と同様、例えば、当該の話題に関する

資料を読み込み、それぞれの考えと理由を伝え合い、それを基にして情報や考えなどを

整理して書くというように、複数の技能を統合させて行うことになる。 

ⅱ） 「対話的な学び」の過程は、他者を尊重し、対話的な学びを通じて社会や世界との関わり

を通じて情報や考えなどを伝え合う言語活動の改善・充実を図ることが重要である。このため、

次期改訂においては、言語の果たす役割として他者とのコミュニケーション(対話や議論等)

の基盤を形成する観点を資質・能力全体を貫く軸として重視しつつ、創造的思考とそれを支

える論理的思考、感性・情緒を育成する観点からも求められる資質・能力が明確になるよう整

理することを通じて、外国語教育の改善・充実を図る。 

例えば、各学校段階で育成すべき「思考力・判断力・表現力」について、①小学校は、身

近で簡単な話題について友人に質問したり質問に答えたりする力、②中学校では、互いの

考えや気持ちなどを理解し、根拠を持って外国語で伝え合う力、③高等学校では、幅広い

話題について、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝え合ったりする力であることをよ

り明確にする。各学校段階においては、学びに向かう力として、 

・ 小学校では、相手意識を持って外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度 

・ 中・高等学校では、他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国

語でコミュニケーションを図ろうとする態度などを育成することについて明確にする。外国

語教育においては、対話的な学びの実現に向けて、コミュニケーションを行う目的、場面、

状況に応じて、他者を尊重し、対話が図られるような言語活動を行う学習場面を計画的に

設けることなどが考えられる。 

ⅲ） 「主体的な学び」の過程では、外国語を学ぶことに興味や関心を持ち、どのように社会・

世界と関わり、生涯にわたり、学んだことを生かそうとするか、見通しを持って粘り強く取組み、

児童生徒が自らの学びを自覚して、書いたり話したりすることを通じて、自分の意見や考え

を発信し、評価するための自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」を実

現することが重要である。このため、外国語教育においては、この学びの実現に向けて、生

徒が目的等に応じてコミュニケーション活動を取り組めるよう、コミュニケーションを行う目的・

場面・状況等の設定・明確化を図り、学習の見通しを立てたり、振り返ったりする場面を設け

るとともに、発達段階に応じて、身の回りのことから社会や世界との関わりを重視した題材を

設定することなどが考えられる。 

○ また、「深い学び」、「対話的な学び」、「主体的な学び」に向けた学習・指導の改

善充実のために、デジタル教材、パソコンなどを身に付けるべき能力や児童生徒の現

状（能力・適正や興味関心など）に応じて効果的に活用する。これらを通じて、児童

生徒の興味・関心を高め、指導の効率化及び言語活動の充実を図る。 

例えば、音声を中心にデジタル教材や電子黒板等を活用して、児童生徒にネイティ

ブの発音に触れさせ、外国語と日本語の音声の違いに気付かせたり、インターネット

等を用いてグループでの情報収集、調査、発表、討論等をしたり、テレビ会議システ
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ムを活用し、外国の姉妹校と交流を通じて外国語で互いの情報を伝え合う活動などが

考えられる。 

 

（３）教材の在り方 

○ 外国語教育については、資質・能力の育成に向けた教育内容の改善充実のためには、

教材の在り方を見直すことが必要である。特に、音声や映像を活用した効果的な教材

開発と、それらを活用して効果的に指導を行う指導力が必要である。 

〇 小学校においては、先進的な取組も含めたこれまでの外国語活動の成果・課題を踏

まえ、教科書が、今回改訂の教科化や「カリキュラム・マネジメント」の考え方に対

応したものとなることが重要である。そうした教科書の在り方につなぐためにも、２

８年度中に２７・２８年度に開発した小学校中学年・高学年向けの新たな補助教材の

検証を行い、その検証結果を生かして、教科化に対応した教材を２９年度にかけて開

発し、平成３０年度には先行実施を行う小学校で活用できるよう作成・配布する必要

がある。あわせて、活用しやすいＩＣＴ教材の開発が求められる。 

〇 中・高等学校においては、中・高等学校の教科書・教材の課題として、生徒が興味

関心を持てる内容が不十分であることや、その構成上、結果的に文法事項の定着を図

る様々な活動に分量の多くがとられており、題材や言語材料を活用しながら、説明・

発表・討論することを通じて、思考力・判断力・表現力などを育成するような言語活

動の展開が十分に意識されていないと思われるものも見られる。例えば、高等学校の

「英語表現」では、文法事項や語彙、表現方法について学んだことを、生徒自らが、

実際のコミュニケーションの場面を考えながら書いたり、発表したりするなどの授業

展開ができるような構成となるよう改善が期待されるものも見られる。 

〇 このため、生徒が発信したいと思える題材を扱うなどの工夫が必要であり、中・高

等学校について、指標形式の目標設定が教科書の改善につながるような整理を行う。

例えば、言語活動の比重が低い現状から、学習指導要領の内容の実現のために言語活

動が改善・充実されるような視点が必要である。 

〇 高等学校については、科目の見直しに対応した言語活動を通じて資質・能力を育成

する授業となるよう、教材の改善充実を図ることが求められる。 

○ あわせて、それらを効果的に活用するためには、教員の指導力の向上が必要である。

ＩＣＴを用いた指導方法についての研修の充実を図るため、授業の展開を明確にイメ

ージできるような映像等を用いた指導事例の作成や研修教材・研修マニュアルを作成

し、普及を図る必要がある。 

○ 外国語学習においては、効果的な学習方法として、音声も含めた学習効果の高いコ

ンテンツの導入、デジタル教材の活用による児童の興味・関心を高め、「深い学び」や、

「対話的な学び」及び「主体的な学び」につながるような学習活動に応じた多様な教
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材や、ＩＣＴ活用を推進するためのハードウェアの充実を促進する。 

 

５．必要な条件整備等について 

○ 外国語教育に関する教員養成、教員研修及び教材開発に関する条件整備、小学校の

中・高学年それぞれの課題に応じた指導体制の整備が不可欠である。 

○ 小学校においては、中学年の外国語活動導入、及び高学年の教科化に対応するとと

もに、「カリキュラム・マネジメント」の中で、外国語教育や特定の学年にとどまら

ず、全ての教科等と学年全体を見通し、弾力的な時間割の編成を行う視点が必要にな

る。これを支援するため、小学校においては、効果的な教材開発と、指導者の研修・

養成が課題となる。 

（地域・学校における指導体制） 

○ 各学校においては、校長の方針や各教員の取組によって意識や取組の差があること

が指摘された。各学校においては、校長がリーダーシップを発揮し、学校全体の取組

方針を明確にした上で、全教員の共通理解を図りながら、中核教員を中心とした校内

の英語教育に係る指導体制の強化に取り組むことが重要である。また、指導体制の強

化においては、①効果的な教材開発とともに、②生徒のコミュニケーション能力を総

合的に育成することができる指導者の確保を含めた充実が必要である。 

○ 地方自治体においては、各学校における英語教育充実のため、学校や地域全体で取

り組むことが必要である。例えば、市町村単位で、地域の指導的立場にある教員が複

数の小・中学校を受け持ち、英語教育担当指導主事や外部専門家等とチームを組んで

指導に当たるなど、地域の実情に応じた柔軟かつ効果的な指導を行う体制づくりが期

待される。 

  また、優れた指導力を有する教員を、地域の研修講師や小・中学校の接続を前提と

した専科指導等が可能となる「英語教育推進リーダー」として養成する。 

○ このような体制の中で、小・中・高等学校の一貫した英語教育や、小学校の英語教

育の専門性の向上等を推進することが期待される。具体的には、地域において、英語

教育のＰＤＣＡサイクル11を通じて、「英語教育推進リーダー」と英語教育担当指導主

事等が中心となって、小・中・高等学校の連携による研修や、教員委員会と大学・外

部専門機関との連携による研修などを実施するとともに、各学校を訪問し、指導計画

の作成やCAN-DO形式での学習到達目標を活用した授業改善などについて指導・助言を

行うことなどが期待される。 

〇 また、そのような体制を確保しながら、養成・研修・採用を通じた充実を図ってい

くことが重要である。小・中・高等学校におけるコア・カリキュラム開発を踏まえた

教職課程の見直しが必要である。小学校については、現職教員が外国語の指導に関す
                                            
11 平成 28 年度より、都道府県ごとに「英語教育改善プラン」の策定・公表を行い、目標設定・管理の

下、必要な研修等を実施。 
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る専門性を高めることができるよう、小学校の教科化に必要な内容を加えた認定講習

の開設支援等を行う。あわせて、専科指導を行う教員の養成・確保や、外部人材の活

用支援等により、専門性を一層重視した指導体制を構築する。 

（外部専門人材の確保） 

○ 児童生徒が英語に触れる機会を充実するため、英語を母語とする外国人やこれに準

ずる者を教員や外国語指導助手等として受け入れ、単独授業を含む教育活動全般に登

用していくことも必要である。各都道府県教育委員会においては、文部科学省が示し

た指針12も参考とし適切に基準を定め、各学校が特別免許状制度を活用した効果的な

英語教育を行えるよう、外国人も含め英語力・指導力の高い外部専門人を活用するこ

とが期待される。また、英語が堪能な地域人材や英語担当教員の退職者等を非常勤講

師として活用するための方策も講じる。その際、自治体においては、必要な外部専門

人材の確保が困難な学校もあることに配慮した適切な配置等を行うことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                            
12 平成 26 年６月 19 日「特別免許状の授与に係る教育職員検定等に関する指針」の策定について（文科省通知） 
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知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

○
外
国
語
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解

・
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の
知
識

○
言
語
の
働
き
、
役
割
に
関
す
る
理
解

（
例
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る

（
繰
り
返
す
，
言
い
換
え
る

等
）

・
気
持
ち
を
伝
え
る

（
感
謝
す
る
，
謝
る

等
）

・
情
報
を
伝
え
る

（
説
明
す
る
，
理
由
を
述
べ
る

等
）

・
考
え
や
意
図
を
伝
え
る

（
賛
成
・
反
対
す
る
，
主
張
す
る

等
）

・
相
手
の
行
動
を
促
す

（
依
頼
す
る
，
許
可
す
る

等
）

※
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き

○
外
国
語
の
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の

知
識
を
、
４
技
能
（
「
聞
く
こ
と
」
「
読

む
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ

と
」
）
を
活
用
し
た
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
運
用
す
る
技
能 な
ど

◆
外
国
語
で
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
表
現
し
伝
え
合
う
力

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
・
場
面
・
状
況
等
に
応
じ

て
、
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
外
国
語
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り

し
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
・
場
面
・
状
況
等
に
応
じ

て
、
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
外
国
語
を
話
し
た
り
書
い
た
り

し
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
適
切
に
表
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

○
外
国
語
で
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
、
外
国

語
で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
情
報
や
考
え
な
ど
の
概
要
・
詳

細
・
意
図
を
伝
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

◆
考
え
の
形
成
、
整
理

○
目
的
等
に
応
じ
て
、
外
国
語
の
情
報
を
選
択
し
た
り
抽
出
し
た

り
す
る
力

○
知
識
や
得
た
情
報
を
活
用
し
て
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
外
国

語
で
形
成
・
整
理
・
再
構
築
す
る
力

○
形
成
・
整
理
・
再
構
築
し
た
自
分
の
意
見
や
考
え
を
，
実
際
に

外
国
語
で
表
現
す
る
力

な
ど

○
外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る

文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
自
律
的
・
主
体
的
に
外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度

○
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話
し

手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国
語
で
聞

い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
、
情

報
や
考
え
な
ど
を
外
国
語
で
話
し
た
り
書
い
た

り
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
外
国
語
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ

り
、
自
己
を
表
現
す
る
と
と
も
に
他
者
を

理
解
す
る
な
ど
互
い
の
存
在
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

な
ど

外
国
語
教
育
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
た
た
き
台
）

別
添

２
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知
識
・技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生

を
送
る
か
）

外
国
語
活
動

小
学
校

○
外
国
語
へ
の
慣
れ
親
し
み

○
外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

外
国
語
を
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

○
簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
こ
と
や
身
の

回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質
問
に

答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

○
外
国
語
を
用
い
た
体
験
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
言
語
の
大
切

さ
や
、
文
化
の
違
い
に
気
付
く

○
外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
言
語
を
用
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
さ
を

知
り
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
外
国
語
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

○
外
国
語
の
学
習
を
通
じ
て
、
言
語
や
そ
の

背
景
に
あ
る
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

態
度

○
外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
言
語
を
用
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
さ
を

知
り
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
外
国
語
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

な
ど

外
国
語

小
学
校

○
言
葉
の
仕
組
み
へ
の
気
付
き

（
音
、
単
語
、
語
順
な
ど
）

○
聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

外
国
語
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
こ
と

○
馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き
な

も
の
や
、
一
日
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問

し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力

外
国
語

中
学
校

○
外
国
語
の
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の
知
識

○
言
語
の
働
き
や
役
割
な
ど
の
理
解

○
外
国
語
の
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の
知
識
を
、

４
技
能
（
「
聞
く
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
読
む

こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
）
を
活
用
し
て
実
際
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
運
用
す
る
技
能

な
ど

○
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
学
校
、
地

域
、
他
教
科
等
で
の
学
習
内
容
等
と
関
連
付
け

な
が
ら
、
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
外
国

語
で
適
切
に
伝
え
合
う
力

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
話

し
た
り
書
い
た
り
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力

○
外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
そ
の
背
景
に

あ
る
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

な
ど

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、

平
成
28
年
４
月
26
日
現
在

小
・
中
・
高
を
通
じ
て
外
国
語
教
育
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
）

別
添

２
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知
識
・技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生

を
送
る
か
）

外
国
語

高
等
学
校

○
外
国
語
の
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の
知
識

○
言
語
の
働
き
や
役
割
な
ど
の
理
解

○
外
国
語
の
音
声
、
語
彙
・
表
現
、
文
法
の
知
識
を
、

４
技
能
（
「
聞
く
こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
「
読
む

こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
）
を
活
用
し
て
実
際
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
運
用
す
る
技
能

な
ど

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
・
場
面
・
状
況
等

に
応
じ
て
、
日
常
的
な
話
題
か
ら
時
事
問
題
や
・
社
会

問
題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
外
国
語
を
聞
い
た

り
読
ん
だ
り
し
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
目
的
・
場
面
・
状
況
等

に
応
じ
て
，
日
常
的
な
話
題
か
ら
時
事
問
題
・
社
会
問

題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
外
国
語
を
話
し
た
り

書
い
た
り
し
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
適
切
に
表
現
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

○
外
国
語
で
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
、

外
国
語
で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
情
報
や
考
え
な
ど

の
概
要
・
詳
細
・
意
図
を
伝
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

○
外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
そ
の
背
景
に

あ
る
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

○
自
律
的
・
主
体
的
に
外
国
語
を
用
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態

度

○
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活

用
し
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
外
国
語
で

話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
表
現
し
よ
う
と

す
る
態
度

な
ど

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、

平
成
28
年
４
月
26
日
現
在

小
・
中
・
高
を
通
じ
て
外
国
語
教
育
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
）

別
添

２
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(参
考
）
資
質
・
能
力
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
言
語
能
力
向
上
の
観
点
と
外
国
語
教
育
に
お
け
る
改
善
・
充
実
の
方
向
性
（
た
た
き
台
）

3

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
③
言
語
の
果
た
す
役
割
と
し
て
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(対
話
や
議
論
等
)の
基
盤
を
形
成
す
る
観
点
を
資
質
・

能
力
全
体
を
貫
く
軸
と
し
て
重
視
し
つ
つ
、
上
記
①
、
②
の
観
点
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
が
明
確
と
な
る
よ
う
整
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
外

国
語
教
育
を
改
善
・
充
実

○
・
・
身
近
で
簡
単
な
話
題
に
つ
い
て
友
人
に
質
問
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
能
力
(小
学
校
)

○
・
・
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
理
解
し
、
根
拠
を
持
っ
て
英
語
で
伝
え
合
う
能
力
(中
学
校
)

○
・
・
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た
り
す
る
能
力
（
高
等
学
校
）

○
・
・
相
手
意
識
を
持
っ
て
外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
（
小
学
校
）

○
・
・
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話
し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
(中
学
校
・
高
等
学
校
)

等

次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
外
国
語
教
育
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
改
善
(イ
メ
ー
ジ
)

（
１
）
言
語
の
果
た
す
役
割

①
知
的
活
動
（
特
に
思
考
や
論
理
）
の
基
盤
、
②
感
性
・
情
緒
の
基
盤
、
③
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
対
話
や
議
論
）
の
基
盤

（
２
）
指
導
の
充
実

◆
言
語
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
を
中
核
と
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
教
科
等
で
の
言
語
の
運
用
を
通
じ
て
、
論
理
的
思
考
力
を
は
じ

め
と
し
た
種
々
の
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
道
筋
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

①
知
的
活
動
に
関
す
る
こと

・
事
実
を
正
確
に
理
解
し
、
他
者
に
的
確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
技
能
を
伸
ば
す
こ
と

・
自
ら
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
で
、
解
釈
や
説
明
、
評
価
や
論
述
を
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と

・
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
自
ら
の
考
え
や
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
る
力
を
伸
ば
す
こ
と

②
感
性
・情
緒
等
に
関
す
る
こと

・
感
性
や
情
緒
は
、
他
者
と
の
人
間
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
美
し
い
言
葉
や
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
の
交
流
は
、
人
間

関
係
を
豊
か
な
も
の
に
高
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と

③
他
者
との
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
関
す
る
こと

・
個
々
人
が
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
を
明
確
に
し
、
自
己
を
表
現
し
、
他
者
を
理
解
す
る
な
ど
、
お
互
い
の
考
え
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
人
々
の
共
同
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と

◆
発
達
の
段
階
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
具
体
と
抽
象
、
感
覚
と
論
理
、
事
実
と
意
見
、
基
礎
と
応
用
、
習
得
と
活
用
と
探
究
な
ど
に
つ
い
て

認
識
や
実
践
が
で
き
る
水
準
が
変
化
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
指
導
内
容
や
言
語
活
動
の
特
色
付
け
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
び
に

向
か
う
力
、

人
間
性
等

思
考
力

判
断
力

表
現
力 等

言
語
力
の
育
成
方
策
に
つ
い
て
（
報
告
書
案
）
（
平
成
19
年
8月
16
日
言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
配
付
資
料
）
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目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

目
的
の
設
定
・
理
解

目
的
に
応
じ
た

発
信
ま
で
の
方
向
性
の
決
定
・
言

語
活
動
等
の
見
通
し

目
的
達
成
の
た
め
の
言
語
活
動

（
技
能
統
合
型
）

言
語
・
内
容
の
両

面
に
お
け
る
ま
と

め
と
振
り
返
り

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

次
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
目

的
の
設
定
・
活
動
へ

検
討

中

プ ロ セ ス の 中 で 働 く 思 考･ 判 断･ 表 現 等 の う ち 、 特 に 重 視 す べ き も の の 例

目
的
の

理
解

表 現判 断思 考

意 見 や 考 え の 形 成

「
聞
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
を
活
用
し
た
「
話
す
こ
と
」
及
び
「
書
く
こ
と
」
に
よ
る

言
語
活
動
（
図
表
等
に
よ
る
表
現
も
含
む
）

意
見
や
考
え

の
吟
味
と
再

構
築

多
様
な
見
方
や

考
え
方
に
基
づ

い
た
次
の
思
考

プ
ロ
セ
ス
へ

目
的
に
関
す
る

論
点
・
解
決
策

の
整
理

流
暢
さ
と
正
確
さ

の
バ
ラ
ン
ス

情
報
間
の

関
係
性
を
構
成

目
的
の
明
確
化

と
必
要
な
情
報

の
把
握

目
的
達
成
に

必
要
な
情
報
の

選
択

様
々
な
見
方
や
考
え
方

の
共
通
点
・
相
違
点
等

の
評
価
・
選
択
・
決
定

課
題
に
つ
い
て
得

ら
れ
た
知
識
や
情

報
を
整
理
・
統
合

目
的
に
応
じ

た
情
報
の
抽

出

関
連
す
る

知
識
や

情
報
の

検
索

知
識
や
情
報
を
活
用

し
て
自
分
の
意
見
や

考
え
を
形
成
・
整
理

目
的
に
応
じ
て

伝
え
合
う
こ
と
を
通
じ
た
表

現
の
深
化
・
多
様
化

自
分
の
考
え
や
主
張
を
適
切
な
語
彙
・
表
現
・

文
法
を
用
い
て
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
の

意
思
決
定

イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る

表
現

語 彙 ・ 表 現 ・ 文 法 等

技
能

統
合

型
の

活
動

を
通

じ
た

英
語

に
よ

る
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
育

成
※
2
技
能
以
上
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
統
合
的
に
活
用
（
例
）
（
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
や
要
点
を
的
確
に
把
握
し
、
自
分
の
意
見
や
考

え
な
ど
と
の
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
・
批
判
的
に
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
表
現
す
る
力
、
与
え
ら
れ
た
話
題
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
自
分
の

意
見
を
説
得
力
を
持
っ
て
表
現
す
る
力
、
相
手
か
ら
の
問
い
か
け
に
応
じ
て
自
身
の
経
験
や
考
え
を
適
切
に
述
べ
る
力
）

な
ど

聞 く こ と 読 む こ と 話 す こ と 書 く こ と

複 数 の 技 能 を 統 合 し た 活 動

平
成

28
年

1月
12
日
現
在

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

学
び

の
プ

ロ
セ

ス
の

要
素

イ
メ

ー
ジ ※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い
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「
聞
く
」
「
読
む
」
「
話
す
」
「
書
く
」
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
総
合
的
に
育
成
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
領

域
を
統
合
的
に
活
用
し
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
、
目
的
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
適
切
に
伝
え
た
り
す
る
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
。

（
例

）
〈

「
聞

く
こ

と
」

の
領

域
〉

○
ま
と
ま
り
の
あ
る
英
文
、
比
較
的
長
い
対
話
文
、
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
講
義
な
ど
を
聞
き
、

複
数
の
情
報
を
整
理
す
る
な
ど
思
考
・
判
断
し
て
、
必
要
な
情
報
を
得
た
り
概
要
や
要
点
を
把
握
し
た
り
す
る
力
。

〈
「

読
む

こ
と

」
の

領
域

〉
○
ま
と
ま
り
の
あ
る
英
文
、
比
較
的
長
い
対
話
文
、
英
語
で
書
か
れ
た
図
表
な
ど
を
読
み
、
複
数
の
情
報
を
整

理
・
統
合
す
る
な
ど
思
考
・
判
断
し
て
、
必
要
な
情
報
を
得
た
り
概
要
や
要
点
を
把
握
し
た
り
す
る
力
。

〈
「

話
す

こ
と

」
の

領
域

〉
○
（
発
表
）
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る
話
題
や
時
事
問
題
・
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

自
分
の
意
見
や
考
え
な
ど
を
ま
と
め
、
適
切
な
語
彙
・
表
現
・
文
法
を
用
い
て
論
理
的
・
批
判
的
に
話
し
て
伝
え

る
力
。

○
（
や
り
取
り
）
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
意
見
に
つ
い
て
交
換
す
る
と
と
も
に
、

自
分
の
意
見
や
考
え
を
ま
と
め
、
適
切
な
語
彙
・
表
現
・
文
法
を
用
い
て
伝
え
合
う
力

〈
「

書
く

こ
と

」
の

領
域

〉
○
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る
話
題
や
時
事
問
題
・
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
，
自
分
の
意
見
や
考
え
な
ど
を
ま
と

め
、
論
点
や
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
適
切
な
語
彙
・
表
現
・
文
法
を
用
い
て
論
理
的
・
批
判
的
に
書
い
て

伝
え
る
力
。

〈
技

能
統

合
の

領
域

〉
（
４
技
能
の
う
ち
２
技
能
以
上
を
統
合
的
に
活
用
）

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
（
英
文
や
図
表
な
ど
）
に
つ
い
て
，
そ
の
概
要
や
要
点
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
意
見
や
考
え
な
ど
と
の
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
論
理
的
・

批
判
的
に
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
表
現
す
る
力
。

(案
）
｢英

語
」

に
お

い
て

特
に

重
視

す
べ

き
思

考
力

・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
例

※
「
技
能
」
と
「
領
域
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
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小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
て

一
貫

し
た

目
標

設
定
の

在
り

方
に
つ

い
て

２
0
1
6
年
１
月
1
2
日
現
在
取
扱
注
意

英 語 力

コ
ミ
ュ
英
Ⅰ

（
必
履
修
）

【
高
】

コ
ミ
ュ
英
Ⅰ

（
必
履
修
）

【
高
】

コ
ミ
ュ
英
Ⅲ

【
高
】

コ
ミ
ュ
英
Ⅱ

【
高
】

コ
ミ
ュ
英
Ⅲ

【
高
】

コ
ミ
ュ
英
Ⅱ

【
高
】

英
語

表
現
Ⅱ

【
高
】

英
表
Ⅰ

【
高
】

英
語

表
現
Ⅱ

【
高
】

英
表
Ⅰ

【
高
】

英
語

会
話

【
高
】

コ
ミ
ュ
英

基
礎

【
中
】

英
語

【
高
】

コ
ミ
ュ
英

基
礎

【
中
】

英
語

【
小
】

英
語
（
活
動
型
）

C
E

F
R

Ｃ
１ Ｂ ２ Ｂ １ Ａ ２ Ａ １

【
小
】

英
語
（
活
動
）

【
中
学
】

英
語

【
中
学
】

英
語

【
小
】

英
語
（
教
科
型
）

【
高
】

論
理
・
表
現

Ⅰ
（
仮
称
）

【
高
】

英
コ
ミ
ュ
Ⅲ

【
高
】

英
コ
ミ
ュ
Ⅱ

【
高
】

英
コ
ミ
ュ
Ⅲ

【
高
】

英
コ
ミ
ュ
Ⅱ

【
高
】

論
理
・
表
現

Ⅲ
（
仮
称
）

【
高
】

論
理
・
表
現

Ⅱ
（
仮
称
）

【
高
】

英
コ
ミ
ュ
Ⅰ

（
必
履
修
）

専 門 教 科 （ 英 語 ）

現
状

【
高
等
学
校
】

○
目
標
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

○
授
業
は
英
語
で
行
う
こ
と
が
基
本

【中
学
校
】

教
科
型
を
通
じ
た
４
技
能
の
総
合

的
育
成

○
目
標
：ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力
の
基

礎
を
養
う

○
前
回
改
訂
で
週
３
⇒
週
４
に
増

【
小
学
校
高
学
年
】

○
目
標
：
「
聞
く
」
「
話
す
」
を
中
心

と
し
た
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力
の

素
地
を
養
う

○
学
級
担
任
を
中
心
に
指
導

年
間
3
5
単
位
時
間
※

【
小
学
校
中
学
年
】

○
目
標
：
相
手
意
識
を
持
っ
て
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

○
主
に
学
級
担
任
が
A
L
T
等
を
一
層
積
極
的
に
活
用
し
た
Ｔ
･Ｔ
を
中
心
と
し
た
指

導

年
間
３
５
単
位
時
間
（
週
１
コ
マ
程
度
）

【
小
学
校
高
学
年
】

目
標
例
：
例
え
ば
、
馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き
な
も
の
や
、

家
族
、
一
日
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
で
き

る
よ
う
に
す
る

○
相
手
意
識
を
も
っ
て
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
読
ん
だ
り
書
い
た
り

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
態
度
の
育
成
も
含
め
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
。

○
学
級
担
任
が
専
門
性
を
高
め
指
導
、
併
せ
て
専
科
指
導
を
行
う
教
員
を
活
用
、
A
L
T

等
を
一
層
積
極
的
に
活
用

年
間
7
0
単
位
時
間
※

教
科
型

教
科
と
し
て
系
統
的
に
学
ぶ
た
め
、
効
果
的
な

「
繰
り
返
し
学
習
」
と
し
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
も
活
用

活
動
型

外
国
語
活
動
が
成
果
を
上
げ
、
児

童
の
「
読
む
」
「
書
く
」
も
含
め

た
系
統
的
な
学
習
へ
の
知
的
欲
求

が
高
ま
っ
て
い
る
状
況

活
動
型

年
間

コ
マ
程
度
）

年
間
1
4
0
単
位
時
間
（
週
4
コ
マ
程
度
）

国
の
目
標
(英
検
３
級
程
度
等
５
０

%
)→
現
状
３
５
％
・
言
語
活
動
が

十
分
で
な
い

国
の
目
標
（
英
検
準
２
～
２
級
程
度

等
５
０
％
）
→
現
状
３
２
％

・
生
徒
の
学
習
意
欲
、
「
話
す
」

「
書
く
」
に
課
題

・
言
語
活
動
が
十
分
で
な
い

【
高
等
学
校
】

目
標
例
：例
え
ば
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
新
聞
記
事
を
速
読
し
て
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
社
会
的
な

問
題
や
時
事
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
課
題
研
究
し
た
こ
と
を
発
表
・議
論
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る

○
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
外
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た
り
す

る
能
力
、
他
者
を
尊
重
し
な
が
ら
発
表
、
討
論
・議
論
、
交
渉
等
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う

○
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
①
４
技
能
を
総
合
的
に
扱
う
言
語
活
動
、

②
特
に
、
課
題
が
あ
る
「話
す
こ
と
」、
「書
く
こ
と
」に
お
い
て
発
信
力
を
強
化
す
る
言
語
活
動
を
充
実

,

【
高
等
学
校
】

目
標
例
：例
え
ば
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
新
聞
記
事
を
速
読
し
て
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
社
会
的
な

問
題
や
時
事
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
課
題
研
究
し
た
こ
と
を
発
表
・議
論
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る

○
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
外
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た
り
す

る
能
力
、
他
者
を
尊
重
し
な
が
ら
発
表
、
討
論
・議
論
、
交
渉
等
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う

○
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
①
４
技
能
を
総
合
的
に
扱
う
言
語
活
動
、

②
特
に
、
課
題
が
あ
る
「話
す
こ
と
」、
「書
く
こ
と
」に
お
い
て
発
信
力
を
強
化
す
る
言
語
活
動
を
充
実

,

【
中
学
校
】

目
標
例
：
例
え
ば
、
短
い
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
し
て
、
そ

の
概
要
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

○
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
英
語
で
伝
え
合
う
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視
し
た

授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る

○
他
者
を
尊
重
し
、
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
の
理
解
や
表
現
、
簡
単
な
情
報

交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。

【
中
学
校
】

目
標
例
：
例
え
ば
、
短
い
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
し
て
、
そ

の
概
要
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

○
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
英
語
で
伝
え
合
う
対
話
的
な
言
語
活
動
を
重
視
し
た

授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る

○
他
者
を
尊
重
し
、
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
の
理
解
や
表
現
、
簡
単
な
情
報

交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
。

年
間
1
4
0
単
位
時
間

年
間
7
0
単
位
時
間

大
学

や
海

外
、

社
会

で
英

語
力

を
伸

ば
す

基
盤

を
確

実
に

育
成

※
C
E
F
R
と
は
、
シ
ラ
バ
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
手
引
き
の
作
成
、
学
習
指
導
教
材

の
編
集
の
た
め
に
、
透
明
性
が
高
く
分
か
り
や
す
く
参
照
で
き
る
も
の
と
し
て
、

2
0
年
以
上
に
わ
た
る
研
究
を
経
て
、
2
0
0
1
年
に
欧
州
評
議
会
が
発
表
。

高
校
卒
業
レ
ベ
ル

で
30

00
語
程
度

英
語
教

育
の
抜

本
的

強
化

の
イ
メ

ー
ジ

(秋
以
降
、
外
国
語
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
専
門
的
に
検
討
予
定
）

※
具
体
的
な
小
学
校
の
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、
年
内

~年
明
け
を
目
途
に
教
育

課
程
全
体
の
構
成
と
と
も
に
検
討
を
進
め
、
一
定
の
方
向
性
を
提
示

高
校
で

20
00
～

22
00
語

程
度

中
学
校

で
16

00
～

18
00

語
程
度

小
学
校

で
60

0
～

70
0

語
程
度

現
状

高
校
卒
業
レ
ベ
ル
で

40
00
語
～

50
00
語
程
度

高
校
で

18
00
語

中
学
で

12
00
語

年
間
3
5
単
位
時
間

新
た

な
英

語
教

育

改
訂
版
（
案
）

成
熟
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
我
が
国
の

価
値
を
海
外
展

開
し
た
り
、
厳
し
い

交
渉
を
勝
ち
抜

く
人
材
の
育
成

４ 技 能 学 力 調 査

全 国 的 な 英 語

４ 技 能 学 力 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改 善 の た め の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

サ イ ク ル

改 善 の た め の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

サ イ ク ル

別
添
６

70



小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

別
添

７
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外
国
語
教
育
の
目
標
と
学
習
過
程
の
全
体
像
（
案
）
イ
メ
ー
ジ

今
後
の
方
向
性

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
①
学
校
段
階
間
の
学
び
を
円
滑
に
接
続
し
、
②
「
英
語
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
貫
し
た
教
育
目
標

(指
標
形
式
の
目
標

)な
ど
を
提
示
す
る
方
向
で
改
善
を
図
る
。

各
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
技
能
ご
と
の
学
習
到
達
目
標
を
設
定
し
、
目
標
に
沿
っ
た
指
導
及
び
評
価
を
一
体
的
に
実
施

小
学
校
高
学
年
（
教
科
型
）

中
学
校

高
等
学
校

教
科
等
の
目
標
の
改
善
・
イ
メ
ー
ジ

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
体
験

的
に
理
解
を
深
め
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
り
、

外
国
語
の
音
声
等
に
慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
体
験
的
に

理
解
を
深
め
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
り
、
身
近
で
簡
単

な
こ
と
に
つ
い
て
外
国
語
の
基
本
的
な
表
現
に
関
わ
っ

て
聞
く
こ
と
や
話
す
こ
と
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
基
礎
を
養
う

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話
し
手
・
書
き
手
に
配
慮

し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
の
理

解
や
表
現
、
簡
単
な
情
報
交
換
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
養
う

教 科 等 の 目 標 外 国 語 活 動 ・ 英 語 の 目 標

○
身
近
で
簡
単
な
話
題

・
話
し
手
の
意
向
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と

・
自
分
の
考
え
な
ど
を
話
す
こ
と

○
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字

・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と

○
具
体
的
で
身
近
な
話
題

・
話
し
手
の
意
向
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
「
~で
き
る
よ
う
に
す
る
」

・
自
分
の
考
え
な
ど
を
話
す
こ
と

・
書
き
手
の
意
向
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と

・
自
分
の
考
え
な
ど
を
書
く
こ
と

(例
)
話
す
こ
と

・
身
近
で
簡
単
な
こ
と
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
な
ど
を
初
歩
的
な
英
語
や
り
と
り
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

・
身
近
で
簡
単
な
こ
と
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
初
歩
的
な
英
語
で
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
例
）
「
話
す
こ
と
」

・
日
常
生
活
や
自
分
に
関
連
し
た
事
柄
に
関
す
る
短
い
簡

単
な
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い
て
、
簡
単
な
語
句
や
文
を

用
い
て
即
興
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

英 語 の 学 習 過 程

○
目
的
の
設
定
・
理
解

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
こ
と
や

身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
た
り
聞
い
た
り
し

て
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す

る
。

○
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動

・
使
用
表
現
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
練
習
し
た
り
す
る

活
動

・
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
活
動

※
ペ
ア
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

［
言
語
の
使
用
場
面
の
例
］

・
特
有
の
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
る
場
面

挨
拶
、
自
己
紹
介
、
買
物
、
食
事
、
道
案
内

・
児
童
の
身
近
な
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
場
面

家
庭
生
活
、
学
校
で
の
学
習
・
活
動
、
地
域
行
事
、

子
ど
も
の
遊
び

［
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
働
き
の
例
］

・
相
手
と
の
関
係
を
円
滑
に
す
る
、
気
持
ち
を
伝
え

る
、
事
実
を
伝
え
る
、
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
、
相

手
の
行
動
を
促
す

○
ま
と
め
と
ふ
り
返
り

○
目
的
の
設
定
・
理
解

馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き
な

も
の
や
、
一
日
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問

し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
で
き
る
。

○
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動

・言
語
材
料
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
練
習
し
た
り
す
る
活
動

・
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
活
動
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
文
字
や
単
語
等
の
認
識
を
深
め
た
り
、

日
本
語
と
英
語
の
音
声
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
語
順
に
気
付
い
た
り
す
る
活
動

※
ペ
ア
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

［
言
語
の
使
用
場
面
の
例
］

・
特
有
の
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
る
場
面

挨
拶
、
自
己
紹
介
、
買
物
、
食
事
、
道
案
内

・
児
童
の
身
近
な
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
場
面

家
庭
生
活
、
学
校
で
の
学
習
・
活
動
、
地
域
行
事
、

子
ど
も
の
遊
び

［
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
働
き
の
例
］

・
相
手
と
の
関
係
を
円
滑
に
す
る
、
気
持
ち
を
伝
え
る
、

事
実
を
伝
え
る
、
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
、
相
手
の
行
動
を
促

す
○
ま
と
め
と
ふ
り
返
り

○
目
的
の
設
定
・
理
解

具
体
的
で
身
近
な
話
題
の
概
要
・
要
点
を
理
解
し
、
考
え
や

気
持
ち
等
を
伝
え
た
り
、
簡
単
な
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る
。

○
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動

・
言
語
材
料
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
練
習
し
た
り
す
る
活
動

・
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
伝
え
合
う
活
動

※
具
体
的
な
場
面
に
あ
っ
た
適
切
な
表
現
を
自
ら
考
え
て
言

語
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

※
小
学
校
で
扱
っ
た
語
、
表
現
等
を
繰
り
返
し
学
ぶ
。
そ
の

際
、
小
学
校
と
は
異
な
る
場
面
で
使
っ
た
り
別
の
意
味
で

活
用
し
た
り
す
る
な
ど
ス
パ
イ
ラ
ル
に
学
ぶ

※
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

［
言
語
の
使
用
場
面
の
例
］

・
特
有
の
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
る
場
面
（
挨
拶
、
自
己
紹
介
、

買
物
、
食
事
、
道
案
内
、
旅
行
、
電
話
で
の
応
答
）

・
生
徒
の
身
近
な
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
場
面

家
庭
生
活
、
学
校
で
の
学
習
・
活
動
、
地
域
行
事

［
言
語
の
働
き
の
例
］

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
、
気
持
ち
を
伝
え
る
、

情
報
を
伝
え
る
、
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
、
相
手
の
行
動
を

促
す

○
ま
と
め
と
ふ
り
返
り

・
言
語
面
で
の
ま
と
め
と
振
り
返
り

・
内
容
面
で
の
ま
と
め
と
振
り
返
り

○
自
分
や
身
の
回
り
の
ご
く
限
ら
れ
た
話
題

・
話
し
手
の
意
向
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と

・
自
分
の
考
え
な
ど
を
話
す
こ
と

(例
)
話
す
こ
と

・
自
分
や
身
の
回
り
の
ご
く
限
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
自
分
の
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う

に
す
る
。

・
身
の
回
り
の
ご
く
限
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
定

型
表
現
を
使
っ
て
質
疑
応
答
し
よ
う
と
す
る
よ
う

に
す
る
。

指 標 形 式 の 目 標

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を

尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話
し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
話
題
に
つ
い
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切

に
伝
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

（
必
履
修
科
目
）
・
身
近
な
話
題
・
４
技
能
の
基
礎
的
な
能
力
・
日

常
的
な
話
題
、
関
心
の
あ
る
分
野
・
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理

解
し
、
英
語
話
者
が
理
解
で
き
る
程
度
の
英
語
で
適
切
に
伝
え
る

（
選
択
科
目
）
・
時
事
的
な
話
題
や
社
会
問
題
を
含
む
幅
広
い
話
題

・
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
、
英
語
話
者
が
理
解
で
き
る
程

度
の
英
語
で
あ
る
程
度
流
暢
に
伝
え
る

(例
)
「
話
す
こ
と
」

・
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題
に
つ
い
て
、
簡
単
な
英
語
を
用
い
て
情
報

や
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
近
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
即
興
で
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
内
容
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
自

分
の
意
見
を
加
え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

小
学
校
中
学
年
（
活
動
型
）

○
目
的
の
設
定
・
理
解

学
校
や
社
会
生
活
に
関
す
る
幅
広
い
話
題
の
概
要
・
要
点
を
理
解
し
、
情
報
や

考
え
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

○
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動

・
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
す
る
活
動

・
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
発
表
、
討
論
・
議
論
、
交
渉
な
ど
を
行
う
活
動

［
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
設
定
］

・
４
技
能
の
基
礎
的
な
能
力
（
必
履
修
科
目
）

⇒
的
確
に
理
解
し
、
適
切
に
伝
え
る
能
力
（
必
履
修
科
目
及
び
選
択
科
目
）

・
英
語
話
者
が
理
解
で
き
る
程
度
の
英
語
（
必
履
修
科
目
）

⇒
英
語
話
者
が
理
解
で
き
る
程
度
の
英
語
＋
あ
る
程
度
の
流
暢
さ
（
選
択
科
目
）

［
話
題
の
設
定
］

身
近
な
話
題
及
び
日
常
的
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
分
野
（
必
履
修
科
目
）

⇒
時
事
的
な
話
題
や
社
会
問
題
な
ど
（
選
択
科
目
）

［
情
報
や
考
え
な
ど
の
や
り
と
り
に
関
す
る
言
語
活
動
の
設
定
］

・
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
⇒
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

※
小
・
中
学
校
で
扱
っ
た
語
い
や
表
現
等
を
繰
り
返
し
学
ぶ
。
そ
の
際
、
小
・
中
学
校
と
は
異
な
る

場
面
や
文
脈
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ス
パ
イ
ラ
ル
に
学
習
す
る

※
具
体
的
な
場
面
に
即
し
た
適
切
な
表
現
を
自
ら
考
え
て
言
語
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

※
ペ
ア
・
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
を
学
習
形
態
の
基
本
と
す
る

○
ま
と
め
と
ふ
り
返
り

・
言
語
面
で
の
ま
と
め
と
振
り
返
り
（
流
暢
さ
を
重
視
し
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
後
で

行
う
正
確
さ
を
よ
り
重
視
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
質
的
な
高
ま
り
）
な
ど
）

・
内
容
面
で
の
ま
と
め
振
り
返
り
（
得
ら
れ
た
情
報
や
考
え
の
整
理
な
ど
）

小
学
校
高
学
年
（
教
科
型
）

中
学
校

高
等
学
校

別
添
８

別
添

7に
あ
わ
せ
て

後
日
修
正
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「
聞
く
こ
と
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
外
国
語
」
等
に
お
け
る
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
じ
た
国
の
指
標
形
式
の
目
標
【
技
能
ご
と
】（

イ
メ
ー
ジ
）
 
た
た
き
台
 

 

聞
く
こ
と
 

（
参
考
）
 

CE
FR

自
己
評
価
表
 

 

A1
 

A2
 

B1
 

B2
 

は
っ
き
り
と
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
も
ら
え
れ
ば
，
自
分
，

家
族
，
す
ぐ
周
り
の
具
体
的
な
も
の
に
関
す
る
聞
き
慣
れ

た
語
や
ご
く
基
本
的
な
表
現
を
聞
き
取
れ
る
。
 

（
ご
く
基
本
的
な
個
人
や
家
族
の
情
報
，
買
い
物
，
近
所
，

仕
事
な
ど
の
）
直
接
自
分
に
関
連
し
た
領
域
で
最
も
頻
繁

に
使
わ
れ
る
語
彙
や
表
現
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

短
い
，
は
っ
き
り
と
し
た
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
の
要
点
を
聞
き
取
れ
る
。
 

仕
事
，
学
校
，
娯
楽
で
普
段
出
会
う
よ
う
な
身
近
な
話
題

に
つ
い
て
，
明
瞭
で
標
準
的
な
話
し
方
の
会
話
な
ら
要
点

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

話
し
方
が
比
較
的
ゆ
っ
く
り
，
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
な

ら
，
時
事
問
題
や
，
個
人
的
も
し
く
は
仕
事
上
の
話
題
に

つ
い
て
も
，
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
番
組
の
要
点
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

長
い
会
話
や
講
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
，

も
し
話
題
が
あ
る
程
度
身
近
な
範
囲
で
あ
れ
ば
，
議
論
の

流
れ
が
複
雑
で
あ
っ
て
も
理
解
で
き
る
。
 

た
い
て
い
の
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
時
事
問
題
の
番
組

も
分
か
る
。
 

標
準
語
の
映
画
な
ら
，
大
多
数
は
理
解
で
き
る
。
 

想
定
さ
れ
る
 

学
校
種
・
教
科
，
科
目
等
 

小
学
校
中
学
年
・
外
国
語
活
動
 

＋
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

＋
 

中
学
校
・
外
国
語
 

中
学
校
・
外
国
語
 

＋
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
必
履
修
科
目
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

（
高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

＋
 

専
門
教
科
，
英
語
 
等
）
 

国
の
指
標
形
式
の
 

主
な
目
標
 

□
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
音
を
聞
い
て
，
ど
の
文
字
で
あ

る
か
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
挨
拶
や
短
い
ご
く
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
，
繰
り
返
し
話
さ
れ
れ
ば
，
自

分
に
関
す
る
こ
と
や
身
近
で
具
体
的
な
事
物
を
表
わ

す
ご
く
簡
単
な
語
句
や
文
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

□
挨
拶
や
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
を

聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
，
身
の
回
り
の
事

柄
に
関
す
る
平
易
で
ご
く
短
い
会
話
や
説
明
を
，
視
覚

情
報
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
短
い
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て
，

必
要
な
情
報
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
関
す
る
短
い
会
話
を
聞
い
て
，
概
要
や

要
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
，
身
近
な
事
柄
に

関
す
る
短
い
説
明
の
要
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

 

□
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
社
会
的
な
話
題
に
関
す

る
短
い
会
話
を
聞
い
て
，
概
要
や
要
点
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
比
較
的
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
，
時
事
問

題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
短
い
平
易
な
説
明
を
聞
い

て
，
要
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
比
較
的
ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
と
話
さ
れ
れ
ば
，
馴
染
み

の
あ
る
話
題
を
扱
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ
ビ
番
組

を
視
聴
し
て
，
要
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
母
語
話
者
同
士
に
よ
る
多
様
な
話
題
の
長
い
会
話
を

聞
い
て
，
概
要
や
要
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
関
す
る
複
雑
な
流
れ
の
議
論
を
聞
い

て
，
話
の
展
開
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 □
自
然
な
速
さ
で
話
さ
れ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に

関
す
る
長
い
説
明
を
聞
い
て
，
概
要
や
要
点
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
あ
る
程
度
知
識
の
あ
る
社
会
問
題
や
時
事
問
題
に
関

す
る
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
し
て
，
概
要

や
要
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

授
業
に
お
け
る
主
な
 

言
語
活
動
 

（
言
語
の
使
用
場
面
の
例
）
 

○
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
音
の
識
別

 
○
挨
拶
や
短
い
ご
く
簡
単
な
指
示
の
理
解
と
反
応

 
○
自
分
に
関
す
る
こ
と
や
身
近
で
具
体
的
な
事
物
を
表

す
ご
く
簡
単
な
語
句
や
文
の
聞
き
取
り
 
な
ど

 

○
挨
拶
や
簡
単
な
指
示
の
理
解
と
反
応

 
○
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
情
報
の
理
解

 
○
身
の
回
り
の
事
柄
に
関
す
る
平
易
で
ご
く
短
い
会
話

や
説
明
に
お
け
る
必
要
な
情
報
の
聞
き
取
り
 
な
ど

 

○
個
人
的
な
事
柄
に
関
す
る
短
い
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
理
解
と
反
応

 
○
簡
単
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
の
情
報
取
得

 
○
身
の
回
り
の
事
柄
に
関
す
る
平
易
で
短
い
会
話
や
説

明
の
概
要
・
要
点
理
解
 
な
ど

 

○
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
社
会
的
な
話
題
に
関
す

る
短
い
会
話
の
概
要
・
要
点
理
解

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
短
い
平
易
な
説
明

か
ら
の
情
報
取
得

 
○
馴
染
み
の
あ
る
話
題
を
扱
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ

ビ
番
組
の
要
点
理
解

 

○
多
様
な
話
題
の
長
い
会
話
の
概
要
・
要
点
理
解

 
○
複
雑
な
議
論
に
お
け
る
話
の
展
開
や
論
点
の
理
解

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
説
明
の
概
要
・
要
点

理
解
 

 
○
あ
る
程
度
知
識
の
あ
る
話
題
の
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ

ビ
番
組
の
概
要
・
要
点
理
解
 
な
ど

 
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
音
を
聞
い
て
，
文
字
と
結
び
付

け
る
。

 
・
挨
拶
や
短
い
ご
く
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
，
そ
れ
ら
に

応
じ
る
。

 
・
身
近
な
人
物
，
身
の
回
り
の
事
物
な
ど
に
関
す
る
ご
く

簡
単
な
英
語
を
聞
い
て
，
そ
れ
が
表
す
内
容
を
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
と
結
び
付
け
る
。

 

・
挨
拶
や
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
，
適
切
に
応
じ
る
。

 
・
日
付
，
曜
日
，
時
刻
，
単
位
を
表
す
表
現
な
ど
，
日
常

生
活
に
お
い
て
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
を
聞
い

て
理
解
す
る
。

 
・
友
人
や
家
族
，
学
校
生
活
な
ど
，
身
の
回
り
の
事
柄
に

関
し
て
平
易
な
英
語
で
話
さ
れ
る
ご
く
短
い
会
話
や

説
明
を
，
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

聞
い
て
，
必
要
な
情
報
を
得
る
。
 

・
友
人
か
ら
の
招
待
な
ど
，
個
人
的
な
事
柄
に
関
す
る
短

い
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
，
適
切
に
応
答
す

る
。

 
・
店
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
簡
単
な
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
聞
い
て
，
必
要
な
情
報
を
得
る
。

 
・
友
人
や
家
族
，
学
校
生
活
な
ど
，
身
の
回
り
の
事
柄
に

関
す
る
平
易
で
短
い
会
話
や
説
明
を
聞
い
て
，
概
要
や

要
点
を
理
解
す
る
。
 

・
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
社
会
的
な
話
題
に
関
す
る

短
い
会
話
を
聞
い
て
，
話
題
と
そ
れ
に
対
す
る
各
話
者

の
発
話
の
要
点
を
整
理
し
て
比
較
す
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
短
い
平
易
な
説
明
を

聞
い
て
，
必
要
な
情
報
を
得
る
と
と
も
に
，
得
た
情
報

を
当
該
の
話
題
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
エ
ッ

セ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
活
用
す
る
。

 
・
馴
染
み
の
あ
る
話
題
を
扱
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ
ビ

番
組
を
視
聴
し
て
，
必
要
な
情
報
を
書
い
て
ま
と
め
る

と
と
も
に
，
そ
れ
を
他
者
に
口
頭
で
伝
え
る
。

 

・
多
様
な
話
題
の
長
い
会
話
を
聞
い
て
，
話
題
と
そ
れ
に

対
す
る
各
話
者
の
発
話
の
要
点
を
理
解
す
る
。

 
・
身
近
な
話
題
に
関
す
る
複
雑
な
流
れ
の
議
論
を
聞
い

て
，
話
の
展
開
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
各
話
者
の
主

要
な
論
点
を
整
理
し
て
比
較
す
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
説
明
を
聞
い
て
，
概

要
や
要
点
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
得
た
情
報
を
当
該

の
話
題
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
エ
ッ
セ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
活
用
す
る
。

 
・
あ
る
程
度
知
識
の
あ
る
話
題
を
扱
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
や

テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
し
て
，
得
た
情
報
を
書
い
て
ま
と

め
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
他
者
に
口
頭
で
伝
え
る
。

 

言
語
の
働
き
の
例
 

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
〉
 
・
相
づ
ち
を
打
つ
 
 
・
聞
き
直
す
 
 
・
繰
り
返
す
 
 
・
言
い
換
え
る
 
 
・
話
題
を
発
展
さ
せ
る
 
 
・
話
題
を
変
え
る
 
な
ど

 
〈
気
持
ち
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
褒
め
る
 
 
・
謝
る
 
 
・
感
謝
す
る
 
 
・
望
む
 
 
・
驚
く
 
 
・
心
配
す
る
 
な
ど

 
〈
情
報
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
説
明
す
る
 
 
・
報
告
す
る
 
 
・
描
写
す
る
 
 
・
理
由
を
述
べ
る
 
 
・
要
約
す
る
 
 
・
訂
正
す
る
 
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き
を
適
宜
選
択

 
〈
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
・
申
し
出
る
 
 
・
賛
成
す
る
 
 
・
反
対
す
る
 
 
・
主
張
す
る
 
 
・
推
論
す
る
 
 
・
仮
定
す
る
 
な
ど

 
〈
相
手
の
行
動
を
促
す
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
・
依
頼
す
る
 
 
・
誘
う
 
 
・
許
可
す
る
 
 
・
助
言
す
る
 
 
・
命
令
す
る
 
 
・
注
意
を
引
く
 
な
ど

 

言
語
活
動
の
例
 

（
共
通
話
題
：
 

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
）
 

国
名
と
食
品
名
を
表
す
単
語
を
聞
い
て
，
そ
れ
ら
を
表
す

イ
ラ
ス
ト
と
結
び
付
け
る
と
と
も
に
，
国
名
と
そ
の
国
で

生
産
量
が
多
い
と
思
わ
れ
る
食
品
名
と
を
結
び
付
け
る
。

 

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
お
茶
，
コ
ー
ヒ

ー
，
綿
な
ど
の
農
産
品
の
主
な
生
産
国
と
生
産
者
の
収
入

に
関
す
る
説
明
を
聞
い
て
，
得
た
情
報
を
表
に
ま
と
め

る
。

 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
生
産
事
情
（
生
産
国
や
生
産
者
な

ど
）
に
関
す
る
説
明
を
聞
い
て
，
そ
の
歴
史
や
問
題
点
を

整
理
す
る
と
と
も
に
，
日
常
生
活
に
お
い
て
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
が
必
要
な
他
の
産
品
に
関
す
る
説
明
を
聞
い
た
り

読
ん
だ
り
し
て
さ
ら
に
情
報
を
得
る
。

 

日
本
に
お
け
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
市
場
の
歴
史
，
現
状
，

課
題
に
関
す
る
説
明
を
聞
い
て
，
必
要
な
情
報
を
得
る
と

と
と
も
に
，
そ
れ
に
基
づ
い
て
，
日
本
に
お
け
る
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
市
場
拡
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
が
有

効
で
あ
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
。

 

自
国
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
市
場
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

会
話
を
聞
い
て
，
各
話
者
の
国
に
関
す
る
情
報
を
整
理
す

る
と
と
も
に
，
国
民
一
人
当
た
り
の
認
証
製
品
購
入
額
が

高
い
国
々
の
状
況
に
関
す
る
説
明
を
読
ん
だ
上
で
，
日
本

に
お
い
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
市
場
を
拡
大
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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 「
書
く
こ
と
」

 

書
く
こ
と
 

（
参
考
）
 

CE
FR

自
己
評
価
表
 

 

A1
 

A2
 

B1
 

B2
 

新
年
の
挨
拶
な
ど
短
い
簡
単
な
葉
書
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
。
 

例
え
ば
ホ
テ
ル
の
宿
帳
に
名
前
，
国
籍
や
住
所
と
い
っ
た

個
人
の
デ
ー
タ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

直
接
必
要
の
あ
る
領
域
で
の
事
柄
な
ら
簡
単
に
短
い
メ

モ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

短
い
個
人
的
な
手
紙
な
ら
書
く
こ
と
が
で
き
る
：
例
え
ば

礼
状
な
ど
。
 

身
近
で
個
人
的
に
関
心
の
あ
る
話
題
に
つ
い
て
，
つ
な
が

り
の
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

私
信
で
経
験
や
印
象
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

興
味
関
心
の
あ
る
分
野
内
な
ら
，
幅
広
く
い
ろ
い
ろ
な
話

題
に
つ
い
て
，
明
瞭
で
詳
細
な
説
明
文
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
。
 

エ
ッ
セ
イ
や
レ
ポ
ー
ト
で
情
報
を
伝
え
，
一
定
の
視
点
に

対
す
る
支
持
や
反
対
の
理
由
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

手
紙
の
中
で
，
事
件
や
体
験
に
つ
い
て
自
分
に
と
っ
て
の

意
義
を
中
心
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

想
定
さ
れ
る
 

学
校
種
・
教
科
，
科
目
等
 

小
学
校
中
学
年
・
外
国
語
活
動
 

＋
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

＋
 

中
学
校
・
外
国
語
 

中
学
校
・
外
国
語
 

＋
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
必
履
修
科
目
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

（
高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

＋
 

専
門
教
科
，
英
語
 
等
）
 

国
の
指
標
形
式
の
 

主
な
目
標
 

□
目
的
を
持
っ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
と
小
文

字
を
活
字
体
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
例
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
音
声
な
ど
で
十
分
慣
れ
親

し
ん
だ
語
句
や
文
を
書
き
写
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

□
自
分
に
関
す
る
ご
く
限
ら
れ
た
情
報
を
，
簡
単
な
語
句

や
文
を
用
い
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
ご
く
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
，
簡
単
な
語
句
や
文
を
用

い
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

□
自
分
が
必
要
と
す
る
事
柄
に
つ
い
て
，
短
い
簡
単
な
メ

モ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

□
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
，
簡
単
な
語
句
や
表
現
や
用
い

て
，
短
い
説
明
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

□
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
内
容
に
つ
い
て
，
簡
単
な
語

句
や
表
現
を
用
い
て
，
自
分
の
意
見
や
感
想
を
書
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
自
分
の
経
験
や
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
，
複
数
の
パ
ラ

グ
ラ
フ
か
ら
成
る
説
明
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

□
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
記
事
や
資
料

を
読
ん
で
，
そ
の
概
要
や
要
点
を
書
い
て
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
ま
と
ま
り
の

あ
る
文
章
で
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
，
自
分
の

意
見
や
そ
の
理
由
を
加
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

□
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
事
実
や
情
報

な
ど
を
明
確
且
つ
詳
細
に
伝
え
る
説
明
文
を
書
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
時
事
問
題
や
社
会
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
関
す
る

記
事
や
資
料
を
読
ん
で
，
そ
の
概
要
や
要
点
を
書
い
て

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
時
事
問
題
や
社
会
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
，

得
た
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
，
自
分
の
意
見
や
そ
の
理

由
を
論
理
的
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
E
メ
ー
ル
，
エ
ッ
セ
イ
，
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
，
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
に
合
っ
た
文
体
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

授
業
に
お
け
る
主
な
 

言
語
活
動
 

（
言
語
の
使
用
場
面
の
例
）
 

○
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字

 
○
語
間
の
区
切
り
に
留
意
し
た
文
（
書
き
写
し
）
 
な
ど

 
○
符
号
や
語
間
の
区
切
り
に
留
意
し
た
簡
単
な
挨
拶

 
○
自
分
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報

 
○
慣
れ
親
し
ん
だ
語
句
を
活
用
し
た
ご
く
身
近
な
事
柄

や
出
来
事
の
説
明
 
な
ど

 

○
近
況
な
ど
を
伝
え
る
短
い
簡
単
な
は
が
き
や
手
紙

 
○
身
近
な
事
柄
に
関
す
る
簡
単
な
説
明

 
○
平
易
で
短
い
説
明
の
要
点
の
メ
モ
，
意
見
・
感
想
 
な

ど
 

○
身
近
な
事
柄
に
関
す
る
説
明

 
○
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
記
事
や
資
料
の
要
約

 
○
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
説
明
と
意
見
・
理
由

 
○
目
的
に
応
じ
た
メ
モ
，
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
，
原
稿
 
な
ど

 

○
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明

 
○
幅
広
い
話
題
に
関
す
る
記
事
や
資
料
の
要
約
 

 
○
幅
広
い
話
題
に
関
す
る
説
明
と
意
見
・
理
由

 
○
目
的
に
応
じ
た
メ
モ
，
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
，
原
稿
 
な
ど

 
・
発
音
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字
を

活
字
体
で
書
く
。

 
・
語
と
語
の
区
切
り
に
注
意
し
て
，
身
近
な
事
柄
に
関
す

る
ご
く
簡
単
な
文
を
書
き
写
す
。

 

・
符
号
や
語
と
語
の
区
切
り
に
注
意
し
な
が
ら
，
定
型
表

現
を
用
い
て
，
簡
単
な
挨
拶
文
な
ど
を
書
く
。

 
・
名
前
，
年
齢
，
趣
味
，
好
き
嫌
い
な
ど
，
自
分
に
関
す

る
基
本
的
な
情
報
を
文
で
書
く
。

 
・
慣
れ
親
し
ん
だ
語
句
を
活
用
し
て
，
ご
く
身
近
な
事
柄

や
出
来
事
，
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る

文
を
書
く
と
と
も
に
，
そ
れ
を
口
頭
で
伝
え
合
う
。

 

・
自
分
の
近
況
，
相
手
へ
の
感
謝
や
謝
罪
な
ど
を
伝
え
る

短
い
簡
単
な
は
が
き
や
手
紙
を
，
定
型
表
現
を
活
用
し

な
が
ら
書
く
。

 
・
自
分
，
学
校
，
地
域
な
ど
の
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
，

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
用
い
て
複
数
の
文
を
書
く
と

と
も
に
，
そ
れ
を
口
頭
で
伝
え
合
う
。

 
・
平
易
で
短
い
説
明
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
，
要
点

を
メ
モ
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
内
容
に
つ
い
て
，
簡
単

な
語
句
や
表
現
を
用
い
て
自
分
の
意
見
や
感
想
を
書

く
。

 

・
身
近
な
事
柄
に
関
す
る
説
明
文
を
，
文
の
つ
な
が
り
や

文
章
全
体
の
構
成
な
ど
に
注
意
し
て
書
く
。

 
・
関
心
の
あ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
記
事
や

資
料
を
読
ん
で
，
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ

な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
要
約
文

を
書
く
。

 
・
関
心
の
あ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
の
内
容
を
具
体
的

に
伝
え
る
説
明
文
を
書
く
と
と
も
に
，
賛
否
を
明
確
に

し
な
が
ら
，
自
分
の
意
見
や
そ
の
理
由
を
書
く
。

 
・
書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
，
表
現
や
文
法
の
適
切
さ
な

ど
に
留
意
し
て
推
敲
す
る
。

 
・
目
的
に
応
じ
て
メ
モ
，
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
，
原
稿
を
書
き
，

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
。 

・
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
明
確
に
事
実

を
解
説
し
た
り
情
報
を
伝
え
た
り
す
る
詳
細
な
説
明

文
を
書
く
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
関
す
る
記

事
や
資
料
を
読
ん
で
，
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や

文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
要

約
文
を
書
く
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
，

様
々
な
考
え
方
を
整
理
し
な
が
ら
明
確
に
書
い
て
伝

え
る
と
と
も
に
，
自
分
の
意
見
や
主
張
及
び
そ
の
理
由

を
論
理
的
に
組
み
立
て
た
論
説
を
書
く
。

 
・
書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
，
論
点
や
根
拠
の
明
確
さ
，

表
現
や
文
法
の
適
切
さ
な
ど
に
留
意
し
て
推
敲
す
る
。

 
・
目
的
に
応
じ
て
メ
モ
，
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
，
原
稿
を
書
き
，

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
。 

言
語
の
働
き
の
例
 

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
〉
 
・
相
づ
ち
を
打
つ
 
 
・
聞
き
直
す
 
 
・
繰
り
返
す
 
 
・
言
い
換
え
る
 
 
・
話
題
を
発
展
さ
せ
る
 
 
・
話
題
を
変
え
る
 
な
ど

 
〈
気
持
ち
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
褒
め
る
 
 
・
謝
る
 
 
・
感
謝
す
る
 
 
・
望
む
 
 
・
驚
く
 
 
・
心
配
す
る
 
な
ど

 
〈
情
報
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
説
明
す
る
 
 
・
報
告
す
る
 
 
・
描
写
す
る
 
 
・
理
由
を
述
べ
る
 
 
・
要
約
す
る
 
 
・
訂
正
す
る
 
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き
を
適
宜
選
択

 
〈
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
・
申
し
出
る
 
 
・
賛
成
す
る
 
 
・
反
対
す
る
 
 
・
主
張
す
る
 
 
・
推
論
す
る
 
 
・
仮
定
す
る
 
な
ど

 
〈
相
手
の
行
動
を
促
す
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
・
依
頼
す
る
 
 
・
誘
う
 
 
・
許
可
す
る
 
 
・
助
言
す
る
 
 
・
命
令
す
る
 
 
・
注
意
を
引
く
 
な
ど

 

言
語
活
動
の
例
 

（
共
通
話
題
：
日
常
生
活
・
 

時
間
の
有
効
活
用
）
 

日
常
生
活
に
お
け
る
人
の
行
動
を
表
す
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
と
英
語
表
現
と
を
結
び
付
け
，
学
習
し
た
単
語
や
文
を

書
き
写
す
。

 

自
分
が
平
日
及
び
週
末
に
ふ
だ
ん
何
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
説
明
す
る
文
を
書
き
，
グ
ル
ー
プ
で
伝
え
合
う
。

 
時
間
が
あ
れ
ば
し
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
や
挑
戦
し
て

み
た
い
こ
と
を
，
そ
の
理
由
と
と
も
に
説
明
す
る
複
数
の

文
を
書
き
，
発
表
す
る
。

 

サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
し
て
い
る
国
々
に
お
け
る
そ
の

効
果
や
課
題
に
関
す
る
複
数
の
資
料
を
読
ん
で
，
得
た
情

報
を
書
い
て
要
約
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
口
頭
で
相
手

に
伝
え
る
。

 

日
本
で
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
，
資
料
を
活
用
し

な
が
ら
自
分
の
意
見
を
書
き
，
日
本
に
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を

導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
，
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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「
読
む
こ
と
」
＋
言
語
活
動
に
お
け
る
他
教
科
と
の
連
携
（
例
）

 

 

読
む
こ
と
 

（
参
考
）
 

CE
FR

自
己
評
価
表
 

 

A1
 

A2
 

B1
 

B2
 

例
え
ば
，
掲
示
や
ポ
ス
タ
ー
，
カ
タ
ロ
グ
の
中
の
よ
く
知

っ
て
い
る
名
前
，
単
語
，
単
純
な
文
を
理
解
で
き
る
。
 

ご
く
短
い
簡
単
な
テ
ク
ス
ト
な
ら
理
解
で
き
る
。
広
告
や

内
容
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
，
メ
ニ
ュ
ー
，
予
定
表
の
よ

う
な
も
の
の
中
か
ら
日
常
の
単
純
な
具
体
的
に
予
測
が

つ
く
情
報
を
取
り
出
せ
る
。
 

簡
単
で
短
い
個
人
的
な
手
紙
は
理
解
で
き
る
。
 

非
常
に
よ
く
使
わ
れ
る
日
常
言
語
や
，
自
分
の
仕
事
関
連
の

言
葉
で
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
な
ら
理
解
で
き
る
。
 

起
こ
っ
た
こ
と
，
感
情
，
希
望
が
表
現
さ
れ
て
い
る
私
信
を

理
解
で
き
る
。
 

筆
者
の
姿
勢
や
視
点
が
出
て
い
る
現
代
の
問
題
に
つ

い
て
の
記
事
や
報
告
が
読
め
る
。
 

現
代
文
学
の
散
文
は
読
め
る
。
 

想
定
さ
れ
る
 

学
校
種
・
教
科
，
科
目
等
 

小
学
校
中
学
年
・
外
国
語
活
動
 

＋
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

（
小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
）
 

＋
 

中
学
校
・
外
国
語
 

中
学
校
・
外
国
語
 

＋
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
必
履
修
科
目
 

高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

（
高
等
学
校
・
外
国
語
，
選
択
科
目
 

＋
 

専
門
教
科
，
英
語
 
等
）
 

国
の
指
標
形
式
の
 

主
な
目
標
 

□
ご
く
身
近
に
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
識
別

し
，
発
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
音
声
で
十
分
に
慣
れ
親
し
ん
だ
，
ご
く
身
近
で
具
体
的

な
事
物
を
表
わ
す
単
語
を
見
て
，
そ
の
意
味
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

□
日
常
生
活
に
お
い
て
身
の
回
り
に
あ
る
英
語
の
中
の

語
句
や
単
純
な
文
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
ご
く
短
い
物
語
を
読
ん
で
，

視
覚
情
報
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
あ
ら
す
じ
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
の
回
り
の
事
柄
に
関
し
て
平
易
な
英
語
で
書
か
れ

た
ご
く
短
い
説
明
を
読
ん
で
，
視
覚
情
報
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
，
概
要
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

□
日
常
生
活
に
お
い
て
身
の
回
り
に
あ
る
短
い
平
易
な

テ
ク
ス
ト
か
ら
，
必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
短
い
物
語
を
読
ん
で
，
あ
ら

す
じ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
関
し
て
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
短

い
説
明
や
手
紙
を
読
ん
で
，
概
要
や
要
点
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
関
す
る
比
較
的
短
い
記
事
や
レ
ポ
ー
ト
，

資
料
か
ら
，
必
要
な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

□
短
い
物
語
を
読
ん
で
，
あ
ら
す
じ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
社
会
的
な
話
題
に
関
す
る
短
い
会
話
や
説
明
を
読
ん
で
，

概
要
や
要
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
英
語
学
習
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
記
事
や
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
で
，
概
要
や
要
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
関
心
の
あ
る
分
野
の
記
事
や
資
料
か
ら
，
必
要
な
情

報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
興
味
の
あ
る
現
代
小
説
や
随
筆
を
読
ん
で
，
概
要
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
記
事
や
レ
ポ
ー

ト
，
資
料
を
読
ん
で
，
概
要
や
要
点
，
筆
者
の
姿
勢

や
視
点
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

授
業
に
お
け
る
主
な
 

言
語
活
動
 

（
言
語
の
使
用
場
面
の
例
）
 

○
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
の
識
別
（
大
文
字
・
小
文
字

を
含
む
）
と
発
音

 
○
ご
く
身
近
で
具
体
的
な
事
物
を
表
す
単
語
の
意
味
の

理
解
 
な
ど

 

○
簡
単
な
語
句
や
単
純
な
文
の
理
解

 
○
平
易
で
ご
く
短
い
物
語
（
視
覚
情
報
付
）
の
あ
ら
す
じ

理
解

 
○
平
易
で
ご
く
短
い
説
明
（
視
覚
情
報
付
）
の
ス
キ
ミ
ン

グ
 
な
ど

 

○
平
易
で
短
い
テ
ク
ス
ト
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

 
○
平
易
で
短
い
物
語
の
あ
ら
す
じ
理
解

 
○
平
易
で
短
い
説
明
の
ス
キ
ミ
ン
グ
 
な
ど

 

○
短
い
説
明
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

 
○
短
い
物
語
の
あ
ら
す
じ
理
解
 

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
平
易
な
説
明
な
ど
の

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
や
ス
キ
ミ
ン
グ
 
な
ど

 

○
幅
広
い
話
題
を
扱
っ
た
英
文
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
や

ス
キ
ミ
ン
グ

 
○
現
代
小
説
や
随
筆
の
概
要
理
解
 

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
説
明
な
ど
の
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
や
ス
キ
ミ
ン
グ
，
詳
細
理
解
 
な
ど

 
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
見
て
，
そ
れ
が
何
か
を
識

別
す
る
（
大
文
字
・
小
文
字
の
識
別
を
含
む
）。

 
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
見
て
，
適
切
に
発
音
す
る
。 

・
音
声
で
十
分
に
慣
れ
親
し
ん
だ
，
ご
く
身
近
で
具
体
的

な
事
物
を
表
す
単
語
を
見
て
，
そ
の
意
味
を
推
測
す

る
。

 

・
日
常
生
活
に
関
連
し
た
身
近
な
掲
示
，
カ
タ
ロ
グ
，
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
，
自
分
が
必
要
と
す
る
情
報
を

得
る
。

 
・
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
ご
く
短
い
物
語
を
読
ん
で
，

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
，
お
お
よ

そ
の
あ
ら
す
じ
を
理
解
す
る
。

 
・
友
人
，
家
族
，
学
校
生
活
な
ど
の
身
の
回
り
の
事
柄
に

関
し
て
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
ご
く
短
い
説
明
を

読
ん
で
，
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
，
概
要
を
理
解
す
る
。

 

・
平
易
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
広
告
，
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
，
予
定
表
な
ど
か
ら
，
自
分
が
必
要
と
す
る
情
報
を

得
る
。

 
・
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
短
い
物
語
を
読
ん
で
，
お
お

よ
そ
の
あ
ら
す
じ
を
理
解
す
る
。

 
・
友
人
，
家
族
，
学
校
生
活
な
ど
の
身
の
回
り
の
事
柄
に

関
し
て
平
易
な
英
語
で
書
か
れ
た
短
い
説
明
を
読
ん

で
，
概
要
を
理
解
す
る
。

 
・
読
ん
で
得
た
情
報
や
そ
れ
に
関
す
る
意
見
を
伝
え
合

う
。

 

・
比
較
的
短
い
記
事
，
レ
ポ
ー
ト
，
資
料
な
ど
か
ら
，
自
分

が
必
要
と
す
る
情
報
を
得
る
。

 
・
短
い
物
語
を
読
ん
で
，
あ
ら
す
じ
を
理
解
し
て
，
そ
れ
を

口
頭
で
他
者
に
伝
え
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
た
め
に
効

果
的
な
資
料
を
自
分
で
探
し
，
そ
れ
を
読
ん
で
概
要
を
理

解
す
る
。

 
・
資
料
な
ど
を
読
ん
で
得
た
情
報
や
英
語
表
現
を
，
当
該
の

話
題
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
デ

ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
エ
ッ
セ
ー
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
お
い
て
活
用
す
る
。

 

・
幅
広
い
話
題
を
扱
っ
た
記
事
，
レ
ポ
ー
ト
，
資
料
な

ど
か
ら
，
自
分
が
必
要
と
す
る
情
報
を
得
る
。

 
・
比
較
的
簡
単
な
現
代
小
説
や
随
筆
を
読
ん
で
，
概
要

を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
あ
ら
す
じ
や
感
想
を
簡
単

に
書
い
て
ま
と
め
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
情
報
を
得

る
た
め
に
効
果
的
な
資
料
を
自
分
で
探
し
，
必
要
と

な
る
情
報
の
取
得
，
概
要
理
解
，
詳
細
理
解
な
ど
，

目
的
に
応
じ
た
読
み
方
を
す
る
。

 
・
資
料
な
ど
を
読
ん
で
得
た
情
報
や
英
語
表
現
を
，
当

該
の
話
題
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
エ
ッ

セ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
活
用
す
る
。

 

言
語
の
働
き
の
例
 

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
〉
 
・
相
づ
ち
を
打
つ
 
 
・
聞
き
直
す
 
 
・
繰
り
返
す
 
 
・
言
い
換
え
る
 
 
・
話
題
を
発
展
さ
せ
る
 
 
・
話
題
を
変
え
る
 
な
ど

 
〈
気
持
ち
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
褒
め
る
 
 
・
謝
る
 
 
・
感
謝
す
る
 
 
・
望
む
 
 
・
驚
く
 
 
・
心
配
す
る
 
な
ど

 
〈
情
報
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
説
明
す
る
 
 
・
報
告
す
る
 
 
・
描
写
す
る
 
 
・
理
由
を
述
べ
る
 
 
・
要
約
す
る
 
 
・
訂
正
す
る
 
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き
を
適
宜
選
択

 
〈
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
・
申
し
出
る
 
 
・
賛
成
す
る
 
 
・
反
対
す
る
 
 
・
主
張
す
る
 
 
・
推
論
す
る
 
 
・
仮
定
す
る
 
な
ど

 
〈
相
手
の
行
動
を
促
す
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
・
依
頼
す
る
 
 
・
誘
う
 
 
・
許
可
す
る
 
 
・
助
言
す
る
 
 
・
命
令
す
る
 
 
・
注
意
を
引
く
 
な
ど

 

言
語
活
動
の
例
 

（
共
通
話
題
：
 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
 

公
共
交
通
手
段
や
公
共
施
設
に
関
す
る
単
語
を
見
て
，
単

語
と
そ
れ
が
表
す
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
と
を
結
び
付
け
る
。

 
日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
例
を
紹
介
し

た
説
明
を
読
ん
で
，
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
参
考
に
し
な
が

ら
概
要
を
理
解
す
る
。

 

海
外
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
例
を
複
数
紹

介
し
た
説
明
を
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
読
ん
で
，
自
分
が

読
ん
だ
内
容
を
他
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
，
日
本
に
取
り

入
れ
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
，
そ
の
理

由
な
ど
を
含
め
て
簡
単
な
意
見
交
換
を
す
る
。

 

国
内
外
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
生
か
さ
れ
た
多

用
な
事
例
に
つ
い
て
各
自
で
資
料
を
探
し
て
読
ん
で
，
ど

の
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め
に
，
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
整
理
を
し
た
上
で
互
い
に
情
報

を
伝
え
合
う
と
も
に
，
今
後
ど
の
よ
う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
必
要
と
な
る
か
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

う
。

 

国
内
外
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
生
か
さ
れ
た
多

用
な
事
例
に
つ
い
て
各
自
で
資
料
を
探
し
て
読
ん
で
，
そ

こ
か
ら
得
た
情
報
や
英
語
表
現
を
活
用
し
て
，
今
後
ど
の

よ
う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
と
な
る
か
に

つ
い
て
，
そ
の
理
由
な
ど
も
含
め
て
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
ま
と
め
，
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
。

 

言
語
活
動
に
お
け
る
 

他
教
科
と
の
連
携
（
例
）
 

［
題
材
］
小
学
校
「
社
会
」「

生
活
」
 

 
 

 
［
題
材
］
小
学
校
「
社
会
」「

生
活
」
 

 
中
学
校
「
社
会
」
 

 
［
題
材
］
中
学
校
「
社
会
」
 

 
 
 
 
 
高
等
学
校
「
公
民
」
 

 
［
活
動
（
意
見
交
換
）］

中
学
校
「
国
語
」

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 高
等
学
校
「
国
語
」
 

 

［
題
材
］
高
等
学
校
「
公
民
」
 

 
［
情
報
収
集
］
高
等
学
校
「
情
報
」

 
［
活
動
（
意
見
交
換
）］

高
等
学
校
「
国
語
」
 

 

［
題
材
］
高
等
学
校
「
公
民
」
 

 
［
情
報
収
集
］
高
等
学
校
「
情
報
」

 
［
活
動
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）］

高
等
学
校
「
国
語
」 

作
成
中
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 「
話
す
こ
と
（
や
り
と
り
）」

 

話
す
こ
と
（
や
り
と
り
）
 

（
参
考
）
 

CE
FR

自
己
評
価
表
 

 

A1
 

A2
 

B1
 

B2
 

相
手
が
ゆ
っ
く
り
話
し
，
繰
り
返
し
た
り
，
言
い
換
え
た

り
し
て
く
れ
て
，
ま
た
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
表
現
す

る
の
に
助
け
船
を
出
し
て
く
れ
る
な
ら
，
簡
単
な
や
り
取

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

直
接
必
要
な
こ
と
や
ご
く
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
の
簡

単
な
質
問
な
ら
，
聞
い
た
り
答
え
た
り
で
き
る
。
 

単
純
な
日
常
の
仕
事
の
中
で
，
情
報
の
直
接
の
や
り
取
り

が
必
要
な
ら
ば
，
身
近
な
話
題
や
活
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
で
き
る
。
 

通
常
は
会
話
を
続
け
て
い
く
だ
け
の
理
解
力
は
な
い
の

だ
が
，
短
い
社
交
的
な
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
 

当
該
言
語
圏
の
旅
行
中
に
最
も
起
こ
り
や
す
い
た
い
て

い
の
状
況
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

例
え
ば
，
家
族
や
趣
味
，
仕
事
，
旅
行
，
最
近
の
出
来
事

な
ど
，
日
常
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
こ
と
や
個
人
的
な

関
心
事
に
つ
い
て
，
準
備
な
し
で
会
話
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

流
暢
に
自
然
に
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
，
母
語
話
者
と

普
通
に
や
り
取
り
が
で
き
る
。
 

身
近
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し
，
自

分
の
意
見
を
説
明
し
，
弁
明
で
き
る
。
 

想
定
さ
れ
る
 

学
校
種
・
教
科
（
科
目
）
等
 

小
学
校
中
学
年
・
外
国
語
活
動
 

＋
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

＋
 

中
学
校
・
外
国
語
 

中
学
校
・
外
国
語
 

＋
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
必
履
修
科
目
）
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
選
択
科
目
）
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
選
択
科
目
）
 

＋
 

専
門
教
科
英
語
 
等
 

国
の
指
標
形
式
の
 

主
な
目
標
 

□
挨
拶
や
ご
く
短
い
簡
単
な
指
示
に
応
答
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
相
手
の
サ
ポ
ー
ト
（
ゆ
っ
く
り
話
す
，
繰
り
返
す
，
言

い
換
え
る
，
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
の
に

助
け
船
を
だ
し
て
く
れ
る
 
な
ど
）
が
あ
れ
ば
，
自
分

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
な
質
問
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
相
手
の
発
話
を
理
解
で
き
な
い
場
合
な
ど
，
必
要
に
応

じ
て
，
聞
き
返
し
た
り
意
味
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
相
手
の
サ
ポ
ー
ト
（
ゆ
っ
く
り
話
す
，
繰
り
返
す
，
言

い
換
え
る
，
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
表
現
す
る
の
に

助
け
船
を
だ
し
て
く
れ
る
 
な
ど
）
が
あ
れ
ば
，
ご
く

身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
簡
単
な
表
現
を
使
っ
て
質
疑

応
答
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
日
常
生
活
や
自
分
に
関
連
し
た
事
柄
に
関
す
る
短
い

簡
単
な
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

□
身
近
な
話
題
や
興
味
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
あ

る
程
度
準
備
を
す
れ
ば
，
会
話
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
簡
単
な
英
語
を
用
い
て
簡
単

な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
公
共
の
場
所
（
店
，
駅
な
ど
）
に
お
い
て
，
自
分
の
問

題
を
説
明
し
，
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

□
身
近
な
話
題
や
興
味
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
準

備
を
し
な
い
で
会
話
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題
に
つ
い
て
，
簡
単
な

英
語
を
用
い
て
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
幅
広
い
話
題
に
関
す
る
会
話
に
参
加
し
，
情
報
や
自
分

の
意
見
な
ど
を
適
切
か
つ
流
暢
に
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
知
識
の
あ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
，
幅
広

い
表
現
を
用
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

 

授
業
に
お
け
る
主
な
 

言
語
活
動
 

（
言
語
の
使
用
場
面
の
例
）
 

○
挨
拶

 
○
ご
く
簡
単
な
質
疑
応
答
 
な
ど

 
○
簡
単
な
表
現
を
用
い
た
質
疑
応
答

 
○
簡
単
な
情
報
交
換
 
な
ど

 
○
簡
単
な
英
語
を
用
い
た
短
い
会
話

 
○
簡
単
な
意
見
交
換
 
な
ど

 
○
簡
単
な
英
語
を
用
い
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

 
○
簡
単
な
英
語
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
な
ど

 
○
幅
広
い
表
現
を
用
い
た
デ
ィ
ベ
ー
ト

 
○
幅
広
い
表
現
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
な
ど

 
・
初
対
面
の
人
や
知
り
合
い
と
簡
単
な
挨
拶
を
交
わ
す
。

 
・
ご
く
短
い
簡
単
な
指
示
に
応
じ
る
。

 
・
自
分
に
関
す
る
ご
く
簡
単
な
質
問
に
答
え
た
り
，
相
手

に
つ
い
て
ご
く
簡
単
な
質
問
を
し
た
り
す
る
。

 

・
ご
く
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
簡
単
な
質
問
を
し
た
り

簡
単
な
質
問
に
答
え
た
り
す
る
。

 
・
ご
く
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
自
分
の
思
い
や
自
分
が

知
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
合
う
。

 

・
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
あ
る
程
度
準
備
を
し
た
上
で
，

短
い
会
話
を
す
る
。

 
・
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ

と
に
基
づ
き
，
あ
る
程
度
準
備
を
し
た
上
で
，
得
た
情

報
や
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
伝
え
合
う
。

 

・
身
近
な
話
題
の
会
話
に
お
い
て
，
準
備
を
し
な
い
で
自

分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
表
現
す
る
。

 
・
身
近
な
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る

話
題
に
つ
い
て
，
立
場
を
決
め
て
意
見
を
ま
と
め
，
相

手
を
説
得
す
る
た
め
に
意
見
を
述
べ
合
う
。

 
・
身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に

つ
い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
き
，

情
報
や
自
分
の
意
見
な
ど
を
述
べ
合
う
と
と
も
に
，
相

手
の
発
話
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
意
見
を
述
べ
た
り

す
る
。

 

・
幅
広
い
話
題
の
会
話
や
議
論
に
お
い
て
，
適
切
に
発
言

の
機
会
を
獲
得
し
て
情
報
や
自
分
の
意
見
な
ど
を
表

現
す
る
。

 
・
幅
広
い
話
題
の
会
話
や
議
論
に
お
い
て
，
人
の
発
言
を

誘
っ
た
り
，
相
手
や
自
分
の
理
解
を
確
認
し
た
り
，
話

を
展
開
・
発
展
さ
せ
た
り
す
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
な
ど
幅
広
い
話
題
の
議
論
に
お

い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
き
，
情

報
や
自
分
の
意
見
な
ど
を
適
切
か
つ
流
暢
に
表
現
す

る
と
と
も
に
，
互
い
の
発
言
を
検
討
し
，
課
題
の
解
決

に
向
け
て
考
え
を
生
か
し
合
う
。

 
 

言
語
の
働
き
の
例
 

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
〉
 
・
相
づ
ち
を
打
つ
 
 
・
聞
き
直
す
 
 
・
繰
り
返
す
 
 
・
言
い
換
え
る
 
 
・
話
題
を
発
展
さ
せ
る
 
 
・
話
題
を
変
え
る
 
な
ど

 
〈
気
持
ち
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
褒
め
る
 
 
・
謝
る
 
 
・
感
謝
す
る
 
 
・
望
む
 
 
・
驚
く
 
 
・
心
配
す
る
 
な
ど

 
〈
情
報
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
説
明
す
る
 
 
・
報
告
す
る
 
 
・
描
写
す
る
 
 
・
理
由
を
述
べ
る
 
 
・
要
約
す
る
 
 
・
訂
正
す
る
 
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き
を
適
宜
選
択

 
〈
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
・
申
し
出
る
 
 
・
賛
成
す
る
 
 
・
反
対
す
る
 
 
・
主
張
す
る
 
 
・
推
論
す
る
 
 
・
仮
定
す
る
 
な
ど

 
〈
相
手
の
行
動
を
促
す
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
・
依
頼
す
る
 
 
・
誘
う
 
 
・
許
可
す
る
 
 
・
助
言
す
る
 
 
・
命
令
す
る
 
 
・
注
意
を
引
く
 
な
ど

 

言
語
活
動
の
例
 

（
共
通
話
題
：
食
）
 

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
，
尋
ね
た
り
答
え
た
り
す

る
。

 
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
，
理
由
な
ど
も
含
め
て
互

い
に
質
疑
応
答
す
る
。
ま
た
，
相
手
か
ら
得
た
情
報
を
他

者
に
伝
え
る
。

 

健
康
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
う
こ
と
や

食
の
安
全
に
関
し
て
留
意
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
，
あ

る
程
度
の
準
備
を
し
た
上
で
簡
単
な
意
見
交
換
を
す
る
。

 

遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
関
す
る
議
論
を
賛
成
・
反
対
の
立

場
に
分
け
て
整
理
し
，
得
た
情
報
を
交
換
す
る
と
と
も

に
，
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
是
非
に
つ
い
て
デ
ィ
ベ
ー
ト

を
行
う
。

 

遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
関
す
る
幅
広
い
議
論
を
リ
サ
ー

チ
・
整
理
し
，
そ
れ
に
基
づ
い
て
，
今
後
の
市
場
に
お
け

る
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
在
り
方
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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 「
話
す
こ
と
（
発
表
）」
）

 

話
す
こ
と
（
発
表
）
 

（
参
考
）
 

CE
FR

自
己
評
価
表
 

 

A1
 

A2
 

B1
 

B2
 

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
，
ま
た
，
知
っ
て
い
る
人
た
ち
に

つ
い
て
，
簡
単
な
語
句
や
文
を
使
っ
て
表
現
で
き
る
。
 

家
族
，
周
囲
の
人
々
，
居
住
条
件
，
学
歴
，
職
歴
を
簡
単

な
言
葉
で
一
連
の
語
句
や
文
を
使
っ
て
説
明
で
き
る
。
 

 

簡
単
な
方
法
で
語
句
を
つ
な
い
で
，
自
分
の
経
験
や
出
来

事
，
夢
や
希
望
，
野
心
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

意
見
や
計
画
に
対
す
る
理
由
や
説
明
を
簡
潔
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
。
 

物
語
を
語
っ
た
り
，
本
や
映
画
の
あ
ら
す
じ
を
話
し
，
ま

た
そ
れ
に
対
す
る
感
想
・
考
え
を
表
現
で
き
る
。
 

自
分
の
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
に
関
連
す
る
限
り
，
幅
広

い
話
題
に
つ
い
て
，
明
瞭
で
詳
細
な
説
明
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

時
事
問
題
に
つ
い
て
，
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
の
長
所
，
短

所
を
示
し
て
自
己
の
見
方
を
説
明
で
き
る
。
 

想
定
さ
れ
る
 

学
校
種
・
教
科
（
科
目
）
等
 

小
学
校
中
学
年
・
外
国
語
活
動
 

＋
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

小
学
校
高
学
年
・
外
国
語
 

＋
 

中
学
校
・
外
国
語
 

中
学
校
・
外
国
語
 

＋
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
必
履
修
科
目
）
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
選
択
科
目
）
 

高
等
学
校
・
外
国
語
（
選
択
科
目
）
 

＋
 

専
門
教
科
英
語
 
等
 

国
の
指
標
形
式
の
 

主
な
目
標
 

□
定
型
表
現
を
用
い
て
，
簡
単
な
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
自
分
や
身
の
回
り
の
物
事
に
関
す
る
ご
く
限
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
，
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て
話
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

□
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て
，
自
分
に
つ
い
て
話
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
と
な
る
基
本
的
な
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
ご
く
身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い
て
，
事
実
，
自
分

の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
，
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い

て
短
く
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い
て
，
簡
単
な
語
句
や
文

を
用
い
て
即
興
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
簡
単
な

説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
自
分
の
意
見
や
そ
の
理
由
を

簡
単
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

□
身
近
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
即
興
で

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
身
近
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
ま
と
ま

り
の
あ
る
内
容
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
記
事
や
レ
ポ

ー
ト
，
資
料
の
概
要
や
要
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

□
知
識
の
あ
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
，
内
容

を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
，
自
分
の
意
見
を
加

え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
，
即
興
で
，
説
明
し
た
り
自
分

の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

□
幅
広
い
分
野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
明
瞭
か
つ
詳
細
な

説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

□
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に

つ
い
て
，
様
々
な
見
方
の
長
所
・
短
所
を
示
す
と
と
も

に
，
自
分
の
意
見
を
幅
広
い
表
現
を
用
い
て
論
理
的
に

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
 

□
聴
衆
の
反
応
に
応
じ
て
，
発
表
の
内
容
や
方
法
を
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

授
業
に
お
け
る
主
な
 

言
語
活
動
 

（
言
語
の
使
用
場
面
の
例
）
 

○
簡
単
な
挨
拶

 
○

簡
単
な

語
句

や
文
を

用
い

た
自
分

に
関
す

る
情
報
 

な
ど

 

○
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
た
自
己
紹
介

 
○
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
情
報

 
○
ご
く
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
の
短
い
簡
単
な
ス
ピ
ー

チ
 
な
ど

 

○
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
の
説
明
（
即
興
，
準
備
あ
り
）

 
○
身
近
な
話
題
に
関
す
る
短
い
ス
ピ
ー
チ
 
な
ど

 
○
身
近
な
事
柄
に
つ
い
て
の
説
明
や
ス
ピ
ー
チ
（
即
興
，

準
備
あ
り
）

 
○
記
事
，
資
料
な
ど
の
概
要
・
要
点
説
明

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
 
な
ど

 

○
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
の
説
明
や
ス
ピ
ー
チ
（
即
興
，

準
備
あ
り
）

 
○
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

 
○
話
す
速
度
や
使
用
す
る
表
現
の
調
整
 
な
ど

 
・
初
対
面
の
人
や
知
り
合
い
に
簡
単
な
挨
拶
を
す
る
。

 
・
自
分
の
名
前
，
年
齢
，
好
き
・
嫌
い
，
興
味
の
あ
る
こ

と
な
ど
を
，
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て
話
す
。

 

・
簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て
，
自
分
の
趣
味
や
特
技
な

ど
を
含
め
た
自
己
紹
介
を
す
る
。

 
・
時
刻
，
日
時
，
場
所
な
ど
，
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本

的
な
情
報
を
伝
え
る
。

 
・
ご
く
身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い
て
，
事
実
，
自
分

の
考
え
や
気
持
ち
を
含
め
て
短
い
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
。

 

・
自
分
に
関
す
る
こ
と
や
身
の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
，

簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て
即
興
で
説
明
す
る
。

 
・
自
分
や
友
人
，
学
校
生
活
な
ど
の
身
近
な
事
柄
や
出
来

事
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
る
。

 
・
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ

と
に
基
づ
き
，
自
分
の
意
見
・
主
張
や
そ
の
理
由
を
含

め
て
短
い
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

 

・
自
分
，
友
人
，
学
校
生
活
，
地
域
社
会
な
ど
の
身
近
な

話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
即
興
で
説
明
す

る
。

 
・
身
近
な
話
題
や
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
，
関
連
情

報
や
具
体
例
な
ど
を
加
え
な
が
ら
，
ま
と
ま
り
の
あ
る

ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

 
・
関
心
の
あ
る
分
野
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
記
事
や
レ
ポ
ー

ト
，
資
料
な
ど
を
読
ん
で
，
伝
え
る
べ
き
事
項
を
整
理

し
た
上
で
，
概
要
や
要
点
を
発
表
す
る
。

 
・
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ

り
し
た
こ
と
に
基
づ
き
，
自
分
の
意
見
・
主
張
や
そ
の

理
由
を
論
理
的
に
伝
え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
。

 

・
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
，
即
興
で
，
概
要
を
説
明
し
た

り
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
話
し
た
り
す
る
。

 
・
幅
広
い
分
野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
，
関
連
情
報
や
具
体

例
な
ど
を
加
え
な
が
ら
，
明
瞭
か
つ
詳
細
な
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
。

 
・
多
様
な
考
え
方
が
で
き
る
時
事
問
題
や
社
会
問
題
に
つ

い
て
，
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
情

報
を
整
理
し
，
様
々
な
見
方
の
長
所
・
短
所
を
示
し
な

が
ら
自
分
の
意
見
・
主
張
や
そ
の
理
由
を
論
理
的
に
伝

え
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
。

 
・
聴
衆
の
反
応
や
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら
話
し
，
必
要

に
応
じ
て
，
話
す
速
度
や
使
用
す
る
表
現
な
ど
を
変
え

る
。

 

言
語
の
働
き
の
例
 

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
〉
 
・
相
づ
ち
を
打
つ
 
 
・
聞
き
直
す
 
 
・
繰
り
返
す
 
 
・
言
い
換
え
る
 
 
・
話
題
を
発
展
さ
せ
る
 
 
・
話
題
を
変
え
る
 
な
ど

 
〈
気
持
ち
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
褒
め
る
 
 
・
謝
る
 
 
・
感
謝
す
る
 
 
・
望
む
 
 
・
驚
く
 
 
・
心
配
す
る
 
な
ど

 
〈
情
報
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
説
明
す
る
 
 
・
報
告
す
る
 
 
・
描
写
す
る
 
 
・
理
由
を
述
べ
る
 
 
・
要
約
す
る
 
 
・
訂
正
す
る
 
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各
言
語
活
動
に
応
じ
た
言
語
の
働
き
を
適
宜
選
択

 
〈
考
え
や
意
図
を
伝
え
る
〉
 
 
 
 
 
 
 
・
申
し
出
る
 
 
・
賛
成
す
る
 
 
・
反
対
す
る
 
 
・
主
張
す
る
 
 
・
推
論
す
る
 
 
・
仮
定
す
る
 
な
ど

 
〈
相
手
の
行
動
を
促
す
〉
 
 
 
 
 
 
 
 
・
依
頼
す
る
 
 
・
誘
う
 
 
・
許
可
す
る
 
 
・
助
言
す
る
 
 
・
命
令
す
る
 
 
・
注
意
を
引
く
 
な
ど

 

言
語
活
動
の
例
 

（
共
通
話
題
：
 

職
業
，
職
業
選
択
）
 

興
味
の
あ
る
職
業
や
将
来
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
職

業
を
伝
え
る
。

 
将
来
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
職
業
と
そ
の
理
由
，
そ
の

職
業
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
か
な
ど
に

つ
い
て
，
準
備
を
し
た
上
で
簡
単
に
発
表
す
る
。

 

日
本
で
は
認
知
度
が
低
い
職
業
，
そ
の
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
国
内
外
の
人
物
な
ど
に
つ
い
て
読
ん
で
情
報
を
ま

と
め
，
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
上
で
発
表
す
る
。
ま

た
，
発
表
内
容
に
関
す
る
質
問
に
答
え
る
。

 

将
来
の
職
業
選
択
に
お
い
て
重
要
視
し
た
い
条
件
と
そ

の
理
由
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
，
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
視
点
も
含
め
，
ど
の
よ
う
な
社
会
人

生
活
を
理
想
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
。
ま
た
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に

つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
う
。

 

職
場
で
起
こ
り
得
る
勤
務
上
の
問
題
（
勤
務
体
系
，
業
務

量
，
業
務
分
担
な
ど
）
に
つ
い
て
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
与

え
ら
れ
た
立
場
（
社
員
，
上
司
な
ど
）
か
ら
解
決
策
を
出

し
合
い
，
互
い
が
合
意
で
き
る
結
論
を
ま
と
め
て
発
表
す

る
。
ま
た
，
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
を
踏
ま
え
，
課
題

解
決
型
の
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
を
行
う
。

 
  

作
成
中
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外
国
語
教
育
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」
を
働
か
せ
た
深
い
学
び
と
資
質
・
能
力
の
育
成
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

資
質
・能
力
の
例

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
って
、自

分
の
こと
や
身
の
回
りの
こと
に
つ
い

て
、友
達
に
質
問
した
り質
問
に
答

え
た
りす
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力

馴
染
み
の
あ
る
表
現
を
使
って
、自

分
の
好
き
な
も
の
や
一
日
の
生
活
な

どに
つ
い
て
、友
達
に
質
問
した
り質

問
に
答
え
た
りす
る
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力

○
具

体
的

で
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
学

校
、

地
域

、
他

教
科

等
で

の
学

習
内

容
等

と
関

連
付

け
な

が
ら

、
互

い
の

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
外

国
語

で
適

切
に

伝
え

合
う

力
○

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

こ
と

を
活

用
し

て
話

し
た

り
書

い
た

り
し

て
発

信
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

○
日

常
的

な
話

題
か

ら
時

事
問

題
や

社
会

問
題

ま
で

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

外
国

語
で

的
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
伝

え
合

っ
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

指
標
形
式
の
目
標
(「
話
す
こと
」の
例
)

(例
)

・身
近
な
話
題
や
知
識
の
あ
る
話
題

に
つ
い
て
、簡
単
な
外
国
語
を
用
い

て
情
報
や
意
見
を
交
換
し合
うこ
と

が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

(例
)

・身
近
で
簡
単
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

初
歩
的
な
英
語
で
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
す
る
。

（
例
）

・身
近
な
事
柄
や
出
来
事
に
つ
い

て
、簡
単
な
語
句
や
文
を
用
い
て

即
興
で
話
す
こと
が
で
き
る
よ
うに

す
る
。

(例
)

・自
分
や
身
の
回
りの
ご
く限
ら
れ

た
こと
に
つ
い
て
、自
分
の
気
持
ち

な
どを
伝
え
よ
うと
す
る
よ
うに
す

る
。

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
の

育
成

情
意

・
態

度
の

育
成

概
念

的
な

知
識

の
獲

得

 ৄ ্ ृ અ इ ্  भ ਛ শ ؞  ன

小
学
校
（
高
学
年
）

小
学
校
（
中
学
年
）

中
学
校

高
等
学
校

小
学
校
（
中
学
年
）

小
学
校
（
高
学
年
）

中
学
校

高
等
学
校

小
・

中
・

高
等

学
校

で
一

貫
し

た
目

標
(指

標
形

式
の

目
標

を
含

む
)の

下
で

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
「

学
習

プ
ロ

セ
ス

」
を

経
る

こ
と

に
よ

る
思

考
力

や
判

断
力

の
深

ま
り

、
外

国
語

に
よ

る
表

現
力

の
向

上
、

主
体

的
・

自
律

的
に

学
習

す
る

態
度

の
育

成
な

ど
を

通
じ

、
的

確
に

理
解

し
適

切
に

伝
え

合
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

育
成

思
考
力
・判
断
力
・表
現

力
、主
体
的
・自
律
的
な

態
度
に
基
づ
く、
的
確
に

理
解
し適
切
に
伝
え
合
う

コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力

の
育
成

目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

【
学

習
プ

ロ
セ

ス
】

①
目

的
の

設
定

・
理

解

②
目

的
に

応
じ

た
発

信
ま

で
の

方
向

性
の

決
定

・
言

語
活

動
等

の
見

通
し

③
目

的
達

成
の

た
め

の
言

語
活

動
（

技
能

統
合

型
）

④
ま

と
め

と
振

り
返

り

【見
方
や
考
え
方
の
例
】

外
国
語
や
そ
の
背
景
に
あ
る
文

化
を
尊
重
し、
他
者
との
関
わ
り

の
側
面
か
ら
言
語
を
捉
え
、目

的
・場
面
・状
況
等
に
応
じて
、

外
国
語
で
情
報
や
考
え
な
どを

形
成
・整
理
・再
構
築
し
、そ
ら
を

活
用
して
、外
国
語
を
話
し
た
り

書
い
た
りし
て
適
切
に
表
現
し
伝

え
合
うた
め
に
考
え
る
こと

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照ઃ भ ણ  ष

別
添
１
０

・対
話
的
な
学
び

・深
い
学
び

・主
体
的
な
学
び
へ
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①
【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

簡
単

な
語

句
や

表
現

を
使

っ
て

、
自

分
の

こ
と

や
身

の
回

り
の

こ
と

に
つ

い
て

話
し

た
り

聞
い

た
り

し
て

、
外

国
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
体

験
す

る
。

2
0
1
6
0
3
2
2
案

①
【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

馴
染

み
の

あ
る

定
型

表
現

を
使

っ
て

、
自

分
の

好
き

な
も

の
や

、
一

日
の

生
活

な
ど

に
つ

い
て

、
友

達
に

質
問

し
た

り
質

問
に

答
え

た
り

で
き

る
。

①
【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

具
体

的
で

身
近

な
話

題
の

概
要

・
要

点

を
正

確
に

理
解

し
、

考
え

や
気

持
ち

等

を
適

切
に

伝
え

た
り

、
簡

単
な

情
報

交

換
を

し
た

り
で

き
る

。

①
【

目
的

の
設

定
・

理
解

例
】

日
常

生
活

や
社

会
生

活
に

関
す

る
幅

広
い

話
題

の
概

要
・

要
点

を
的

確
に

理
解

し
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

適
切

に
伝

え
る

合
う

こ
と

が
で

き
る

。

③
【

目
標

達
成

の
た

め
の

活
動

例
】

使
用

表
現

に
つ

い
て

理
解

し
た

り
、

練
習

し
た

り
す

る
活

動
・

お
互

い
の

考
え

や
気

持
ち

を
伝

え
合

う
活

動
【

言
語

の
使

用
場

面
の

例
】

・
特

有
の

表
現

が
よ

く
使

わ
れ

る
場

面
：

挨
拶

、
自

己
紹

介
、

買
物

、
食

事
、

道
案

内
・

児
童

の
身

近
な

暮
ら

し
に

か
か

わ
る

場
面

：
家

庭
生

活
、

学
校

で
の

学
習

・
活

動
、

地
域

行
事

、
子

ど
も

の
遊

び
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

働
き

の
例

】
・

相
手

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

、
気

持
ち

を
伝

え
る

、
事

実
を

伝
え

る
、

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
、

相
手

の
行

動
を

促
す

③
【

目
標

達
成

の
た

め
の

活
動

例
】

・
言

語
材

料
に

つ
い

て
理

解
し

た
り

練
習

し
た

り
す

る
活

動
・

互
い

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

合
う

活
動

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
の

文
字

や
単

語
等

の
認

識
を

深
め

た
り

、
日

本
語

と
英

語
の

音
声

の
違

い
や

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
や

語
順

に
気

付
い

た
り

す
る

活
動

【
言

語
の

使
用

場
面

の
例

】
・

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

挨
拶

、
自

己
紹

介
、

買
物

、
食

事
、

道
案

内
・

児
童

の
身

近
な

暮
ら

し
に

か
か

わ
る

場
面

：
家

庭
生

活
、

学
校

で
の

学
習

・
活

動
、

地
域

行
事

、
子

ど
も

の
遊

び
【

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

働
き

の
例

】
・

相
手

と
の

関
係

を
円

滑
に

す
る

、
気

持
ち

を
伝

え
る

、
事

実
を

伝
え

る
、

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
、

相
手

の
行

動
を

促
す

③
【

目
標

達
成

の
た

め
の

活
動

例
】

・
言

語
材

料
に

つ
い

て
理

解
し

た
り

練
習

し
た

り
す

る
活

動
・

互
い

の
考

え
や

気
持

ち
を

伝
え

合
う

活
動

※
具

体
的

な
場

面
に

合
っ

た
適

切
な

表
現

を
自

ら
考

え
て

言
語

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
※

小
学

校
で

扱
っ

た
語

、
表

現
等

を
繰

り
返

し
学

ぶ
。

そ
の

際
、

小
学

校
と

は
異

な
る

場
面

や
文

脈
で

活
用

【
言

語
の

使
用

場
面

の
例

】
・

特
有

の
表

現
が

よ
く

使
わ

れ
る

場
面

：
挨

拶
、

自
己

紹
介

、
買

物
、

食
事

、
道

案
内

、
旅

行
、

電
話

・
生

徒
の

身
近

な
暮

ら
し

に
関

わ
る

場
面

家
庭

生
活

、
学

校
で

の
学

習
・

活
動

、
地

域
行

事
【

言
語

の
働

き
の

例
】

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
円

滑
に

す
る

、
気

持
ち

を
伝

え
る

、
情

報
を

伝
え

る
、

考
え

や
意

図
を

伝
え

る
相

手
の

行
動

を
促

す

③
【

目
標

達
成

の
た

め
の

活
動

例
】

・
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
て

、
情

報
や

考
え

な
ど

を
的

確
に

理
解

す
る

活
動

・
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

、
情

報
や

考
え

な
ど

を
適

切
に

伝
え

合
う

活
動

・
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

発
表

、
討

論
・

議
論

、
交

渉
な

ど
を

行
う

活
動

【
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
設

定
】

・
４

技
能

の
基

礎
的

な
能

力
（

必
履

修
科

目
）

⇒
 的

確
に

理
解

し
、

適
切

に
伝

え
合

う
能

力
（

必
履

修
科

目
＋

選
択

科
目

）
・

英
語

話
者

が
理

解
で

き
る

程
度

の
英

語
（

必
履

修
科

目
）

⇒
 英

語
話

者
が

理
解

で
き

る
程

度
の

英
語

＋
あ

る
程

度
の

流
暢

さ
（

必
履

修
科

目
＋

選
択

科
目

）
【

話
題

の
設

定
】

身
近

な
話

題
及

び
日

常
的

な
話

題
や

関
心

の
あ

る
分

野
（

必
履

修
科

目
）

⇒
 時

事
的

な
話

題
や

社
会

問
題

な
ど

（
必

履
修

科
目

＋
選

択
科

目
）

【
情

報
や

考
え

な
ど

の
発

表
・

や
り

と
り

に
関

す
る

言
語

活
動

の
設

定
】

・
（

発
表

）
ス

ピ
ー

チ
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
等

・
（

や
り

取
り

）
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

※
小

・
中

学
校

で
扱

っ
た

語
い

や
表

現
等

を
繰

り
返

し
学

ぶ
。

そ
の

際
、

小
・

中
学

校
と

は
異

な
る

場
面

や
文

脈
で

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

な
ど

、
ス

パ
イ

ラ
ル

に
学

習
す

る
※

具
体

的
な

言
語

の
使

用
場

面
に

即
し

た
適

切
な

表
現

を
自

ら
考

え
て

言
語

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
※

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

や
グ

ル
ー

プ
・

ワ
ー

ク
を

学
習

形
態

の
基

本
と

す
る

④
・

言
語

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

話
し

て
伝

え
た

こ
と

を
よ

り
正

確
に

書
く

な
ど

）

・
内

容
面

で
の

ま
と

め
と

振
り

返
り

（
受

信
し

た
こ

と
や

発
信

し
た

こ
と

の
整

理
な

ど
）

④
・

言
語

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
【

例
】

流
暢

さ
を

重
視

し
た

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

活
動

の
後

で
、

正
確

さ
を

よ
り

重
視

し
た

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

活
動

を
行

う
こ

と
に

よ
る

言
語

の
質

的
な

高
ま

り
・

内
容

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
【

例
】

得
ら

れ
た

情
報

や
考

え
な

ど
を

整
理

す
る

こ
と

に
よ

る
思

考
の

深
化

④
・

言
語

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

活
用

し
た

言
語

表
現

等
に

つ
い

て
の

気
づ

き
な

ど
も

含
む

）
・

内
容

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

得
ら

れ
た

情
報

や
そ

れ
に

つ
い

て
の

考
え

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
体

験
し

て
の

感
想

な
ど

）

④
・

内
容

面
で

の
ま

と
め

と
振

り
返

り
（

得
ら

れ
た

情
報

に
つ

い
て

の
感

想
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

体
験

し
て

の
感

想
な

ど
）

小
学

校
（

高
学

年
）

中
学

校

高
等

学
校

○
馴

染
み

の
あ

る
定

型
表

現
を

使
っ

て
、

自
分

の
好

き
な

も
の

や
、

一
日

の
生

活
等

に
つ

い
て

、
友

達
に

質
問

し
た

り
、

質
問

に
答

え
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

○
具

体
的

で
身

近
な

話
題

に
つ

い
て

、
学

校
、

地
域

、
他

教
科

等
で

の
学

習
内

容
等

と
関

連
付

け
な

が
ら

、
お

互
い

の
考

え
や

気
持

ち
な

ど
を

外
国

語
で

適
切

に
伝

え
合

う
能

力

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

○
日

常
的

な
話

題
か

ら
時

事
問

題
や

社
会

問
題

ま
で

幅
広

い
話

題
に

つ
い

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を

外
国

語
で

的
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
伝

え
合

っ
た

り
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

○
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
こ

と
を

活
用

し
て

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て

発
信

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
○

簡
単

な
語

句
や

表
現

を
使

っ
て

、
自

分
の

こ
と

や
身

の
回

り
の

こ
と

に
つ

い
て

、
友

達
に

質
問

し
た

り
質

問
に

答
え

た
り

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い

目
的
の
設
定
・
理
解

目
的
に
応
じ
た

発
信
ま
で
の
方
向
性
の
決
定
・

言
語
活
動
等
の
見
通
し

目
的
達
成
の
た
め
の
言
語
活
動

（
技
能
統
合
型
）

言
語
・
内
容
の
両
面
に
お
け

る
ま
と
め
と
振
り
返
り

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

次
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
目

的
の
設
定
・
活
動
へ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

学
び

の
プ

ロ
セ

ス

目
的

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

資
質

・
能

力
の

例
に

つ
い

て
小

学
校

（
中

学
年

）
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単元名 時間 題材 単元目標例 HFとの関連

Lesson 1
Hello!

3

世界の言語
挨拶

･世界には様々な言語があることに気付く。英語でのあいさつの表現に慣れ親しみ、積極的に自分の
名前を言って挨拶しようとする。 １－L1

Lesson 2
I'm happy.

2

外国のジェスチャー
ジェスチャー
感情・様子

・表情やジェスチャーをつけて相手に感情や様子を積極的に伝えようとする。

１－L2

Lesson 3
How many
apples?

4

数え方
数

・数の言い方に慣れ親しみ、身の回りのものを積極的に数えようとする。

１－L３

Lesson 4
My rainbow

5

世界の虹の色
色
I like ～.
Do you like ～?

・英語と日本語の音の違いや、色について様々な見方があることに気付く。好きなものを表わしたり尋
ねたりする表現に慣れ親しむ。積極的に好きなものを尋ねたり答えたりしようとする。

１－L4
１－L5

Lesson 5
絵本教材
活用単元

5

動物の鳴き声の聞こえ方
動物・体の部位
位置

・言語によって動物の鳴き声の表し方が違うことに気付くとともに、動物、体の部位、位置の言い方に
慣れ親しみ、まとまりのある話を聞いてその概要を理解しようとする。

２－L7

Lesson 6
This is my
favorite.

4

食べ物・野菜

What do you like?

・食べ物や色などの言い方や、何が好きかを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ、積極的に何が
好きなかを尋ねたり答えたりしようとする。 １－L6

Lesson 7
My name

4

アルファベット大文字

What do you want?

・アルファベットの読み方や、何が欲しいか尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ、積極的に欲しい
ものを尋ねたり答えたりしようとする。

１－L6

Lesson 8
Welcome
to our

museum

4

形・色
形状を表す語

What do you want?

・欲しいものを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ、積極的に欲しいものを尋ねたり答えたりしよ
うとする。

１－L6

Lesson 9
Who am I? 4

動物
形状・様子を表す語

・動物や形状・様子を表す語に慣れ親しみ、あるものを説明したり、あるものについて尋ねたりしようと
する。 １－L7

小学校3年生外国語活動週1コマ
（Hi, friends! 1をベースにしたイメージ）

　　短時間学習は…各単元の内、系統性を確保するため、まとまりのある学習と、「繰り返しの学習」や「深まりのあるコミュニケーション活動」等とを関連付けながら、
　　　　　　　　　　　　アルファベットの文字、語彙や表現の定着を図る。

次期学習指導要領の３・４年生の年間指導計画　イメージ（案）　たたき台

平成27年12月21日

別添１１

単元名 時間 題材 単元目標例 HFとの関連

Lesson 1
Nice to

meet you.
4（４）

世界の言語・挨拶
アルファベット小文字

What do you want?

･様々な挨拶の仕方があることに気付くとともに、初めてであった人との挨拶の仕方に慣れ親しむ。

１－L1

Lesson 2
Turn right.

4（８）

外国の学校
教室
学校

・学校の中のものや教室名の言い方に慣れ親しみ、積極的に友達を案内しようとする。

2－L5

Lesson 3
How many?

4（１２）

昆虫・動物
身の回りの物
How many?

・身の回りのものや数の言い方に慣れ親しみ、身の回りの物の数を積極的に尋ねたり答えたりしよう
とする。 １－L3

Lesson 4
What's
this?

5（１７）

アルファベット大小文字

What's this?

・世界には様々な文字があることや、身の回りにはアルファベットの文字で表されているものが多いこ
とに気付く。身の回りのものや、あるものが何かを尋ねる表現に慣れ親しみ、積極的にあるものが何
かを尋ねたり答えたりしようとする。 １－L5

Lesson 5
Good

morning!
5（２２）

動作
気持ちを表す語

・動作や気持ちを表す言い方になれ親しみ、まとまりのある話を聞いてその概要を理解したり、積極的
に場面にあったセリフを言ったりしようとする。 ２－L7

Lesson 6
This is for

you.
4（２６）

アルファベット大小文字
身の回りの物

What ～ do you like?

・アルファベットの文字の読み方や身の回りのものの言い方、何が好きか尋ねたり答えたりする表現
に慣れ親しみ、積極的に何が好きか尋ねたり答えたりしようとする。

１－L６

Lesson 7
Ten years!

4（３０）

気持ちを表す語
身の回りの物
職業
It's  ～.

・気持ちを表す語や身の回りの物の言い方に慣れ親しみ、積極的に大事にしているものについて紹
介したり、聞いたりしようとする。

１－L2

Lesson 8
What's

this? Quiz
Show

5（３５）

動物
形状を表す語
色・形状
What's this?

・形、色、形状等の語いやそれらに関する表現に慣れ親しみ、あるものについて積極的に説明しよう
しようとする。

１－L7

小学校4年生外国語活動週1コマ
（Hi, friends! 1をベースにしたイメージ）
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単元名 時間 題材等 目標例（二重下線部は、HFに設定されていない部分） HFとの関連・プラスした時数

Lesson 1
Hello, everyone.

5(5)
挨拶・自己紹介
I like/don't like ～.
反応

・自分のことについて簡単に紹介できるようにするとともに、自分のことについて相手意識をもっ
て伝え合おうとする。 １－L1

③

Lesson  2
Do you have "a"?

8(13)

身の回りの英語表記
アルファベット大小文
字
Do you have ～?

・身の回りにはアルファベットの文字で表されているものが多いことや、アルファベットには読み
方と音があることに気付き、アルファベットの文字を読んだり、あるものを持っているかどうかを
尋ねたり答えたりすることができるようにするとともに、積極的にアルファベット表記に関するクイ
ズについてアルファベットの文字を読んだり書き写したり、あるものを持っているか尋ねたり答え
たりしようとする。（別資料：青字部分のねらい達成補完のための短時間学習を含む本単元計
画）

2-L1
④

Lesson  3
When is your
memorial day?

8(21)

月日・季節
When is ～?
Why?

・世界には様々な行事があることに気付き、日程を尋ねたり答えたりすることができるようにする
とともに、自分の大切な日についてを理由を含めて積極的に伝え合ったり、丁寧にアルファベット
の文字を書き写したりしようとする。

２－L2
④

Lesson 4
This is ME!

8(29)

スポーツ・楽器
身の回りのもの・動
作
I can ～.  Can you
～?

・人それぞれであることに気付き、物語のあらすじを聞き取ったり、できることを尋ねたり答えたり
することができるようにするとともに、自分のできることやできないことを積極的に伝え合い、丁寧
にアルファベットの文字を書き写そうとする。

2-L3
④

Lesson 5
Turn right.

7(36) 
建物
道案内
Where is ～?

・世界の町の様子から日本との相違点に気付き、道を尋ねたり、道案内したりできるようにすると
ともに、相手意識をもって道案内したり、正確にアルファベットの文字を書き写したりしようとす
る。

2-L4
④

Lesson 6
This is our town!

8（44)

自然
食べ物
特産物等
This is ～.

・自分たちの町の様子から、世界との共通点に気付き、自分たちの住む町について伝え合うこと
ができるようにするとともに、自分たちの住む町のお薦めを相手意識をもって紹介しようとした
り、正確にアルファベットの文字を書き写したりしようとする。

新規
⑧

Lesson 7
My school
schedule

8(52)

教科名
曜日
身の回りのもの
I study ～ on
Monday.

・世界の同年代の子供の学校生活から自分たちとの相違点や共通点、単語はアルファベットの
文字がまとまってできていることに気付き、学校生活について説明しあったり、正確にアルファ
ベットの文字を書いたりできるようにするとともに、お気に入りの時間を入れた時間割を積極的に
伝え合ったりしようとする。

１－L8
③

Lesson 8
Helthy menu

8(60)

食べ物
食習慣
What would you like?

・世界には様々な食生活があることに気付き、丁寧に欲しい物を尋ね、答えたり、正確にアル
ファベットの文字を書き写すことができるようにするとともに、健康に良い食事について、積極的
に伝えようとする。

１－L9
④

Lesson 9
We are good

friends.
10(70)

世界の童話
日本の童話
Let's ～.

・世界には子供たちに様々な願いを込めて書かれた童話等があることや、アルファベットの文字
がまとまって単語になることに気付き、まとまった英語の物語を聞いて，内容がわかり，場面に
合ったセリフを言ったり、正確にアルファベットの文字を書き写すことができるようにするととも
に、積極的に英語で物語の内容を伝えようとする。

2-L7
④

小学校5年生外国語年間70コマ

　　短時間学習は…各単元の内、系統性を確保するため、まとまりのある学習と、「繰り返しの学習」や「深まりのあるコミュニケーション活動」等とを関連付けながら、
　　　　　　　　　　　　アルファベットの文字、語彙や表現の定着を図る。

次期学習指導要領の５・６年生の年間指導計画　イメージ（案）　たたき台

平成28年1月12日

【短時間学習の

例・イメージ】
例えば、Lesson 3

自分の大切な日に

ついて

○季節・月日などの

語彙や日程を尋ねた

り答えたりする表現を

使うことができる。

・「チャンツ」を通して、

季節・月日などの単

語に慣れる。

・「ステレオゲーム」を

通して、月日などの単

語や日程の尋ね方を

使えるようにする。

・補助教材ワークシー

トなどを活用してアル

ファベットの文字を丁

寧に書き写すように

する。

この短時間学習

を

４５分＋１５分で

６０分として、

主な目標と活動

別添１２

単元名 時間 題材 目標例 HFとの関連・プラスした時数

Lesson 1
Hello, nice to

meet you.
5(5)

挨拶
自己紹介
I'm ～.

・世界には様々なあいさつの仕方があることに気付くとともに、簡単なやりとりをして自分につい
て伝え合ったり、自分の名前を正確に書いたりすることができるようにするとともに、自分につい
て相手意識をもって伝えあったりしようとする。

１－L1
③

Lesson 2
This is our school.

8（13）

教室名
身の回りの物
形状・気持ちを表す
語
I like ～.

・世界の子供たちの生活から自分たちとの共通点や相違点に気付くとともに、自分の学校につ
いて簡単に説明したり、学校名を正確に書いたりすることができるようにするとともに、自分たち
の学校について自分の考えを積極的に伝えあったりしようとする。 ２－L4

④

Lesson　3
Let's go to Italy.

8（21）

世界の国々
生活
I want to go to ～.

・世界の国々の様子から日本との共通点や相違点に気付き、行ってみたい国についてその理由
とともに簡単に説明したり、国名を正確に書き写したりできるようにするとともに、お薦めの国に
ついて相手意識をもって伝えあったり、単語を推測して読んだりしようとする。

２－L5
④

Lesson 4
Welcome to our

country.
8(29)

日本の特徴
～　is ～.

・日本の様子から世界の国々との共通点や相違点に気付き、日本について伝えることができる
ようにするとともに、日本の良さについて自分の考えを相手意識をもって簡単に紹介し合い、単
語を正確に書き写したり、推測して読んだりしようとする。

新規
⑧

Lesson　5
What time do you

get up?
8（37）

一日の生活
時刻
I get up at 7:00.

・世界の人々は様々な生活の中で精一杯生活を営んでいることや、時差があること、英語と日本
との表記の仕方の違いに気付き、自分の一日の生活について伝え合うことができるようにすると
ともに、自分の大切にしている時間について積極的に伝え合い、単語を正確に書き写したり、推
測して読んだりしようとする。

２－L6
③

Lesson　6
A letter to ....

8（45）

動物
～　is chasing ～.

・世界の様々な課題や、英語の語順に気付き、まとまった内容の話を聞いて理解し、自分のでき
ることを伝え合い、単語を正確に描き写したりできるようにするとともに、世界の様々な課題に対
して自分ができることを積極的に伝え合ったり、単語を推測して読んだりしようとする。

2-L3・L7
⑧

Lesson 7
My memorial

event
8（53）

学校生活
My memorial event is
～.

・世界の学校生活の様子から日本との相違点や共通点に気付き、6年間の小学校生活について
自分の考えを伝え合ったり、単語を正確に書き写したりすることができるようにするとともに、思
い出に残る行事についてその理由を含めて積極的に伝え合ったり、単語を推測して読んだりし
ようとする。（下線部のねらい達成補完のための短時間学習を含む本単元計画）

新規
⑧

Lesson 8
What do you want

to be?
8（61）

職業
気持ちを表す語
I want to be a
teacher.

・世界には様々な夢をもつ同年代の子供たちがいることに気付き、つきたい職業について伝え
合ったり、単語を正確に書き写したりすることができるようにするとともに、自分の将来について
積極的に伝え合ったり、単語を推測してて読んだりしようとする。

２－L7
④

Lesson 9
Junior High
School Life

9（70）

中学校生活
I want to enjoy ～.

・中学校生活についてのまとまった話を理解し、自分の考えを表現したり、単語を正確に書き写
したりできるようにするとともに、中学校生活の期待について相手意識をもって簡単なスピーチを
したり、単語を推測して読んだりしようとする。

新規
⑧

小学校６年生外国語年間70コマ

【短時間学習の

例・イメージ】
例えば、Lesson 

6

学校行事について

○思い出の学校行

事について自分の考

えを表現するとともに、

思い出の学校行事

名を正確に書き写す

ことができる。

・「学校行事かるた取

り

ゲーム」を通して、

学

校行事を表す単語

に

慣れる。

・「チャンツ」を通して、

行事の言い方を使

え

るようにする。

・「学校行事名の文

字をなぞる」活動を

主な目標と活動
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・
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
中
心
と
し
た
発
信
力
の
強
化

・
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
語
活
動
が
中
心

・
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
や
考
え
な
ど
を
活
用
し
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動

・
４
技
能
を
総
合
的
に
育
成
（
受
信
・
発
信
の
バ
ラ
ン
ス
）

・
明
確
な
目
標
（
英
語
を
用
い
て
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
）

を
達
成
す
る
た
め
の
構
成
・
内
容

・
複
数
の
技
能
を
統
合
さ
せ
た
言
語
活
動
が
中
心

・
「
英
コ
ミ
ュ
Ⅰ
」
は
中
学
校
段
階
で
の
学
習
の
確
実
な
定
着

（
高
等
学
校
へ
の
橋
渡
し
）
を
含
む
。

高
等
学
校
に
お
け
る
英

語
科

目
の

改
訂
の
方

向
性

と
し

て
考
え
ら
れ
る
構
成

（
た
た
き
台
）

・
生
徒
の
英
語
力
に
つ
い
て
，
４
技
能
全
般
，
特
に
「
話
す
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
が
課
題

・
英
語
の
学
習
意
欲
に
課
題

・
言
語
活
動
、
特
に
、
統
合
型
の
言
語
活
動
（
例
：
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
活
動
）
が
十
分

で
は
な
い

・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い
て
、
英
語
学
習
に
関
す
る
生
徒
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
必
要

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
話
し
手
・
読
み
手
・
書
き
手

に
配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
話
題
か
ら

時
事
問
題
や
社
会
問
題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た

り
す
る
能
力
を
養
う

外 国 語

現 行 科 目  ၖ भ ্  ਙ ␟ ੧ ␠

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅲ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

基
礎

英
語

表
現 Ⅱ

英
語

表
現
Ⅰ

英
語

会
話

ୖ 

Ⅰ ↓ Ⅲ へ 内 容 の 高 度 化 ・ 話 題 の 多 様 化

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

Ⅰ
（
必
履
修
）

発
信
力
が
弱
い

４
技
能
総
合
型

(必
履
修
科
目
を
含
む

)の
科
目
を
核
と
す
る

発
信
能
力
の
育
成
を
さ
ら
に
強
化
す
る

生
徒
が
実
社
会
や
実
生
活
の
中
で
、
自
ら
が
課
題
を
発
見
し
、
主
体
的
・
協
働
的
に
探
求
し
、
英
語
で
考
え
や
気
持
ち

を
互
い
に
伝
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習

英
語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
見
直
し

 ਛ घ स ऌ

ৱ ସ ؞ ચ ৡ ಉ

学
習
指
導
要

領
に
掲
げ
ら
れ

る
資
質
・
能
力

を
確
実
に
育

成
す
る
た
め
の

指
標
形
式
の

目
標
を
段
階

的
に
設
定

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
（仮
称
）

論
理
・
表
現
Ⅰ
･Ⅱ
･Ⅲ
（
仮
称
）

併
せ
て
専
門
教
科
「
英
語
」
の
各
科
目
も
見
直
し

⇒
総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（仮
称
）
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ

（
仮
称
）
，
エ
ッ
セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・Ⅱ
（
仮
称
）

別
添
１
３
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（
参
考
）
現
行
学
習
指
導
要
領
の
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
科
目
の
見
直
し
等

(た
た
き
台
）

平
成

2
8年

1月
1
2日

現
在

英
語
Ⅰ

（
3単
位
）

英
語
Ⅱ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅰ
（
2単
位
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

（
旧
）

４
技
能

を
総
合

的
，
統

合
的
に

育
成

読
む
中

心

書
く
中
心

（
現
行
）

聞
く
，
話

す
中
心

（
※
）
Ｏ
Ｃ
：
「
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅱ
（
4単
位
）

（
新
） 【専
門
教
科
(英
語
)】

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅰ
（
3単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅱ
（
4単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅲ
（
4単
位
）

身
近
な
話
題

に
つ
い
て
英

語
で
会
話
す

る
能
力
の
育

成

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
基
礎
（
2単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る

能
力
の
育

成
に
焦
点

必

英
語
表
現
Ⅰ

（
2単
位
）

英
語
表
現
Ⅱ

（
4単
位
）

英
語
会
話

（
2単
位
）

（
※
）
矢
印
は
教
科
内
容
再
編
の
イ
メ
ー
ジ

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅰ
（
仮
称
）
（3
単
位
）

※
中
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
改
善

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅱ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅲ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る
能

力
の
育
成

に
焦
点

必 論
理
・
表
現
Ⅲ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

論
理
・
表
現
Ⅱ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（
仮
称
）

デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
・Ⅲ
（
仮
称
）

エ
ッ
セ
イ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
仮
称
）

よ
り
高
度

な
４
技
能

の
育
成

よ
り
高
度

な
討
論
・
議

論
を
す
る

能
力
の
育

成

論
理
・
表
現
Ⅰ
（
仮
称
）

（
2単
位
）
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